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序章　マリーとファウラ







　大だい飢き饉きんという言葉にぴんと来なかったのは、おそらく私がまだ子供過ぎたからに他ほかならないのだろう。行商で多くの使用人を抱かかえる父の仕事は、11歳さいの私には順調に見えていたし、その日その日の食べ物に事こと欠かくような事はなかったからだ。

　でもそれはある日、いとも簡単に崩くずれ去さった。それは私が両親の死体を発見したあの日から―――いや、もっと前から崩くずれる予よ兆ちようはあった。でも幼い私がその事に気付いたのはあの日からだった。胸にナイフを突つき立たてられ横たわる母と、その傍かたわらで首を吊つった父。それを発見しても尚なお、私はこれで全すべてを失うなんて考えていなかった。

　数日後、親しん戚せきたちが私の家を訪おとずれ事情を話してくれた。父の仕事はとっくの昔にうまくいっていなかったのだそうだ。幾いく度ども叔父おじの家に借しやつ金きんの借り入れを願い出ていた事を、この時初めて知った。そして叔父おじはそんな父の借り入れを断り続けたのだそうだ。

　仕方のない事……とは思えなかった。少なからず商人の娘むすめであった私には、叔父おじのした仕打ちの意味は分かっていたからだ。大きな商売には必ず投資がいる。それがなくては然しかるべき時に、然しかるべき商あきないをする事が出来ない。叔父おじは……父を見殺しにしたのだ。そしてその考えが私の逆さか恨うらみではない事を、この後痛い程ほど思い知らされる。

　すぐに叔父は相そう続ぞくに関する書類一式を整えると、子供の私が与あずかり知しらぬうちに、土地や家の権利を全て己おのれの物にしてしまっていた。漸ようやくそこで私は、「嵌はめられた」と気が付いたのだ。なんて鈍どん感かんな子供なのだろう。どうしてこんな風になるまで、子供でいようとしたのだろう。まだ心のどこかで、甘あまえていたいと思っていたのかもしれない。両親を失い、悲しみに暮くれていたかったのかもしれない。でもそんな感かん傷しように浸ひたっている間に、私の家うちは私の物ではなくなっていたのだ。

　叔母おばは私を「あんた」と呼んだ。私は「あんたじゃない、ちゃんと名前がある」と訴うつたえると叔母は蔑さげすんだ目でこう言った。

「いつまでも、その名前を名乗ってんじゃないよ、汚けがらわしい」

　物を見るようなその瞳ひとみを見て、ああそうか、と思った。

　私は名前まで奪うばわれたのか。その時はそう思った。でも気が付くと、名前だけでなく、この身体からだすら奪われていたのだという事に気付くことになる。

　叔父おじに連れられて外出した日の事だった。いったいどこへ行くのだろうと思いながら、問う事も口を開くことも許されない私を、叔父は見知らぬ相手に会わせた。そこで叔父は金の入った布ぬの袋ぶくろを受け取ると、いつの間にかどこかへ消えてしまったのだ。そわそわと身の裡うちに不安が広がりだすと、見知らぬ男は「行くぞ」と言った。私は漸ようやく自分が売られたのだという事に気が付いたのだ。人買いの男はピクリとも笑わず、

「ついて来い……どうせまだ客は取れないんだ。それまでは下働きだ」

　と言って街の外れの館やかたへ連れて行った。そこは重じゆう厚こうな門と嵌はめ殺ごろしの窓ばかりの館やかただった。そしてその館には私より年上の女性たちが煌きらびやかな服を身に纏まとい、美しい化け粧しようをして暮らしていた。ただそれは優ゆう雅がな暮らしをする身分の者ではなかった。いや、その逆。

　そこは娼しよう館かんだったのだ。自分は娼しよう婦ふとして売られたのだと気付いた。

「13歳になったら客を取ってもらう。それまではこいつらの世話をしろ。いいな。……おい、マリー。おまえが面めん倒どうを見ろ」

　マリーと呼ばれた女性は自分より幾いく歳としか上のまだ幼さの残る顔立ちをした少女だった。金色の長く美しい髪かみが揺ゆれる。彼かの女じよが近づくと春の花の香かおりがした。

「いっよ～」

　彼女は不思議な足取りで私の前までやってきた。近くに来て初めて彼女が目を開いていない事に気が付いた。彼女は目を患わずらっているのだろうか？　そんな事を思いながら、口を噤つぐんでいると、マリーは私に向かってこう言った。

「へぇ、君、名前はなんてんだい？」

　そう問いかけられて答える事が出来ず下を向いた。だって私には、もう何も残っていないのだから。名乗る名前すら。そうして俯うつむき答えられない私にマリーは小首を傾かしげる。

「んん～？　さては緊きん張ちようしてるのかなぁ？　ダイジョブだよ。あたしはね、ここでも屈くつ指しのやさしさを誇ほこるマリーさんなのだから！　イシシ」

　明るい顔で笑いながらドンと胸を叩たたいて見せるマリー。

「ほらほら、名前教えてみ」

「……………ない」

「んん？」

「……名前は……ない……全部……奪われた」

　漸ようやくそれだけ言うと、それを聞いたマリーは少し考えるように小首を傾かしげ、そして再び笑って見せた。

「そっかあ、まあ、ここに来る女の子はみんなそんな感じだもんねえ。よしよし、ではあたしが君に名前をあげよう」

「え？」

「しかもそんじょそこらの名前じゃないよ。あたしの名前をあげる。どうだい？」

「それって……」

　言葉の意味を取りかねて言いい淀よどむ私に、マリーの小さな掌てのひらが伸のび、頬ほおにやさしく触ふれた。

　私の表情を確かめるように、掌てのひらは私の頬ほおを撫なでる。

「ムフフ、言っとくけど、このマリーという名前はダメだよ。これはあたしの娼婦としての名前だからね。マリーは源げん氏じ名なだからさ。だからあたしが売られて客を取るまで生きてきた人生を君に上げるのだよ。どうだい、魅み力りよく的てきとは思えないかね、ニシシ」

　彼女の言っている事の意味を私は正しく理解していたから、ポカンと立ち尽つくしてしまった。そんな大切な名前を貰もらうなんて、と思いどう答えていいのかもわからなかった。でもマリーはそんな事を意に介かいさず続けた。

「君は今日からファウラだ。どっだい？　いい名前だろう？　自じ慢まんのあたしの名前さ」

「………ファウラ」

「そう、ファウラ。君は今日からファウラなのだ。ほれ、ファウラ、そんなむっつりした顔しないで、笑ってみ」

　私はまだそれが受け止められず、ただただぼんやりとしてしまう。

「ほれファウラ、笑ってみ。イシシ」

　そう言って無む邪じや気きな笑えみを浮うかべるマリーに釣つられるように、私はちょっとだけ彼女のマネをするように笑ってみた。

　そんな私の表情を確かめるように、彼女は私の頬ほおをやさしく撫なでた。







第一章　作戦会議







　皇歴２１６年、10月。

　グラウスタンディア皇国に併へい合ごうされたゾラ港にて作戦会議が開かれた。

　皇女ユースティナ・クセルクセスを上かみ座ざに配はいし、軍師クロム・ジャレットを中心に、その場には軍の責任者たちが顔を連つらねる。

　海軍整備を進める師団長クラヴィス・ペイトン。

　陸軍千人長ラング・クランツ。

　気象学者ヨシュア・フォッグ。

　地質学者ロブ・フォッグ。

　軍議の中心人物であり軍師であるクロムがまず口を開いた。

「優先順位を付けて問題を解決していきたいと思います。早さつ急きゆうに手を打つべきは、リジア海軍司令部アラティアからの海路による侵しん攻こうです」

　それに対し、ユースティナが意見を述のべた。

「陸路に比くらべ、進行速度も速く重量貨物も輸送できる海路は何とかせねばな」

「はい、そうなんです。殊こと、海軍司令部にはかなりの帆はん船せんが待機している事が解わかっています。仮に中継基地である、ここゾラ港を介かいさずとも、リジア海軍が皇都シオニアに打って出るのは不可能ではない」

　すると脇わきからクラヴィス師団長が口を開いた。

「なるほどなるほど。しかし、ゾラに駐ちゆう留りゆうしていた軍を吸収したとはいえ、我々はまだ足並みがそろってないね。それを考えると全力での出しゆつ撃げきは不可能だ」

「そこが一番の問題です。だからと言って手を打たない訳にはいかない。リジア側もこのまま手をこまねいているような真ま似ねはしないでしょうし」

「だろうね」

　クロムの意見にクラヴィスは溜ため息いきを吐つきながら目を潤うるませた。

　すると今度はラングが口を開く。

「当然ながら、俺おれは陸軍を率ひきいる事になるんだろ？」

「はい。アラティア港を落とすにあたって、海路からの抑よく止し力りよくと共に陸路からの進しん撃げきが必ひつ須すになります」

「アラティアの背後を突くって訳か？」

「その通り。アラティア港は海軍司令部が置かれる程に港の整備に力を入れた都市です。なので海から上陸するのはほぼ不可能。でもその代わり陸路から攻め込まれるとひとたまりもありません」

　アラティアは海軍司令部がある為ため、軍資金の殆ほとんどが海軍に使われている。そのため陸路から進撃される事に対する意識が薄うすい。事実城じよう壁へきなどの補修に予算が割さかれていない。

「見えてきたな……リジアが進軍しようとする海路を封ふう鎖さしながら、俺たちが陸路でアラティアを目指すと……」

　しかしリジアとて、それがわかっていない筈はずはない。

「だが、でかい問題があるな」

「それは承しよう知ちしています」

　それはゾラ港からアラティア港までの陸路に点在する関かん門もんであった。

「アラティアまでの陸路の間には、計四つの関門があります。実質的に要よう塞さいとして機能しており、この四つの関せきを突とつ破ぱせねば、アラティアに侵攻することは出来ません」

　するとそれを聞いたクラヴィス師団長が、いよいよ目に涙なみだをためて、

「その間、リジア海軍が侵攻してこないように、足止めをせねばならないと……」

「正解です。それに当たり、ユースティナ様からお話があります」

　話を振ふられたユースティナはコホンと小さく咳せきをすると、ラングを見た。

「ラング・クランツ千人長。貴方あなたを、千人長より将軍職へ昇しよう進しんさせる」

　その言葉に周りにいた者たちは一様にどよめき、驚おどろきの声を漏もらした。

　だがラングだけは、変わらず悪あく辣らつな面つら構がまえを更さらに歪ゆがめる。

「…………ユースティナ皇女。将軍職への二階級特進、身に余あまる光栄に存ぞんじます。ですが、千人長である自分が、そこまでの厚こう遇ぐうを受けては、グラウスタンディア軍部内で要いらぬ諍いさかいの元となるでしょう」

　どの騎き士しも気け高だかく崇すう高こうな意識を持っていれば、ラングが口にするような事を危き惧ぐする必要はない。だが人である以上、昨日まで千人長であった者が二階級特進して将軍職に就ついたとなれば、妬ねたみや嫉そねみを抱く者が必ず出てくる。それは巨きよ大だいな組織を動かす上で避さけられない事でもあった。

　しかしそんなラングの返答を聞いたユースティナは、何がおかしいのかクスリと笑みを漏もらした。

「……ふふ、クロムの言う通りであったな」

　そう言われ、何の事か見当もつかなかったラングは、それを言ったというクロムの方に目を向ける。すると彼かれもまた、わかったような顔をしてこちらに笑みを向けるのだ。

「なんだなんだクロム？　わかるように話せ」

「はいはい、了りよう解かいしました。まあラングさんがそう言う事はなんとなく解わかっていましたし、何より僕ぼくとしても、軍部内での諍いさかいや腹に一いち物もつ抱えた状じよう況きようを良しとしようとは思っていませんでしたので」

「すると、なんだ？」

　そう問い返したラングに、今度はユースティナが再び真ま面じ目めな顔に戻もどって言う。

「うむ、そうなる事を加味して、役職を増やした。これよりラング・クランツに対し、暫ざん定てい特とく務む師団長の位くらいを任にんずる」

「暫定特務師団長って事は……」

　狼ろう狽ばいするラングにクロムが説明を付け足してきた。

「はい、位は師団長ですが、動かすことが出来る人員は将軍と同じです」

　途と端たんにラングは苦い顔で眉まゆを顰ひそめた。

「おいおい、そんな子供だましみたいなもんで、他のやつらは納なつ得とくするのか？」

「するでしょうね。名前に込められた力は意外と強い。何より、なんだかわからない役職を当てられたラングさんに、同情する人も出てくるんじゃないですか？」

「……同情なんて冗じよう談だんじゃねえぞ」

「一時的な措そ置ちですが、これで将軍並みの戦果を上げれば、他に文句を言う人はいなくなるはずですので、頑がん張ばってください」

「簡単に言うんじゃねえよ、まったく……」

　クロムに悪あく態たいを吐つくラング。そんな彼に、ユースティナが真面目な顔で答える。

「今はそれに甘んじて欲ほしい。現在、大軍を率ひきいる力量を持つ者を的確に配し、リジアとの戦せん役えきを終わらす事が急がれる時だ」

　それに対しラングは申し訳なさそうに答える。

「甘んじるなどとんでもない。光栄であります」

　するとそれを聞いていたクラヴィス師団長が手を叩いて祝福した。

「おめでとう、ラング暫ざん定てい特とく務む師団長」

　ラングはあまり褒ほめられることに馴なれていないせいか、どんな顔をしていいのか困ったようにクラヴィスに対して頭を下げた。

　クロムが区切るように息を吐つき、話を元に戻した。

「さてでは本題であるアラティア攻めについて軍議を進めたいと思います」

「ああ、だが今回の戦いはちょっと厳しい戦いになるんじゃねえのか？」

　ラングの言葉に、クロムが薄く笑って見せたが、その目は決して笑っていなかった。

「ちょっと……ではありません。隠かくしだてしても仕方がないので、皆みなさんには本当の事を伝えておきたいと思います。今回の戦いくさは、かなり厳きびしい戦いになる事が明白です。おそらく嘗かつてなかった程ほどでしょう」

　いつも飄ひよう々ひようとしている筈はずのクロムの言葉に、場は緊張感を増した。

「先まず最優先にすべきは、リジアの海上の航路を完全に断たつことです。リジア側の今後の狙ねらいはゾラ港の奪だつ還かん。その為ためにアラティア港から大船団を率ひきいてくる事が予測されます」

　すると地質学者であるロブが机に海図を広げ説明を始めた。

「アラティア港からゾラ港までの間にはイライア諸島と言う小島が点在する海域があります。ここは小島だけでなく浅あさ瀬せも多く、難なん所しよとされる海域です。このイライア諸島の海域を抜ぬける為ためには二つの航路がありまして、一つ目はこの北側を回る航路。こちらは幅はばが広く、大型帆船が横おう列れつで通る事が出来る余よ裕ゆうがあります。またもう一つが南側を回る航路。こちらは島々の間かん隔かくが狭せまく、座ざ礁しようの危険性もある為ため、大型帆はん船せんによって航行をする場合には、かなりの技術を求められる海域となっています。単純に地形的利点で考えるのなら北周航路が可能性としては高いでしょう」

　その説明に今度は兄の気象学者ヨシュアが付け足す。

「ただこの北の航路はこの時期、濃のう霧むが発生しやすく、どちらの軍にとっても危険を孕はらんでいます。それを考えると南周航路の可能性も考えられます」

　二人の説明を含ふくめた上で、クロムがまとめる。

「これらの情報を加か味みした上で、リジア海軍の進軍を妨ぼう害がいしなければなりません。その為ためには吸収したゾラ兵の調整を待っている事は出来ません。なので先せん遣けん隊たいを編へん成せいする必要があります」

　その言葉にクラヴィス師団長は唸うなり声ごえを上げた。

「……つまり現在足並みが揃そろっている海軍を先に行かせるという訳かね」

　事実確認ではあったがクロムは申し訳なさそうな顔をした。

「心苦しいですがそうなります」

　するとクラヴィスは一つ息を吐ついた。

「リジア海軍は大船団を率ひきいてくる。それに対し、僕の目もく算さんで出せるグラウスタンディア兵の数は６０００ほどだ。勿もち論ろんちゃんと調ちよう練れんを積つんだ優ゆう秀しゆうな兵である事は保証する。だが、相手が多すぎる。シオニア防衛戦のように自らの土地ではない以上、全ぜん滅めつの可能性すらある」

「ええ。ですので、好戦的に攻める必要はありません。それについては、後ほど戦略を練ねってまいりましょう」

「相あいわかりもうした」

　丁てい重ちようなクラヴィスの返答を確認すると、クロムがこちらに向き直る。

「それからラングさん」

「おう、なんだ？」

「こちらの即そく戦せん力りよくとして使える元リジア兵はどれくらいになりそうですか？」

　即そく座ざにラングは把は握あくしている兵の状態を頭に浮かべた。

「さあて、どうかね。やってみなけりゃわからねえな。そもそも俺がここに来た時点で連れていた部下は１０００人。それとフィフニス隊の１０００人で合わせて２０００。こいつらで調練をして全員をどうにか使いもんになるくらいに仕上げるには結構時間がかかる」

「わかりました。それではラングさんは、フィフニス隊と連動して元ゾラ兵の調整を行ってください。全員でなくともアラティアを落とせる数までどうにか持って行って下さい」

　中々の難題だ。

「無む茶ちやをいうじゃねえか」

「無茶は承知です。しかしここで足あし踏ぶみをしていれば、それだけリジア側に優勢に働きます。我々が取るべき道は、あちらが出しゆつ陣じんしてくる前にそれを阻そ止しする、という道しかない」

　いつもと様子が違ちがう、と思ったのはラングの直感に近いものだった。これからの戦いが厳しいものになるのはラング自身も把は握あくしている。だがそれでもいつものクロムなら飄ひよう々ひようとしているだろう。だが今の彼の真しん剣けんな様子を見ればそんな余裕がない事は明確だった。それはクロム自身に根ね差ざすことではなく、根本的に今回の自分たちの置かれている状況が切せつ迫ぱくしている事の証しよう左さだと理解した。

「つまり……一つしか道はねえって事か？」

「はい、それが今回の戦いの一番恐おそろしい所なんです。リジアは一刻も早くゾラへ向けて出しゆつ征せいをする為ために準備を整える。我々は揃そろわない足並みでそれを阻そ止しする。この構図だけは変えようがない。無理をしなければ、こちらは負けます」

「負けない為ためには、出で張ばるしかねえって事か。……承しよう知ちした。もし間に合わなきゃ進軍しながら、教え込んでいくしかあるまい」

「それからゾラ港陥かん落らく後に、周辺の街などからかなりの数の傭よう兵へい団だんが流れ込んできています。皆、戦乱の空気を感じとり荒あら稼かせぎをしようという者たちのようですので、これを吸収したいと考えています」

　するとラングは明らかに嫌いやそうな顔で溜ため息いきを吐つく。

「傭兵団は嫌きらいだが、我わが儘ままは言ってられねえか……」

　彼が言う通り傭兵団は扱あつかいが難しい。こちらの策通りに動いてくれない事もあれば、功こうを焦あせり先行する事もある。それ故ゆえに統とう制せいが難しいという現実がある。例えばガジェルのように単独で動いている者も多い職種だ。統制という言葉からは程ほど遠とおい人間が兎と角かく多い。

「それでも、こちらが手を拱こまねいている間に、リジアに優位を取られゾラへと攻め込まれるのは必定です。早急に出征の準備を整えねば敗北する戦い。一刻の猶ゆう予よもない上に兵の足並みも揃そろっていない」

「こりゃ、一分の間ま違ちがいも許される状況じゃねえな……」

　溜息を交えるラングもその目を刃は物もののようにギラギラと輝かがやかせた。

「はい、それを踏ふまえた上で、作戦会議と行きましょうか」

　クロムはそう言うと、アラティア攻こう略りやくの策の話を始めたのだった。

　この軍議により、その必要性からラングの昇進と並行してクラヴィス師団長の将軍職昇進が決定された。ユースティナの一いち存ぞんであった。彼の過去の功績を考えると、寧むしろ遅おそすぎる評価と言っても過言ではなかった。それ故ゆえ、外野からの異論の心配はなかった。同時にクラヴィス旗き下かの師団長、千人長、またフィフニス・マカオンに対する暫ざん定てい特とつ権けんの行こう使しが決定された。限られた人材の中で最大値の成果を上げる為ための一時的権利。だがユースティナが下したこの暫定特権は膠こう着ちやく状じよう態たいであったグラウスタンディアの階級制度を大きく変えるものとなった。




　フィフニス・マカオン率ひきいる１０２連隊の面々は、ラング暫ざん定てい特とく務む師団長より約１万５０００の兵に対する調ちよう練れんの命令が下っていた。というのも、命令方法や陣じん形けいの方式などがリジア軍とグラウスタンディア軍では当然違う。それを統とう一いつし円えん滑かつに回す為ために、グラウスタンディア式の戦い方を短期間で彼らに叩き込まねばならない。この任務をラング暫ざん定てい特とく務む師団長とフィフニス千人長とで分ぶん割かつせねばならないのだが、この１万５０００の兵の内、どれくらいの兵が通常戦闘に支し障しようをきたさない範はん囲いまで行けるか想像がつかない。

　実際にフィフニスの前にいる元リジア陸軍兵たちと言えば、

「………………」

　先ほどから無言で高圧的な態度をこちらに示しめしている。明らかに簡単に屈くつ服ぷくしない、という様子が見て窺うかがえる。軍人というのは矜持プライドを重んじる職種の筆頭と言える。それ故ゆえに、最初の段階で舐なめられてしまうと、後で致ち命めい的てきな欠けつ陥かんを生じさせる事があるのだ。

　さてどうしたら言う事を聞いてくれるだろうか――そんな事を思いながらこれからの調ちよう練れんについて考えていると副隊長のダグラス・バイオン、そして副隊長補ほ佐さルービル・レザンがフィフニスの下にやって来て耳打ちをした。
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「隊長、ここは俺たちに任まかせてもらってもいいでしょうか？」

　ダグラスの言葉に、フィフニスは少し考えた。ダグラス自身、過去リジア海軍に於おいて千人長の位くらいを持ち、またルービルも千人長補佐をしていた経歴を持つ。そう言った意味では、リジア軍人の気質をよく知っていると言える。

　それを加か味みした上でも、この二人がそう言うのならば任まかせてみるべきだろう、とフィフニスは判断し頷うなずいた。

「わかりました。お願いしてもいいですか？」

「ありがとうございます」

　そう言うとダグラスとルービルは元リジア軍の兵の前に立つ。あちらの高圧的な態度に対たい抗こうするように、同じく高圧的に胸を張った。場が一いつ触しよく即そく発はつの緊張に包まれる。

　フィフニスは緊張を交まじえながら黙だまって見つめた。彼ら二人に任せたのだ。彼らを疑うたがうつもりはない。するとダグラスがその緊張を破るように額に血管を浮かべ大だい音おん声じようを放った。

「よーっし!!　てめぇら！　一番強いやつは誰だれだ！　出て来い!!」

　フィフニスは真っ青になった。どう考えてもケンカを売っているようにしか見えなかったのだから。すると兵たちの先頭に立っていた男が一歩前へ歩み出る。

「元リジア陸軍バハマ師団所属師団長イギル・タミエ！」

「よーっし！　上等だ！　かかってこい!!」

　瞬しゆん間かん、イギルの拳こぶしがダグラスの顔面を激しく打うち据すえる――が、

「そんなものかっ！　師団長の力はっ！」

　それを受け止めて持ちこたえたダグラスはニヤリと男気溢あふれる笑いを漏もらすと同時にイギルの顔面に同じように拳こぶしを抉えぐり込こませる。直後、イギルの身体が吹ふき飛とんだ。

　そんなダグラスと交代するように今度はルービルが前に出る。

「次っ！」

「元リジア陸軍ゾラ師団所属千人長ハーラル・エン！」

「よしっ、こいっ！」

　フィフニスは目が点になった。

　そこから次々に千人長、師団長と名乗る男たちが、ダグラスとルービルの前に歩み出ると拳こぶしを交かわしていく。だが二人はどのような一いち撃げきを食くらおうとも倒たおれる事はなかった。

　師団長３人、千人長15人を相手に、二人は一いつ切さい怯ひるむことなく最後の一人まで相手をすると勝かち鬨どきを上げる。

「これがぁぁ！　フィフニス隊だぁぁ！　目に刻きざめぇぇぇぇっ！」

　呼こ応おうするようにフィフニス隊の兵がそれに続いた。

「「「「うおおおおおおおおおおお!!」」」」

　取り残されたのはフィフニスばかりである。

　すると副隊長補佐のルービルが大声で彼ら元リジア兵に訴うつたえかけるように口を開いた。

「いいかぁ、てめえらっ！　俺たちは元々陸軍兵じゃねえっ！　海軍兵だっ！」

　その言葉に「おお！」と元リジア兵が一いつ斉せいにどよめく。

「それでも強い！　てめぇらより！　俺たちはっ、強いっ！　圧あつ倒とう的てきにっ！　強いっ！」

　またも納得するかのように「おお」とどよめきが漏もれる。事実ダグラスとルービルは彼らのトップを片かたっ端ぱしから倒した。その事実は違たがえようもない。兵たちにとって、その事実は千金に値あたいする真実なのだ。

「何な故ぜ強いかわかるかっ!?」

「「「「おお!!」」」」

「それは！」

「「「「おお!!」」」」

「俺たちには大天使フィフニスちゃんがいるからだっ!!」

　突とつ然ぜん自分の名が呼ばれてフィフニスはビクッと肩かたを震ふるわせた。

　そんなフィフニスには構わず、兵たちは一いつ斉せいに、
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「「「「おおおおおおっっ!!」」」」

　と沸わき立ち歓かん声せいを上げる。その歓声の中、顔を腫はらしたダグラスがフィフニスに前へ出るように促うながす。コクリと頷うなずき返し、兵たちの前へと歩み出ると全員の顔をぐるりと見み渡わたした。その瞬間、兵たちはフィフニス一点を凝ぎよう視しするように見つめ返し、水を打ったように静まり返った。

「みなさん！　必ずあなた達たちを強い兵にしてみせます！　どんな戦いにも負けない、最強の兵団にしてみせます！　だから！　どうか一いつ緒しよにがんばりましょう！」

　その瞬間、割れんばかりの勝鬨が上がった。




　ファウラはぼんやりとゾラの街を練ねり歩きながら、その様子を見て回っていた。

　月の都ゾラに、宗教の自由が公言され、そして更さらにはグラウスタンディアによって輸送されてきた配給物資による炊き出しが行われ、街は俄にわかに活気を取り戻した。

　市民の目線からは、リジア宗旨国家からグラウスタンディア皇国に変へん遷せんされた事は、それ程ほど重要な事ではないように見えた。

　それよりも、その事で受けられる恩おん恵けいにこそ焦しよう点てんが当てられていたのかもしれない。当然と言えば当然だが、市民にとって、生きる事こそが重要であり、どこの属国かは問題ではないのだ。そんな活気を取り戻した街をファウラは鼻歌交じりに見て回っていた。

　皇国七聖だとかたいそうな肩かた書がきを貰もらっているものの、ファウラは戦争の玄くろ人うとではない。現在クロムが行っているような軍議に顔を出しても仕方がないし、フィフニスの様ように部下たちの調ちよう練れんをする事もない。つまりは特にやる事もないのである。

　そんなファウラはある個人的な理由で、ゾラの街を回っていた。各地方を回って歩く行商人などを見つけては声を掛かけていたのだ。

「ねぃねぃ、おっちゃん」

「なんだ、ガキか……商売の邪じや魔まだぞ」

「ガキじゃないよ。大人おとなだよぉ。それよりさ、ちょっと聞きたいことがあんだけど」

「なんだ？」

　ぞんざいに聞き返してくる商人は、何かを要求するように掌てのひらを差し出す。ファウラはうんざりしながら小こ銭ぜにをそこにポンと置いた。

「あのね、マリーって人を捜さがしてんだけどさ……」

　それはファウラにとって命よりも大事な恩人の行方ゆくえだった。嘗かつてゾラ港にイリヤと滞たい在ざいしていた時にも、隠おん密みつ裏りに聞き込みはしていたが、やはりリジア領であった時分には大っぴらに動くことが出来なかった。だが今ならこうして大おお手でを振ふって聞くことが出来る。

　しかし行商人は眉まゆを顰ひそめながら首を横に振った。

「さあ、知らねえな」

　こんなやり取りは幾いく度どとなく繰くり返かえしてきて、既すでにファウラは慣なれっこになっていた。だからと言ってここで引き下がったりしてはいけない。もう一歩踏み込んで話を広げる。

「いやいや、第一次リジア戦せん役えき終戦後にリジアの娼しよう館かんに売られたって話は聞いてんだ。あのね、目が見えない人でね、そんで、歳としでいくとあたしより少し上くらい」

「………髪の色と背格好は？」

「えっとね、金きん髪ぱつだね。背は……どうだろう？　結構高かったような気がすんだけど」

　そこまでファウラが説明すると、商人は急に空を仰あおいで白々しい顔をして見せた。

「あー、思い出しそうだ……思い出しそうなのに、どうしてか出てこねえ」

　そう言って商人は再び掌てのひらを差し出す。ファウラはこれ見よがしにチッと舌打ちをして、更さらに小銭を差し出す。

「ちゃんとした情報なら、金貨も上乗せするよ」

「………おうおう、お嬢じようちゃん、思い出したよ。そうそう、確かにマリーという娼しよう婦ふの名を聞いた事があるよ」

　まさかと思いながらファウラは相手が嘘うそを言っていないか注ちゆう視しする。

「ほんとかい？」

「ああ。第一次リジア戦役の後だろ？　たしかあの後、アラティアの娼館にスタンディア人の娼婦が幾いく人にんも売られてきて、かなりの人気を誇ほこっていた筈はずだ。何しろスタンディア人は珍めずらしいからな。何よりあそこは将校みたいな金のあるやつもいる。なんでも海軍の将軍も出入りしてるってくらい有名だったよ」

　作り話にしては具体的だ。信しん憑ぴよう性せいとしてはまだ確信的ではないが、聞いてみる価値はある。

「そん中にマリーさんがいたのかい？」

「ああ、マリーって名前の娼婦がいたのは確かだ。だがおまえが捜さがしてるのと同じかはわからん。何しろ、そんなありふれた名前はあちこちにあるからな」

　たしかに珍しい名前ではない。確信が持てる話ではない。しかし重要な情報だ。

「まだマリーさんはアラティアにいるのかな？」

「いや、もういねえんじゃねえかな」

「え、じゃあどこに？」

「さあな。そこまではわからんよ。確か、あそこのスタンディア人を使ってた娼館の女はみんな梅ばい毒どくとかに罹かかって死んじまったとか聞いたからなあ」

　一いつし瞬ゆん目の前が真っ暗になりかけた。恩人であるマリーが既すでに死んでいるかもしれない。そう思うとどうしようもない気持ちになる。

「そ、そんな。もうアラティアにはいないの？」

「だから知るかって。少なくともスタンディア人の娼婦はアラティアにはもういない。もし生きていたとしても、難病を抱かかえた人間を介かい抱ほうしてる奇き特とくな病院くらいじゃねえのか？」

「そんなのあるのかい？」

　縋すがるような思いでファウラは問い返した。商人は面めん倒どう臭くさそうに頭を掻かく。

「まあ、ない事もない」

「どこどこ？」

「イルジュ関っていう四し関かん門もんの一つに、リジェル教の信者たちが治癒の見込みのない者を匿かくまってる病院がある。まあ、病院って言ったって、そりゃ粗そ末まつなもんさ。まあでも、道みち端ばたに放置されるよりは幾いく分ぶんマシだがね…………さて、俺の情報は金一粒くらいにはなりそうか？」

　そう問いかけてくる商人にファウラは懐ふところから金貨を出すと、放ほうり投なげた。

「おありがとうござぁい」

　もしかしたらそこにマリーがいるかもしれない。頼たよりない情報ではあったが、行ってみる価値はある。自分を救ってくれた彼女に会わねばならない。ファウラはそんな事を考えながら、ぼんやりと港までやってきた。

　現在、皇都シオニアから続々と到とう着ちやくする貨物船や軍船などから、人員や物資の下ろし作業が為なされている。

　そんな様子を遠目に見ながら、懐からパンを取り出した。

「ほれ、パコ、マル、ヨッコ、餌えさだよ～」

　パン屑くずを小こね鼠ずみにやりながら、そんな下ろし作業を眺ながめているのだった。

　そんなファウラの下に知った顔が近づいて来る。

「ファウラさん、休きゆう憩けいですか？」

「おおう、フィフニスちゃん、奇き遇ぐうだねい」

　フィフニス・マカオン――騎士の位を持ち、過去リジア海軍だった者たちを部下につけて絶大な支し持じを得えながら、手て柄がらを上げる若き千人長だ。なんでも今はかなりの数のリジア兵の調ちよう練れんを行っており目の回る忙いそがしさの筈はずだ。

「いいのかい、こんなとこブラブラしてて？」

　すると彼女は苦笑いを漏もらして頭を掻かいた。

「そうもいかないんですけどね。そういうファウラさんは？」

「いんや～、申し訳ない事にあたしはする事無くて、ヒマでヒマで……」

　するとフィフニスはキョトンとしながら、

「そうなんですか？　結構、お忙しそうにしていたと思っていたのですが」

「おう、よく見てるねぇ、フィフニスちゃんは。それより珍しいね、港に来るなんて」

「あ、はい。なんか急な呼び出しみたいで」

「うはは、もしかしてゾラ落としの功こう績せきで、なんかご褒ほう美びもらえるんじゃん？」

「……う～ん、そうではないと思うんですが。取とり次つぎの方はなんだか、面めん倒どうそうな顔してましたし」

「へぇ、じゃあ、あたしもついてってみよっかなぁ」

「あ、そうしてもらえるとありがたいです。流石さすがにお咎とがめではないとは思うんですが、妙みような事に巻き込まれても怖こわいですしね」

「うんうん、そんな時はお姉さんにまっかせてよ」

　そんな話をしながら船着き場までやって来ると、船員たちの人だかりが出来ていた。

　何事だろうかと割って入ると、そこには縄なわを掛けられた子供が二人いて、なにか喚わめき散ちらしている。

「いいから、ユースティナ皇女に聞いてくれよ！」

　騒さわぎ立たてる少年に船乗りの男はしゃがれた声で怒ど鳴なり上げる。

「バカ言ってんじゃねえぞ坊ぼう主ず。皇女は今ご多た忙ぼうなんて騒ぎじゃねえんだ。いつ倒れてもおかしくない程ほどの仕事に追われてんだぞ。おまえみたいなガキに付き合ってられるわけねえだろ」

　するともう一人の気弱そうな子供も意見を述のべる。

「だからマカオンさんを呼んで下さい。いるんですよね？」

「あー……いま一応呼んでッから、おとなしくしてろって。ったく」

　どうやらフィフニスが呼ばれたのはここのようであった。

「あ、あの、自分がマカオンですが……」

　居いた堪たまれなくなったのかフィフニスが挙きよ手しゆすると、二人の子供は目を丸くしコソコソと耳打ちをし合った。

「え……あれ？」

「おかしいよ、兄さん、もしかして別人？」

「ああ……だって聞いてた話だと、爺じいさんだって」

　すると船員はやれやれと溜ため息いきを吐つきながらフィフニスの前までやってきた。

「あんたがマカオンさんか」

「はい、えっと……この子たちは？」

「密みつ航こう者しやだよ。貨物の中に隠れてやがった」

　すると気の強そうな子供が透すかさず割って入る。

「密航者じゃねえ！　皇女様に呼ばれてきたんだ！」

「だったら証明して見せろってんだ」

「いってぇ！」

　船員から拳げん骨こつを貰もらい、強気だった子供も目に涙を浮うかべる。そんな子供二人に、ファウラはどこかで見た事があるような既き視し感かんを覚えた。

「ありり……もしかして、君らどっかで会ったことある？」

　問いかけるファウラに、二人の子供はそれぞれ怒おこったような顔と困ったような顔をする。

「んなわけねえだろ！」

「あ、あの……たぶん、初対面かと」

　頭をぽりぽり掻かきながらファウラはそれでも引っ掛かりを覚おぼえた。

「ありゃあ、そっかあ、見た事あるような気がしたんだけどなぁ。ちなみに名前は？」

「俺はエリオ・マッカラン！　鍛か冶じ屋やだ！」

「ボ、ボクは……弟のリズ・マッカラン……兄さんと同じです」

　その名を聞いてファウラは漸ようやく得とく心しんし手を打った。

「あ、そっか。ウルのおっちゃんの子か」

　それを聞いて即座にフィフニスの目がキラリと光る。

「ウルって、ウル・マッカランさんですか？　あの鍛冶屋の？」

　皇国七聖に名を連つらねる鍛冶屋ウル・マッカラン。金属を扱わせれば右に出る者はなく、彼に作れない武器はないと言わしめるほどの熟練工である。

「そっだよ。確か子供がいるって聞いてたし……ははぁん、なるほど、この子たちがねえ」

「おう、そういう事だ。さあ、縄解といてくれよ！」

「元気だねえ、うんうん。子供は元気が一番だよね」

「ガ、ガキ扱いすんなよ。こっちはちゃんと親父おやじの技術を身に付けて来てんだ！　大人にだって仕事は負けねえ！」

「兄さん、そんな風に言ったら……」

　兄を諫いさめる弟、と言った光景である。それを見ながらファウラはふと疑問が浮かんだ。

「あれ？　そういえばウルのおっちゃんはどうしたの？」

　その質問をした瞬間、エリオは急に不ふ機き嫌げんな顔になり、リズは目に涙を浮かべた。

「……おんや、もしかして……」

　首を傾かしげるファウラにエリオがぶっきらぼうに言った。

「………死んだ」

「え？」

「あの……流行はやり病やまいに罹かかって……父さんも母さんも……」

　そこからエリオとリズはこれまでの経けい緯いを語って聞かせてくれた。

　ウルは第一次リジア戦役後、山やま奥おくの村にある自みずからの工こう房ぼうに帰り、弟で子しや子供たちに自分の技術を教えながら日々を暮らしていたそうである。

「でもよ、去年、流行り病が広がって……そん時に親父もお袋ふくろも……」

「しかも弟子の一人に狡ずるい人がいて、父さんたちのお葬そう式しきとかしている間に、権利書とかを持ち出してお金に変えちゃって……」

「おかげで俺たちゃ、宿無しだよ。ったく」

「で、でも、他のお弟子さんの人とかがいろいろ世話をしてくれたりしたんで、飢うえずには済すんだんです」

　だがそうやって他の弟子たちの家を盥たらい回まわしにされているうちに、行き場がなくなり、最終的に二人で皇都シオニアを目指したのだという。

　シオニアには第一次リジア戦役で世話になったカウフマン・マカオンがいる。何かあったら頼るようにと父から言われていたらしいのだ。

「んで、皇都まで来たら、なんかリジアとまた戦争って話になってて、しかも皇女が皇国七聖を招しよう集しゆうしたって噂うわさも聞いて」

「ボクたちが父さんの代わりに行かなきゃって思ったんです」

「……そっか」

　そこまで聞いてファウラはこの二人の子供を他人のように思えなくなっていた。それは自分の生い立ちに似通った所を見つけたからに他ほかならない。こんな話は、世界を見ればいくらでも転がっている。それでも、やはり目の前でそれを見てしまうと、居てもたってもいられない気持ちになってしまったのだ。

「だから頼たのむよ！」

「お願いです！　皇女に会わせてください！」

「親父が招集にすぐに応じられなかった事も詫わびねえと報むくわれねえし」

「マッカランの名に恥はじないように働きますから」

　そう懇こん願がんする二人の目は真剣だった。それが興味や意い固こ地じな気持ちから出る訴うつたえではない事もわかった。だからだろう、ファウラはこう言わずにはいられなかったのだ。

「よっしゃ、ならばこの皇国七聖のファウラさんが面倒見てあげよう！」

　胸をドンと叩たたくと、その音に驚いてか、小鼠たちが服の中から慌あわててちゅるちゅると鳴きながら飛び出してきた。フィフニスの方も驚きを隠せなかったらしく、

「いいんですか？」

　とせっつくようにファウラの肩をとった。

「任せなよ！　フィフニスちゃんは今忙いそがしいんだから気にしなくっていいよ。………んで、エリオとリズだね。うしゃ、じゃあお姉さんに付いておいで！」

　ぐんぐん話を進めてしまうファウラに、傍かたわらでフィフニスがオロオロする。

「あの、ファウラさん、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「大丈夫だよ。これくらいお安い御用さ」

　それを聞いた二人の子供も、未いまだ信じられないといった表情で、

「いいのか？」

「ボクたち、皇女に会えるんですか？」

　と聞いてくる。ファウラはそんな二人にニッコリ笑いかける。

「もっちろんさ。願ったりかなったりっしょ」

「そりゃ……そう、だけどさ……」

「ほらほら、なんて顔してんのさ？　目的に近づいたんだよ、にっこり笑ってみ。イシシ」

　そう言われたエリオとリズは、未だ何が起こったのかわからないと言った様子でポカンとしていた。




　クロムは夜な夜な、執しつ務む室しつの中で書類に埋うもれて、自分の取った宿に帰る事もできずにいた。というのも、アラティアへの出しゆつ撃げきを控ひかえ、それまでに事務的な作業を全すべて終わらさねばならなかったからである。

　連日運ばれてくる書類に目を通し、優先順位を決めてユースティナの下へと提出する。そんな事をしているだけで、一日が終わってしまう。

　いつも一緒にいるリュリュも、山やま犬いぬのモモとダラダラと過すごすしかなく、流石さすがに退たい屈くつそうにしていた。

「……クロム、ごはん」

「ああ、もうすぐ運ばれてくるから、もうちょっと待っててくれ」

「……むぅ……モモぉ、最近のクロムは冷たいな」

「ハフン」

　そう言われてしまうのも致いたし方かたない程に責務に追われる日々と言えた。

　現在、ラングとフィフニスによって兵の調ちよう練れんと同時に出撃の準備が為なされている。

　それが終わるまでに、クロムもこの事務を終えねばならなかった。

　軍師でもあるクロムが従じゆう軍ぐんできなければ意味がない。だからと言って、この事務を放って出撃するわけにもいかない。勿もち論ろん周りの者にも仕事を振ふってあるが、クロムが熟こなさなければならない最低限の仕事を終えるだけでもこの有あり様さまなのである。

　そんな忙ぼう殺さつされるクロムの下へ、リュリュがちょこちょこやって来ると、後ろから書類の山に目を落とす。

「……クロムよ。なにか手伝うか？」

　これにはさすがのクロムも驚おどろいた。リュリュが周りを気き遣づかうようになってきた、という変化は察していたが、戦闘以外で自発的に動くのを目まの当あたりにしたのは初めてだった。

「手伝ってくれるのかい？」

「うん……クロムが身体からだを壊こわすと困る。リュリュが困る」

　魂たましいを共有する身である以上、それはたしかに避さけがたい事だ。それでも今のリュリュに手伝ってもらえる事、と言ってもそうあるものではない。

　と、そんな事を考えていると、突然クロムの部屋のドアが開いた。ノックもせずに入って来る人物と言うとクロムの知る限り一人しかいない。

「クロム、今いいか？」

「なんだい、ガジェル？」

　ガジェル・プリアモス。先日まで、ダカット皇子に追つい従じゆうする形でアルヴァナ地区へ行っていたが、再び皇都へ戻もどり、そして今回のラングなどの隊と一緒に再びクロムたちに合流していた。

　そんなガジェルは手に封ふう筒とうを持ちながら部屋に入って来ると、

「あのさ、クロムって字読めるよな？」

　と問いかけてきた。

　この書類の山を前にして、それを確かめるのもおかしな話だが、文字の読めないガジェルにとっては、この書類の山を見てもそれが何なのか見当が付いていないのだろう。

「読めるけど、それが何か？」

「あのさ、これ読んでもらってもいいか？」

　そう言ってガジェルが差し出してきたのは一通の手紙だった。ただクロムはその捺なつ印いんを見て驚きを隠せなかった。そこには皇室の者のみ捺おすことが出来る印が入っていたからである。

　手て渡わたされた封ふうを解とき、中に入っている手紙を出す。そこには皇女であるリリア・クセルクセスの名があった。

「リリア様が、これをガジェルに？」

「うん、出しゆつ立たつ前に貰もらった。でも俺おれ、字が読めないから」

　キョトンとした顔でそう言うガジェルにクロムは手紙を読んで聞かせた。




『拝はい啓けいガジェル・プリアモス様。先日は格別のお働き、心より御おん礼れいを申し上げたいと思います。これより貴方あなたは遠方リジア宗旨国家まで足を延のばし、そして幾いくつもの戦場を渡わたる事となるのでしょう。私は未いまだ戦場という物を目の当たりにした事はございませんが、それでも貴方が大変な場所へと赴おもむくのだという事はわかります。どうか、生きて再び会えることを心より望んでいます。貴方に精霊神シオンの御お加か護ごがあらんことを。


リリア・クセルクセス』






　読み終えるとガジェルは不思議そうな顔をして首を傾かたむけた。

「リリア様、俺相手になんで言葉が丁てい寧ねいなの？」

　手紙の文化的土ど壌じようを知らねば、そう思うのも当然かもしれない。

「元々、文字文化は神に捧ささげる為ための呪物として発はつ祥しようしているからだよ。文字を書くというのは、その文字を神に捧ささげるということだ。その名残なごりが皇族や貴族といった文化人の間での、手紙に於おける丁てい寧ねい語ごや謙けん譲じよう語ごとして残っている。だからたとえ相手がガジェルでも、手紙に認したためる時にはそういった言葉を使うんだ」

「……へえ、そういうものなのか」

　文化的土壌について、ガジェルはそれ程ほど興味を持っているようには見えない。どちらかと言うと渡した手紙の内容の方に興味が移っている様子である。僅わずかな間ではあったが、ガジェルとリリアの間に某なにがしかの事があったのは予測が出来る。ただそれが何なのかまでは、たとえクロムでも与あずかり知しらぬことであったし、またそれをガジェルに問おうという気持ちも起きなかった。彼かれが他人に色々と話すつもりがない事は、長い付き合いでクロムもよく知っていたからである。

　そうして次の日の事。

　再びガジェルがクロムの部屋にやって来ると、

「クロム、『元気です』って文字で書くにはどう書くんだ？」

　と開口一番そう言った。クロムは驚きながらも事情を聞くと、ガジェルはリリアに対して手紙を書こうとしているらしいのだ。昨日まで文字も読めなかったガジェルだったが、彼が持ってきた書きかけの手紙を見てクロムは舌を巻いた。

　それは拙つたないながらも手紙の体を成なしていたからである。

「これをガジェルが？　どうやって？」

「いや、昨日クロムがリリア様の手紙を読んでくれたから、それと照らし合わせて手紙の文字は覚えた。でも知らない言葉がいっぱいあって、自分で書くのが難しい」

　それを聞いてクロムは改めてガジェルの知能が高い事を認にん識しきした。戦闘ともなれば気が振れてしまったような行動を取るガジェルだが、彼が賢かしこいという事は以前からある程てい度ど認識していた。ただ彼自身が周りのものに興味を示さないと言うだけに過ぎなかったのだ。

　それがこの事でより明確になった。ただ今は一日も早い出しゆつ征せいの為ために残務が山さん積せきしている。どうしたものかと、頭を捻ひねっていると山犬のモモに背を預けていたリュリュがぴょこんと顔を起こした。

「クロムは忙いそがしい。リュリュが教えてやる」

　ぼんやり眼まなこでキッパリそう言ったリュリュに、クロムは目を丸くした。

「クロムは早く仕事を終わらせればいい。文字くらいはリュリュでも教えられる」

　そう言ってこちらにやってきたリュリュにガジェルの方は別段気にした様子もなく、

「ほんと、ありがとう」

　と言ってのけたのだった。

　その日から庶しよ務むを熟こなすクロムの傍かたわらで、リュリュがガジェルに文字を教える日が幾いく日にちか続いたのだった。ガジェルは恐おそろしい程ほどの速度で文字を吸収していった。二人のそんな光景を視界の片かた隅すみに入れながら、クロムの執しつ務むに追われる日々は続いた。
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　そんなある日の事である。その日も夜よる遅おそくまで書類の整理をしていると、執務室のドアをノックする音が響き渡った。今夜もガジェルが来たのかと一瞬思ったが、彼はノックなんてする筈はずがない。そう思っていると、扉とびらの向こうから女性の声が聞こえてきた。

「私だ」

　その声はユースティナの物であった。彼かの女じよは燭しよく台だいを持って部屋に入って来ると、クロムの席の対面に自みずから椅い子すを出して腰こしを掛ける。

「こんな時間まで仕事をしていたのか？」

「それはユースティナ様も一緒でしょう？」

「それはそうだが……でも、おまえに身体を壊されては困る。少しは自分を労いたわれ」

「その言葉、そのままユースティナ様にお返ししますよ」

　冗じよう談だんめかしてそう返すとユースティナは少し剥むくれて見せる。

「ぬぅ……主ぬしはまったく、ああいえばこう言う……」

　そして気を取り直したようにこちらに目を向けると、クロムの顔をしげしげと見た。

「………少しやつれたのではないか？」

　そう言われてクロムは自分の顔の輪りん郭かくをなぞってみる。頬ほおが少し痩こけたようにも感じる。激務の日々が続いていたし、そのせいか食も細くなっていた。

「無理をさせておいて、無理をするなというのが烏お滸こがましい事くらいわかっている。だからこれは皇女としてではなく、一人の人間として言わせてもらう。身体を労いたわってくれ、クロムよ。おまえが倒れてしまったら、私はどうしたらいいのか……」

　皇女の労わりの言葉に深く礼をする。

「お気持ちだけ受け取っておきます。とはいえ、ゾラ港の法整備や一時的な税制の緩かん和わの為ための徳とく政せい令れいを発はつ布ぷしなければなりませんし……」

　言いかけるとユースティナは何かを思い出したようにハッとする。

「そうだ、その事を話しに来たのだが………」

「……とおっしゃいますと？」

　ユースティナは襟えりを正し、クロムに真しん剣けんな顔を向けた。

「私はゾラ港に残ろうと思うのだ」

「ユースティナ様が………勿もち論ろん、僕ぼくとしてもそうであるべきだと考えていますが……」

　すると彼女は決意を秘ひめた瞳ひとみで首を横に振る。

「最後まで聞いてくれ。クロムがせねばならぬ海軍司令部アラティアへの侵しん攻こうは、早さつ急きゆうに動き出さねばならぬ問題。実際に軍部の方も、未いまだ足並みは揃そろってはおらぬ。だがそれでも、もう出撃をせねばならぬ時期の筈はずだ」

「……はい。それは確かです。戦争は速度が勝敗を分かちます。こちらが先手を打つことが出来れば、不利な戦いも覆くつがえせる」

「うむ。なので陸軍も海軍と同じく、先せん遣けん隊たいと後発隊の二手に分ける事を提案する」

　クロムはしばし考え、なるほどと思った。陸軍の全てとは言わずとも、一部の整備の整った軍を出撃させれば、リジアに対して先手を打つことが出来る。

「しかし問題があります。そうなれば、先遣隊を率ひきいるのはラングさんでなくてはなりません。だとすれば後発隊は誰が……？」

「それを私が率ひきいる」

　又またしてもクロムは唸うならざるを得えなかった。現在、ゾラ港にいる人間で、大軍勢を率いる事が出来るような人間は陸軍に於おいてラング以外にはユースティナしかいない。

「ですがこれ以上、ユースティナ様を戦場に立たせるなど……」

　言いかけたクロムにユースティナはにっこりと笑って見せた。

「何を言っておる。言ったではないか。私とクロムは如い何かなることがあろうと、一緒にいなければならぬのだと。一時は離はなれねばならぬ。だが、クロムが行くところに、私も必ず赴おもむく。私は私に出来る事をするのだ。兵を率ひきいる事が出来るというのなら、率ひきいて見せる」

　クロムは黙もつ考こうし、そして了りよう承しようするように頷うなずき返かえすしかなかった。

「わかりました。しかし、この執しつ務むだけは何とか終わらせねばと思うのですが……」

「だから今抱えているクロムの事務的な作業に関しては、全て私が担になう」

「ユースティナ様が？」

「そうだ。その為ためにゾラに残り、軍部には出しゆつ征せいの為ための準備を並行して行わせる。全ての執務が片付くころには、ちょうど後発隊の準備が整う」

「いけませんよ。いくらなんでもそれはユースティナ様が働き過ぎです！　過か労ろうで倒れてしまいます」

「ふふふ……クロムよ、先ほどの私と同じ事を言っておるぞ」

「立場が違ちがいます」

　僅わずかに声を荒あららげてしまうとユースティナがクスリと微笑ほほえむ。

「冷静なおまえがそれ程感情的になるのは珍しいな。戦場でも冷静と聞いていたが」

「いえ、そういう訳ではありませんが」

「信じて欲しい。私は必ずやり遂とげて見せる。だからクロムは心置きなく軍配を振ふるってほしいのだ」

　いつの間にかユースティナがどんどん大きくなっている、とクロムは感じた。

　出合った頃ころはまだ子供だった彼女が……いや、あの時から彼女は大きな存在だった。心を閉ざした自分に果か敢かんに向き合い、そして救ってくれた彼女は。

「わかりました。でもどうか、そのお身体は御ご自じ愛あいください」

「ああ、勿もち論ろんだ。………ただ、ちょっと頼みがあるのだが」

「なんでしょう？　僕に出来る事なら何でもしますよ」

「うむ……たぶんできると思うのだが……その……」

　急にモジモジとしながら顔を俯うつむけるユースティナ。何事かとクロムは首を傾かしげた。

「なんです？」

　問いかけるもののユースティナはなかなか要求を口にしようとはしない。とりあえず彼女が口を開くのを待っていると、ユースティナは徐おもむろに顔を上げる。

「少し……胸をかせ」

「はあ……」

　なんとなしにそう答えると、ユースティナは、フッとクロムの胸に飛び込んでくる。そのまま背に腕うでを回すと抱だきしめるようにして暫しばしジッとしていた。

　一いち家か臣しんであるクロムと、皇女であるユースティナのこんな姿を誰だれかに見られたら大事になりかねない。部屋の隅すみでパンを齧かじりながらモモに寄りかかっているリュリュは他言しないだろうから、とりあえずは問題はないわけだが。

　するとユースティナはクロムの胸に顔を埋うずめたまま、

「うん、大丈夫。これで私も、難事を乗り切れる」

　と力強く宣言する。皇女という立場故ゆえか、彼女は甘あまえたり弱音を吐はいたりできる相手を持たない。だから彼女にとってこれで気力が湧わいてくるのなら、自分の胸を貸すくらいはなんてことはないと思う。とにかく、他人に見られさえしなければ……。

「イシシ……リュリュちゃんが見てる前で何、イチャこらしてんすか？」

「「ファウラ！」」

　いつの間にか部屋に入ってきていたファウラに、ユースティナが勢いよくクロムを突つき飛とばしながら離れた。

「ありゃりゃ、今、お楽しみ中でしたか？」

　乱れた髪かみを手て櫛ぐしで整えながら努めて平静な様子を装よそおおうとするユースティナ。

「そんな訳はない！　今、クロムと今後の事を話していて……」

「今後と言うと……幸せ家族計画的な意味で？」

「なにを言っておるのだ!?」

　この二人は相あい性しようがいいのか悪いのかわからないが、とりあえず仲ちゆう裁さいはしておく。

「で、ファウラ。こんな時間になにか用かい？」

「あ、そうそう。ちょっと二人とも入っといで」

　ファウラが扉の外に向かって声を掛けると、12歳くらいの子供が二人入って来る。クロムは見知らぬ二人に目を落とすと小首を傾げた。

「えっと、この子たちは？」

「あたしが面倒見る事になったのだよ」

「……どうしてまた？」

「えっとね、実はねぇ……」

　事情が呑のみ込こめずファウラに聞き返すと、なんとこの二人はウル・マッカランの子し息そくなのだという。さしものユースティナもウルの死を聞くと、目に涙なみだを溜ためた。

「……そうか。ウルはもう……相あいわかった。その子らは、グラウスタンディア皇家が責任を持って引き取り手を探そう」

　責任感を帯おびたように言うユースティナに、ファウラは慌あわてて首を振る。

「あやや、そうじゃないんすよユースティナ様。実は、この子ら、ちゃんとウルのおっちゃんの技術を身に付けて、おっちゃんの代かわりとして来たんす！」

「それはつまり……」

　皇国七聖の招集に応じた、と言うことなのだろう。

　とはいえクロムもこれには頭を掻かきながら、眉まゆを捻ひねった。

「ファウラ、でも流石さすがに子供を従軍させるのは……」

　言いかけると、ファウラが意地悪な目をして腕を組み、

「おおっと、クロム？　13歳のあたしを駆り出しておいてそれを言うのかい？」

　と、痛い所を突いてくる。たしかに当時のファウラはまだ13の少女だった。

「だがファウラの時は特技を使ってもらおうと……」

「ふふん、だからそれを試ためしてもらいたいのさ」

「試すって？」

「この子らも、特技を持って来てんだよ。ウルのおっちゃん直じき伝でんの鍛冶かじの技術をね。だから、連れて行く行かないは、それを見てからでもいいんじゃないかな？」

　これはファウラの言う通りである。さすがのクロムも即そく断だんで何も聞かずに追い返すような真ま似ねは出来ない。

「わかった………じゃあエリオ、リズに聞いておく」

「「なに？」」

「今、僕たちが戦っている相手はリジア宗旨国家という強大な国だ。一いつ緒しよに行くという事は、君たちにも死の危険があるという事だ」

　その言葉にエリオが威い勢せいよく、しかし覚かく悟ごを固めた顔で言い返す。

「そんなん、俺たちは百も承しよう知ちだよ」

　そしてオドオドとしながらも兄と同様にリズが続いた。

「父さんの為ために……いえ、鍛冶屋マッカラン家の誇ほこりの為ために、ボクたちはここまで駆けつけたんです」

「俺たちがここで親父から教わったものを活いかさなかったら、マッカランの名を名乗る事が出来ねえ。これだけは絶対譲ゆずれねえんだ」

「お願いです。連れてってください」

　真まっ直すぐな目でそう訴える二人に嘘うそ偽いつわりはなかった。両親を失ったという二人にとって、唯ゆい一いつ父から受うけ継ついだ鍛冶かじの技術を活かす事。それこそが、彼らがマッカランの子供である、と証明する唯ゆい一いつの命いのち綱づなであるかのように思っているのだろう。

「……わかった。その気持ちを確かめておきたかった」

「「じゃあ!?」」

　喜き色しよくを浮かべた二人に、クロムは釘くぎを刺さすように言った。

「ただし……君たちの鍛冶の技術が、然しかるべき水準に達しているかどうか。それが一番の問題だ。君たちが本当にグラウスタンディアにとって必要な技術を持っているかどうか。それを確かめさせてもらう。勿もち論ろん、大人以上の物を見せてもらわねば、連つれてゆくわけには行かない。その条件はファウラの時と一緒だ」

　すると脇わきで聞いていたユースティナが僅わずかに顔を曇くもらせた。

「クロムよ、それは流石さすがに厳きびしいのではないか？」

　だがクロムは首を横に振る。

「厳しくて当然です。戦場に子供を連れて行くこと自体が非常識な事なんですから。だから彼らが戦場に行くと言うのなら、大人以上の某なにがしかの技量を持っていなければ、ただの足あし手で纏まといにしかならない」

　クロムの厳しい言葉にもエリオとリズは反感の意志を示そうとはしなかった。それは自分たちがどこへ行こうとしているのかを、少なからず認識していたからなのだろう。ただ無む鉄てつ砲ぽうな蛮ばん勇ゆうで彼らが戦場に行こうというのならクロムは即そく座ざに断るつもりでいた。だが二人の様子を見ているとそうではないらしい。

「条件はそれでいいだろう、ファウラ？」

「イシシ、まぁねぇ。それでいいと思うよ～」

　気楽そうにそう言う彼女は、どこかでこの二人の少年を信しん頼らいしているようにも見えた。

　するとエリオが拳こぶしを握にぎりしめる。

「任せてくれよ。何を作ればいい？　鍛冶屋は発注された物はなんでも作るぜ」

「いや、作って貰もらう訳じゃない」

「するってぇと？」

「これを直してもらいたいんだ」

　そう言ってクロムが二人の前に差し出したのは、一ひと振ふりの山やま刀がたなであった。

　そう、先日ナターシアと戦った時に折れてしまった山刀。昔ウル・マッカランに打ってもらった名刀である。これを二人が修復する事を条件にしたのだ。

　二人は鞘さやから山刀を引き抜くと、刀身をしげしげと見つめる。

「これ、親父おやじが打ったもんだな」

　真剣な顔で言うエリオの言葉に、クロムは瞠どう目もくした。

「正解だ。わかるもんなんだね」

「なめんなよ。マッカランの目はそれくらい、一目でわかるさ」

　すると脇にいたリズが金かな槌づちで刀身を軽く叩いて音を確かめる。

「兄さん、この鉄は産地が東の方の物だよ。同じ鉄は手に入はいり辛づらいけど……」

「そんな事までわかるのかい？」

　するとリズは少しオドオドとしながら後あと退ずさりした。

「……は、はい。金属の音で中に含ふくまれている物の種類は少なからずわかりますから」

「おい、軍師さんよ。俺たちはそこらの三流鍛冶屋とは違うぜ！　待ってろ、親父おやじが作った物以上のもんを打ち直してやる」

　そう言うとエリオは折れた山刀を持ってずんずん出ていってしまう。その後を、ぺこりと一礼したリズが追って行った。二人を見送ると、ファウラが意味深な笑えみを浮かべる。

「ほんじゃまあ、出来上がりを楽しみにしててねえ」

　軽快な身の熟こなしをしながら、彼女もエリオとリズの後を追う。そんな彼女らを見送りながらユースティナと目を合わし、少し息を吐ついた。




　リジア海軍司令部アラティア港。

　ここで現在軍議が開かれていた。居い並ならぶ将校たちは一様に渋じゆう面めんを作り、グラウスタンディアが侵攻してくる経路を論じ合っていた。

　既すでに海軍の出しゆつ陣じんの準備は進められているが、その為ための編成や作戦が未いまだ決する事無く、軍議は平行線をたどっていた。

　それを末まつ席せきに連なるベルゲン・アディクは、傍ぼう聴ちようするように耳を傾けていた。

（クソの役にも立たねえ軍議だな……）

　内心の思いとは別に、ベルゲンは一言も発しようとはしなかった。この場での発言を許されてはいないのである。と言うのも、先日のゾラ港での失態が大きいと言えた。大たい挙きよしたグラウスタンディアの船団に包囲され、鉄てつ壁ぺきと称しようされるゾラ港を易やす々やすと明け渡してしまった事に対する、軍部からの批判は大きい。

　なにより、アラティア港にいる将校は全てリジア十二貴族とは対たい極きよくにいる者ばかりである。現在の軍のトップに居い座すわるバルオロール元げん帥すいの旗き下かの将校しかいないのだ。だからこの場に於おいては、たとえ黒くろ星ぼしがなかったとしても、やはりベルゲンに対する風当たりは強い。

　軍部内のいらぬ権力争いに、辟へき易えきとした気持ちを抱いだきながら、そんな軍議の推すい移いを見守っていた。だがそんな軍議も、度たび重かさなるグラウスタンディアの奇き策さくを前に、どうやら疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいり明快な策を呈ていする事が出来ずにいる。これではグラウスタンディアの思おもう壺つぼだな、と苦笑いを漏もらしていると、それを目め敏ざとく見つけた将軍が口を挟はさむ。

「ベルゲン殿どの、先ほどから笑っておられるようだが、どこからそのような余よ裕ゆうが生まれるのかな？」

　そんな嫌いや味みに他の将校も同じように続いた。

「先のゾラでの失態に対する実感がないのだろうか」

「嘆なげかわしい事だな」

　あからさまな嘲あざけりの数々にもベルゲンの心はピクリとも動かなかった。子供の虐いじめレベルの言いようにウンザリするくらいだ。口くち汚ぎたない言葉だったら、こちらの方が一枚も二枚も上手。

　だが別段、それは構わない。寧むしろ話すチャンスを振ってくれたのだ。これ幸いとベルゲンは徐おもむろに含ふくみ笑いで返した。

「くくく……さぁてぇ、嘆なげかわしいのはどちらでしょうねぇ？」

　嘲ちよう笑しようを交えたその悪あく態たいに軍議の場が色めき立った。

「何を笑っておるのだ!?」

「どうやら自分の立場を弁わきまえておらぬようだな」

　自分の立場を弁えていないのはどっちだ、と内心毒どく吐づく。たとえ軍部の力が強いとはいえ、リジア十二貴族を前にその無礼極きわまりない態度は万ばん死しに値あたいする。だが今はそれを論じる場ではない事をベルゲンは理解していた。

　むしろこれはベルゲンが発言をするチャンス。ならばと思い、ベルゲンは嫌味な顔を浮うかべるとその場にいる将校たちに向かって口を開いた。

「あなた方は少々グラウスタンディアに対して臆おく病びようになっているようなので、笑わずにはいられなかったんですよ」

　その言い分に将校たちは色めき立った。

「な、何と申す！」

「貴様、言うに事欠いて！」

　いきり立つ将校たちを前にベルゲンは、まあまあといなしながら続けた。

「落ち着いて下さい。現在のグラウスタンディアの状じよう況きようを鑑かんがみて策を練ねればいいだけの事でしょう？　何をそんなずぶ濡ぬれの犬のように怖こわがっているのです？」

　更さらなる煽あおり。プライドの高いこいつらはこの煽りに乗って来る、という確信があった。

「なんだと？　だったら言ってみろ！　現在の状況がどうだと言うのだ？」

　そら来た、とベルゲンは内心で手を打った。

　安い煽あおりにもすぐに乗っかるリジア人は扱あつかいやすい。ほくそ笑みながら、ベルゲンはその問いに対する明快な回答を口にしてやった。

「簡単ですよ。今回のグラウスタンディアとリジアの戦いの目的が何かを理解すれば、明白な事。グラウスタンディアの最終的な目的はこのアラティア港の陥かん落らく。そしてリジアの目的はゾラ港の奪だつ還かん」

　そう両軍の目的は既すでに判わかり切きった事だった。

「つまぁり！　どちらかが一刻も早くゾラ港かアラティア港を落とせば、この戦いは決します」

　リジアが先にゾラを奪だつ還かんすれば、グラウスタンディアがたとえアラティアに攻め込もうと、もう兵へい站たんの補給も受けられず、帰き還かんする場所もなくなる。

　だがしかしそれはリジア側も同じ。アラティア港が落とされては、ゾラ港をどんなに攻めても兵へい站たん線せんも帰還する場所もなくなるのだ。これは両国にとって一刻を争あらそう戦いなのだ。

「だがグラウスタンディアには、一つ短所がある。それはゾラの陸海兵を引きこんだとはいえ、それを制せい御ぎよするには時間がかかるということです。つまり足並みが揃そろうまでにはどうしても時間がかかる。しかしそんなに時間をかけていれば、そのうちにこちらが、ゾラ奪還の兵を送り込むのは明白な事実。だから急いでそれを阻そ止しする為ための軍団を組まねばならない――そう考えるでしょう？」

　あっさりと言ってのけるベルゲンに将校たちは口を噤つぐんだ。普ふ段だんの冷静な彼らなら、すぐにそう判断できた筈はずだ。しかし度たび重かさなる敗北に、誰もがそんな単純な判断すら出来なくなっている。

「いいですかぁ？　グラウスタンディアの次の目標はどう考えても、アラティア港を手中に収めること……つまり、この海軍司令部です。では奴やつらが、ここを落とすために行う戦法とは？」

　問いかけると一人の将校が徐おもむろに答える。

「………陸路から攻め込むという事か？」

「その通りです。アラティア港は海軍を置く為ためにその資金の殆ほとんどを港と軍船の整備の為ために使っています。その代わり陸路から攻め入られるとあまりに脆もろい。グラウスタンディアの狙ねらいはどう考えても陸路」

「では陸路とアラティアへの街かい道どうにある四し関かん門もんに対し、兵の増強を」

「勿もち論ろんそれも必要です。更さらにグラウスタンディアは海上方面からも攻め込んでくるでしょう。海かい浜ひん側に兵力を集中させ、後ろをがら空きにさせれば、容よう易いにアラティアを手に入れられますからね」

「………たしかに……しかし」

「港までグラウスタンディア船団が来てしまっては、こちらはそちらに目を向けざるを得ない。だがそれこそ奴らの思う壺。ならばアラティアの海兵をこのまま腐くさらせておいても仕方がない。すぐにゾラ奪還の為に船団を出だすべきでしょう。陸海両面から攻こう撃げきをし、優位な場を獲かく得とくするのが得策と言えます。何しろ………」

　にたりと笑い、そして舌した舐なめずりの音が場に響いた。

「取るべき道は、どちらもそれ一つしか残っていないんですから」

　その言葉に、さすがの将校たちも頷うなずかざるを得なかった。正確に現在の状況を把は握あくすれば、先ほどまでの疑心暗鬼は消え去る。グラウスタンディアの軍師がいくら有能とは言っても、それでも兵力など限界は幾いくらでもある。それを見み極きわめ、こちらは策を練るのだ。

「さあ、早々に動いたらどうですか？　この戦は時間との勝負なんですよぉ」

　煽あおるだけ煽ったベルゲンはそれを境さかいに、プッツリと口を噤つぐんだ。

　それをいいことに、リジア将校たちはこの状況を打破する為ための人員編成の話に移っていったのだった。

　――……もう間もなくです。どうかお待ちください。

　ベルゲンは睨にらみ付つけるように、将校たちの議論を注視しながら傍ぼう聴ちようを続けた。




　ファウラはエリオとリズを連れて、ゾラの鍛冶かじの工こう房ぼうへとやって来た。政務官であるグレゴに頼み込んで、今は使われていない工房を探して貰もらったのだ。ちょうど共同租そ界かいの片かた隅すみに、廃はい業ぎようして空き家となった工房があるという話を聞いて、一時的に借りる事が出来ないか交こう渉しようしたのだ。グレゴの口くち利ききもあり、スムーズに事は進み現在に至いたるのである。

「ほいじゃあ、適当に頑がん張ばってねぇ」

　すると仕事道具を持ったエリオとリズは元気よく答えた。

「おっしゃ！　行くぞリズ！」

「うん、兄さん！」

　机の上にはクロムから渡された山刀が目め釘くぎを外されて置いてある。

「んでんで？　これくっつけんの？」

　そうファウラが問うとエリオがちょっと小ばかにしたような笑みを浮かべる。

「そんなわけねえだろ。ファウラ姉ちゃん、ずぶの素人しろうとだなあ」

「うへぇ、そうなのかい？」

　鍛冶の事は一いつ切さい無知なファウラが、頭をポリポリと掻かいているとリズが窘たしなめるように、

「溶よう接せつはやはりその部分が弱くなってしまいますので、この折れた刀身を削けずりだして、短刀に設しつらえるのが一番かと思います」

　と言った。そして二人は先まずクロムが渡してきた山刀を検分する。折れた刀とう身しんをエリオが金かな槌づちで軽く叩たたくとキーンと透すき通とおった音が響いた。

「……やっぱ良い鉄だな……でもこの種類の鉄は固いから折れやすいんだよな、確か」

　すると隣となりにいたリズがコクコクと頷うなずいた。

「うん。でも柔じゆう軟なん性せいがないから、もし叩き直すにしても、曲刀とかみたいにしないと、直刀としては難しいかも……」

　エリオはジッとその山刀を見つめていたが、一息つくと何かを決意したように腕を組んだ。

「いや、叩き直しはやめておこう」

「……っていうと？」

「一度溶とかして、鉄材に戻す。そこからもう一度新しい山刀を作った方がよさそうだ」

「そっか……もしそうするなら、合わせ鋼はがねにしよう。間に柔やわらかい鋼を入れて柔軟性を出せば折れにくくなるし」

「だな。そうすれば一度溶かした時に失われる質量も補える」

「何よりクロムさんの身体に合わせるなら、この大きさより少し長さと重量を足した方がいいよ」

　傍かたわらで聞きながらファウラは素直に感心していた。鍛冶の事はわからないが、二人は使う人間の事まで考えてしっかりと剣けんを打つ職人の話をしているのだから。

　そうしてすぐに火を熾おこすと、鞴ふいごで窯かまの熱を上げ、山刀が溶かされて行く。作業は殆ほとんどエリオの分担だった。その傍かたわらで机に向かい、溶けた鉄の分量と差し込む鉄の分量などの計算式を作り上げていくリズ。どうやらそれぞれに役割があるようなのだ。

「リズは剣は打たないのかい？」

　とファウラが聞くとリズは急に困ったような顔でオロオロしだした。

「えっと、ボクは刀打ちは、あんまり得意じゃないというか、その……経験が薄うすいというか」

　もじもじしながら次し第だいに声が小さくなっていく。なるほどとファウラは思いながらため息交じりに笑って見せた。

「ははぁん、さては女の子だから力仕事は苦手かね？」

　その瞬しゆん間かん、リズは顔を真っ赤にして立ち上がった。

「ど、どうして、その事を!?　あ、あれ、ボク、そんな、あれ??」

　あわあわしてしまうリズを、ファウラは落ち着かせる。

「まあまあ。落ち着きなって」

「ボク、ファウラさんの前で何か口滑すべらしました？　なんか致ち命めい的てきなミスしてました？」

「いやいや、そうじゃないよ。あたしはただ、ウルのおっちゃんから聞いてたから。子供は長男長女の二人だって」

　あっけらかんと答えると、リズはヘナヘナと椅い子すに腰を下ろした。
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「……もう……父さん、余計な事を……」

「まあ、そうは言ってもその話はみんなにはしてないんじゃないかな？」

「本当ですか？」

「うん、子供がいる事はみんな知ってたけど、そんなに口数の多いおっちゃんじゃなかったし。どんな子供なのかあたしが聞いた時に教えてくれただけだし。知ってんのは、カウフマンのじいちゃんとイリヤくらいじゃないかな？」

「じゃあ……クロムさんとかは知らないんですか？」

「うん、たぶんマッカラン兄弟って言ってあるから、男と思ってんじゃない？　ほらリズって名前は男にも女にもいるしさ」

「よかった……」

　漸ようやく落ち着いたリズにファウラは不思議な気持ちになった。

「でもなんで女の子じゃダメなんだい？」

「ええっと……それは……」

　するとリズは耳打ちをするように、ファウラに顔を寄せる。

「だって………女は……縁えん起ぎが悪いから鍛冶かじ場ばには入っちゃいけないんです」

「なんで？」

「精霊神様の眷けん族ぞくの火の精霊は女性だから、工房に女が入って来ると嫉しつ妬として怪け我が人にんが出たりするんだって……だから……」

　そういう民話はファウラも聞いた事があった。火の精霊は確か嫉妬深いのだ。だから火で商あきないをする場所には昔から女が出入りしてはいけない決まりだ、とよく商人の父から言われた。

「ははぁ、なるほど。それであんま鍛冶かじ打ちは教わってないんだ」

「……はい。でも、これは秘密でおねがいします。みんなにはボクの事、ナイショにしておいてくださいね」

　必死に嘆たん願がんする彼女にファウラはコクコクと頷うなずいた。

「まあいいけどね。なんかあったらお姉さんに相談しなよ。女の子はいろいろ大変なんだから」

「??　はい、ありがとうございますファウラさん」

「イシシ」

　二人がそんな話をしている間にも、エリオは窯かまの火の調節や用意する鉄材の確かく認にんなどをどんどん進めていた。

　そうして山刀を鉄材に戻もどして、打ち直しを始めた次の日の事。

　珍めずらしいお客がやってきた。

「やあ」

　無表情な少女が、焼き菓子の入った袋ふくろを抱かかえて工房に入ってきた。

「ありゃ、リュリュちゃん。どしたん？」

「これ、食べて」

　そう言って差し出した袋の中には、焼き菓子が入っていた。リュリュが自主的に持ってきた――とは考えづらい。おそらくはクロムが持たせたのだろう。どうやら彼かれも二人の事を気にかけていたらしい。

「いやぁ、悪いねえ。じゃあ、いただいちゃおうかなぁ」

　そう言っていると、エリオとリズもやって来る。

「ん？　ファウラ姉ちゃん、そっちのは？」

「あ、先日クロムさんのとこにいた……」

　どうやらリズの方は覚えていたようだ。よくよく考えれば、リュリュはエリオやリズと同年代に近い筈はずだ。そんな事を思いファウラは、

「そうだリュリュちゃんも、一緒に食べてくかい？」

　と気を遣つかうと、「いいのか？」とリュリュは目を輝かがやかせる。彼女はどちらかと言うと食べ物の方に気を引かれていたようだが、まあそれはいい。

　４人でテーブルを囲み、お茶を淹いれて休きゆう憩けいをする事にした。軽くエリオたちにもリュリュの事を紹しよう介かいすると、二人の方が興味を示し質問攻めとなる。

「なあなあ、クロムさんの妹って事は、あんたも軍師なのか？」

　リュリュは焼き菓子をサクサク食べながら首を横にふるふるさせる。

「リュリュさんって、第一次リジア戦せん役えきにもクロムさんと一緒に出征してたんですか？」

　ふるふる。

「じゃあ、今回からか。そう言えばいつも一緒にいる山犬はペット？」

　ふるふる。

「やっぱり剣とかも使うんですか？」

　ふるふる。

　どちらかと言うとエリオとリズが一方的に話しているようにしか見えなかったが、少なからず交流が出来たようにも思う。ファウラにとっても謎なぞの多いクロムの妹だが、同年代という事もあってか、エリオとリズは何も気にすることなくズケズケと質問攻めにしていた。

　そんな年とし相そう応おうな様子のエリオとリズを、ファウラはぼんやりと眺ながめる。12歳と言う年ねん齢れいがファウラにはひどく懐なつかしく映ったのは、気のせいではないだろう。自分にもあんな頃があったのだ、そう思うと胸の裡うちが痛みと痒かゆみに疼うずくような気持ちになった。

「あれ、ファウラ姉ちゃん？」

「え？」

　ぼうっとしていたところを急にエリオに名を呼ばれ我に返った。

「どうしたんだ？」

　そう問われて、ファウラは一いつ瞬しゆん誤ご魔ま化かそうかとも思ったが、そうする理由も見つけられず正直に答えた。

「ああ、いや、懐かしいなあ、とか思っちゃってね」

　するとエリオとリズは目をパチクリさせた。

「そう言えばファウラさんって、ボクたちくらいの時にはもう従軍してたんですよね」

「いやいや従軍って言う程ほどの兵隊みたいな事してたわけじゃないよ」

「諜ちよう報ほう活かつ動どうとか隠おん密みつ行こう動どうとかしてたんだろ？」

「まあね。そういうのが得意だったから」

「え、じゃあファウラさんって、それまでそういう事をどっかで習っていた人なんですか？」

「いや、そう言うんじゃないよ」

「でもファウラ姉ちゃん、そういうの得意なんだろ？」

「まあ、クロムに会うまではスリとかしてどうにか生きてただけだからねえ」

　そう言うと俄が然ぜんエリオとリズは興味深そうな瞳をこちらに向ける。何な故ぜかリュリュまで食べる手を止めてこちらを見ている。さてどうしたものか、とファウラは内心困りながら、うっかり口を滑すべらした事を後こう悔かいした。

「なあなあ、ファウラ姉ちゃんってそれまでどんな事してたんだ？」

「教えてください」

　そう言われてファウラはふと遠い昔を思い出した。それはだいぶ遠くなってしまった己おのれの過去。目に映る通り過ぎて行ったあの幸せと苦難の九つ十づ九ら折おりの日々。

「そうだねえ……まあ、お茶うけに聞き流してくれるんなら――」

　そう言ってファウラは幼い日の自分を述じゆつ懐かいしだした。商しよう家かに生まれその幸せが突とつ然ぜん壊こわれてしまったあの日からの事を――。




　　　　※※※※




　娼しよう館かんでの自分の仕事は単純だった。

　朝は日が昇のぼるよりも早く起き出して、川まで水を汲くみに幾いく度ども往復する。そして炊き出しの準備をして、それが終わる頃に仕事を終えた娼しよう婦ふたちが戻って来る。そこで娼婦たちに食事を出すと、その間に大量の洗せん濯たく物ものが待っている。洗せん濯たくを終えて帰って来ると、漸ようやく自分もご飯の時間となるが、それもあっという間に終わらせる。そうして夜が近づくと、また娼婦たちが客を取るための準備を始める。そうしたら私はお湯を沸わかして、彼かの女じよたちに化け粧しようを施ほどこしたり、衣服を用意したりと、目の回るような忙いそがしさだった。

　寝ねる時間など殆ほとんどなかった。夏は熱さで倒たおれそうになり、冬は皸あかぎれの痛みに涙が出た。だけど時間に追われているうちはよかった。逆に時間が出来る方が辛つらかった。

　昔の事を思い出してしまうからだ。幸せだった父と母との生活が、目に浮かんでしまう。あったかい食事や、冗じよう談だんを言い合ってみんなで笑ってた時の事が頭に浮かぶと、もう涙が止まらなくて、胸が潰つぶれそうになった。

　だがそういう時に限ってマリーさんがやって来るのだ。どこで見てたのか、いや、見えるわけもない。なのに彼女はまるでそれを知っていたかのように自分の前に現れる。

「どしたん？」

　私は涙を拭ふきながら言葉を詰つまらせてしまった。

「えっと……その……」

　するとマリーさんは自分の顔から目を逸そらし、

「お腹なかすいたのかい？」

　と言った。涙を隠かくそうとしている私を気き遣づかってくれているのがすぐにわかって、途と端たんに恥はずかしくなった。するとマリーさんはイシシって笑って、懐ふところから菓子を取り出して差し出した。

「はいこれ、お食べよ」

「……でも……こんな……」

「いいのさ。お客さんからのお土産みやげだかんね」

　そう言ってマリーさんはいつも隣に座すわると、楽しそうに鼻歌を口くち遊ずさんだりしてた。綺き麗れいな歌声に耳を傾かたむけた。風が囁ささやいているような歌声だった。聞いてるだけで心があったかくなる。満足に食事もできない自分にとって、こうしてマリーが差し入れてくれる物がどれ程ほどありがたかったかわからない。

　そんなマリーさんは、よく私にこう教えてくれた。

「ねえ、ファウラ」

「はい」

「狡ずるいくらいでちょうどいいんだよ。盗ぬすみ食ぐいだってうまくすればいい。仕事だってやってるふりして、誤ご魔ま化かしたっていいんだ」

「……私には……そんな事」

　戸と惑まどった。

　だって前に食事の準備中に少しだけ盗み食いをした事があったからだ。だがオドオドしてたからか、すぐに見つかり、その後こっぴどく叱しかられた。木の棒で幾いく度ども打うち据すえられたのが堪こたえた。それからは、どんなにお腹が空いても盗み食いはしなかったし、他の仕事も真ま面じ目めに熟こなしていた。それが無ぶ難なんだったからだ。

　だからなのだろう。私はこの時、随ずい分ぶんと痩やせ細ほそっていた。一番成長する時期なのに、同い年の子供と比べて一回り以上小さかったに違ちがいない。そんな私を見て、マリーさんはいつも励はげますように言ってくれた。

「狡ずるくっていい。君が笑ってられるなら、そっちの方がずっといい。あたしはファウラに笑っててほしいのさ。だから、盗むのもサボるのもバレないように、これが生きるコツさ」

　そんな事を言われたのは初めてだからすごく戸と惑まどった。

「バレない……ように？」

「そう、例えばこんな風に」

　そう言うと、マリーさんの手には私の髪かみを結ゆっているはずの木の髪かみ留どめがあった。思わず頭に手を当ててみるけど髪留めがない。

「あれ、マリーさん、いつの間に？」

「さっき頭撫なでてあげた時。他に意識を向かせていればとられた事には気付かない。人間ってけっこう単純にできてるのさ。ね、このまま夜まで気が付かなかったら、誰だれにやられたかもわかんないっしょ？」

「はい」

　それはまるで魔ま法ほうのようだった。私はさっきまで泣いていた事すら忘れていた。

「ほれほれ、じゃあ、こんなのも教えてあげよう」

　するとマリーさんは、紙を取り出しペンを用意するとそこに文字を書きだした。

　目の見えない筈はずのマリーさんは、まるで見えているかのようにそこにスラスラと文字を書いていく。私はビックリして、目を瞬またたかせた。

「……すごい」

「すごいでしょ？　これはね、軍の人が夜中や地下に幽ゆう閉へいされた時に手紙を書いて仲間に知らせる為ために作られた技術なのさ。だから目が見えてないあたしでも文字くらいは書けちゃうんだ」

「どうやってやるんですか？」

「コツがあるのだよ。ほれ、ファウラもやってみるかい？」

　そう言ってマリーさんは目を瞑つぶったままでの文字の書き方を教えてくれた。

　その他にも自分の知っているスリの技術や、手品、人を騙だます方法なんかを色々教えてくれた。一体どこでこんな技術を手に入れたのか、マリーさんは一切明かしはしなかった。ただ、それがいつか役に立つとでも言うように、ヒマを見ては私に教えてくれた。

　まだ子供だった私はこれが何の役に立つのか、なんて事は考えられはしなかった。ただマリーさんからいろんな事を教えてもらえることがうれしくて、それだけで笑え顔がおになれた。

　それでもどうしてマリーさんは自分にここまで良くしてくれるのか気になっていた。だから私はある日マリーさんに尋たずねたのだ。

　どうしてそんなに自分にやさしくしてくれるのか、と。マリーさんはしばらく笑みを浮かべながら見えない目をどこか遠くに向けていた。そして徐おもむろに私の方に向き直ると、

「君はあたしに似ているからだよ」

　と答えた。咄とつ嗟さに私は聞き返していた。

「私が？」

「そうだよ。君はあたしが捨てて来てしまったあたしによく似にてる。必要だから捨てたのさ。でもね、君を見ていると懐なつかしくなってしまうんだね。もう二度と会う事もないと思っていた姉妹に会ったような感覚になったのさ」

「姉妹……ですか」

「そうだよ。あたしも昔は泣いてばっかりだった。何もできない事を嘆なげいてばっかりだった。でもいろんな事を身につけて……そんで、これからって時に娼しよう婦ふにならざるを得えなかった。全部、捨てざるを得なかった……」

　マリーさんがいつもと違う様子であることに、私も気付いていた。だからジッと彼女の言葉に聞き耳を立てていた。

「きっと罪悪感なんだろうね。あの日、捨ててしまった自分はずっと行き場もなく、時を止めて蹲うずくまったまま。昔の自分を置いてきた事を後悔して、でも、もうどんなに取り戻そうと手を伸のばしてもそれは叶かなわない願い……だからあたしは、毎日その捨ててしまった自分の可能性に後悔を繰くり返かえしていた。毎日……毎日……。でも、そんな時に君がやってきたんだ」

　そう言われて私はハッとした。

「だからあたしは君に名前を上げようと思ったのさ。そして君に笑っていて欲しかった。それは置き去りにしてしまった自分への罪つみ滅ほろぼしなのかもしれないね……あはは、ごめんね、そんな押おしつけがましいような理由でさ」

　そう言って笑うマリーさんに、私は首を横に振ふった。たぶんうれしかったのだろう。彼女に大切にされている事がうれしかったのだ。

「ごめんねファウラ。ほれ、笑ってみ」

　彼女はそう言って私の表情を確かめるように頬ほおを撫なでた。

「イシシ」

　私が笑うとマリーさんもうれしそうに笑い返してくれる。それがうれしくて私がまた笑う。そんな時間が大好きで、ずっとこんな生活が出来たら、とすら思っていた。

　辛い毎日の仕事なんて、些さ細さいな事だと感じていた。それくらいにマリーさんと過ごす時は輝いていた。

　……でもやっぱり、そんな毎日がいつまでも続くわけはなかった。

　ある日、館長から呼び出しを受けた私は、来月から客を取るように言われた。もうそんなに時間が経たったのかと、そう思っただけだった。だから、別に絶望するような物でもなかったのだ。

　マリーさんと一いつ緒しよにいられるのなら、別にどんな仕事でも構わない。そんな風に楽観的に考えていた。でもそれは思わぬ事態に発展してしまったのだ。

　館長からの呼び出しを受けたその日、私が戻って来ると、マリーさんが待ち構えていたのだ。彼女はいつにない難しそうな顔をして、自分の部屋に来るように言った。

「なんですか？」

　そう私が聞くと、マリーさんは注意深く周りの様子を探さぐりながら小声で話し出した。

「いい、ファウラ。よく聞いておくれよ」

「はい」

「館長から呼び出しを受けたって事は、来月からは客を取らなきゃならないって事だよね」

「はい、そう聞いています」

「そう……なら、一つ言っておく―――お逃にげ」

「え？」

　私はその言葉の意味が解わからなかった。マリーさんがいったい何を言っているのか。

「娼婦になるって事は、あたしと同じになるって事なの。わかるね？」

「………でも、私、マリーさんと一緒なら、別に構いません。お客さんをとるのだって平気です。大だい丈じよう夫ぶです、できます」

　縋すがるような気持ちだった。マリーさんと離はなれたくなんてなかった。どんな仕事をしても、マリーさんと一緒にいられるならそれでいい、そう思っていた。

　でもマリーさんは首を横に振る。

「そうじゃないんだよ。娼婦になれば、一生逃げる事が出来ない楔くさびを打たれる」

「……楔くさび」

「今のあたしみたいにね」

　そう言ってマリーさんは私の頬ほおをやさしく撫なでた。

「この娼館から絶対に逃げ出すことが出来ない楔くさび。そう、こういう風にね」

　そう言ってマリーさんは瞼まぶたを開いた。その瞳ひとみは真っ白になっていた。マリーさんの目には今は何も映っていない。わかっていた事なのに、それを初めて見て、それで実感したんだ。

　マリーさんは見えない瞳をジッと私に向けて強く言った。

「娼婦には目はいらない。こうやって目を潰つぶしておけば、娼婦は絶対に逃げられないからね。あたしたちは、一生どこへも行けない。仮に自由を手に入れても、外の世界で生きていく事は敵かなわない。この娼館の中でしか生きる事が出来ない。そうなるように、ファウラも目を潰されてしまうんだよ」

　私が住んでいた地方の娼館はどこも同じことをする。後から知ったことだった。それが慣かん例れいなのだ。売られてきた女の子たちは客を取れる歳としになると、専門の医師の下に一週間送られ、そこで毎日点てん眼がん薬やくを施ほどこされる。それは失明を促うながす毒薬。

　それを点眼し続けると、目は白く濁にごって最後はこの世界から光を失ってしまう。

　残ざん酷こくだとは思わなかった。売られた人間に自由なんてものはない事はよく知っていたから。売られた人間は人間じゃない。目を潰されても腕うでを切られても文句は言えない。

　でもマリーさんだけは、私を人として扱あつかってくれた。私の未来を考え、外に出ることを望んだのだ。

　だから目から光を失ったマリーさんは私の肩かたを強く掴つかむとこう言った。

「……ねえ、ファウラ。あんたはまだ世界を見る事が出来る。あんたの両の眼まなこには、まだ光がある。その目で、あたしの代わりに世界を見て欲しい。あたしが見れなかった世界を」

　私は首を振った。頷うなずくことなんて出来なかった。

「……やです……マリーさんと一緒にいられないなんて……そんなのやです！」

　気が付いたら涙なみだが込み上げてくる。それをグッと我が慢まんすると、マリーさんが私の頭を撫なでた。

「いいかい、この仕事はね……あんたが思っているようなやさしい仕事じゃないんだ。客から病気を貰もらったり、身体からだを壊こわしたりすればすぐにお払はらい箱ばこの仕事さ……だからね、あんたには……ファウラには自由に生きて欲しいのさ」

「でも……マリーさんを置いていくなんて……」

　するとマリーさんは溜ため息いきを吐つきながら小さく笑って見せた。

「こんな事、言えた義理じゃないっけどさ、あんたが外でどんな事をしてくれるか、それが楽しみなのさ」

「私が？」

「そう……」

　マリーさんはどこか遠い世界を見ているようだった。失った目の光で誰も見ることのできないような別の何かを見ているようだった。

「これはあたしの我わが儘ままさ。あたしが出来なかった事を、ファウラ、あんたがしてくれるなら……っていう、あたしの我わが儘まま……もしかしたらそれが出来るかもしれない、そう思ったから、あたしの全すべてをあげようと思ったのさ」

　そう、彼女が持つスリの技術、手品の技術、人をだます技術……そして彼女の本当の名前まで………。全てを私に与あたえてくれたマリーさん。この生活の中で、心が萎しぼみそうな時に、幾いく度ども私を助けてくれて、そして幸せを与えてくれた。

「お願い、ファウラ。外の世界へ出ておくれよ。あたしに出来なかった事を、たくさんしておくれよ」

　だけどそれでも私は首を横に振る事しかできなかった。

「………やっぱり……やっぱり……マリーさんを置いてなんていけません……」

　涙が込み上げて来てどうしようもなかった。マリーさんは仕方ないとでも言うように息を吐ついて抱だきしめてくれた。

「やさしいね、君は………」

　マリーさんは人差し指で私の頬ほおの涙を拭ぬぐう。

「ほら、ファウラ、笑ってみ」

　言われて私は涙を堪こらえながら、必死で笑って見せる。私に出来るのはそれしかないんだから。マリーさんが好きだって言ってくれる笑顔見せる事しか。

「………………イシシ」

　そんな私の顔を、やさしく確かめるように手で撫なでる。

「うはは、いい笑顔だ。よし、それでいい……ごめんね。どうやらあたしは、自分の夢を君に押し付けてしまったようだ。忘れておくれよ」

「………夢……ですか？」

　そう問い返すとマリーさんは儚はかなげに笑って少女のように顔を伏ふせた。

「そう、夢さ。あたしの技術が、外でどれだけの事が出来るか試ためしてみたかった。こんな非力でも、世界に打って出る事が出来るか試してみたかった」

　――試してみたい……か。

　ふと私は思った。この技術が何の役に立つのか……。誰かを助けたりすることも出来るのか？　例えば自分と同じように、辛つらい運命に晒さらされた子供を救ったり……。

　それが出来るのは、外なんだ。この鳥とり籠かごの中では何もする事が出来ない。

　そう思った私は、初めて迷ってしまった。マリーさんと一緒にいたい自分、そして外に出てみたい自分。どちらも本当の気持ちだったから、だから迷ってしまった。二つの自分の意志に心が揺ゆれた。

　それを察したかのようにマリーさんは、私を抱きしめながら呟つぶやくように言った。

「ごめんね、ファウラ」

　何も言えなかった。自分にそんな事が出来るのかという不安。それでも自分も外の世界を見てみたいという好こう奇き心しん。そして彼女を置いていく事への罪悪感。

　あらゆる気持ちがない交ぜになって、もうどうしていいのかわからなくなっていた。

　それでも時間はあっという間に過ぎていく。

　気が付くと娼婦になる為ために医師の下へ行く日がやって来たのだ。これが、この娼館で生きる者にとって一生に一度の外に出られる日。

　屋や敷しきの前には、まるで牢ろう屋やみたいな馬車が止まっていた。私は使用人に手を引かれ、馬車の荷台へと連れて行かれる。心は決まっていた。

　私はマリーさんと一緒にいたい。ここに残ろう。娼婦として生きていく、そう決めていた。でも後ろめたさはあった。だってその選せん択たくはマリーさんの夢を壊しているように思えてしまったからだ。

　私は檻おりの付いた荷馬車に乗せられる前に、ふと振り返った。

　そこにはマリーさんがいた。私は思わず、使用人にお願いしたんだ。

「お願いします、マリーさんの顔をもう一度見させて下さい」

「しかし……」

「最後にマリーさんの顔を目に焼きつけたいんです。もう見えなくなっちゃうんだもの」

　そう言うと使用人は困った顔をしながらも了りよう承しようしてくれた。目を潰される者へのせめてもの配はい慮りよだったのだろう。私はマリーさんの下へ行くと彼女はにっこり笑って私を抱きしめた。

「決めたのかい？」

「はい」

「そっか」

「……ごめんなさい」

「うはは、なんで謝あやまるんだい？　君が決めたのならそれでいいよ」

「………でも」

「ねえファウラ。ちょっと思い出してくんないかな？」

「なんですか？」

「あたしが君にスリの技術を教えてあげた時の事」

　私は何の事かわからず、首を傾かしげた。でもマリーさんはそれ以上は何も言わずに、私を笑顔で送り出してくれた。

　馬車に乗せられ、走り出してからもずっとマリーさんはこっちを見ていた。見えない目で、いつまでも私の事を見送ってくれていた。それが今生の別れみたいに。

　そう思ったら、急にいてもたってもいられない気持ちになった。さっきのマリーさんの言葉が頭の中に思い起こされて、あれがどういう意味だったのか必死で考えた。

　彼女が初めて私に、スリの技術を教えてくれた時、私の髪留めはいつの間にか盗とられていた。それを思い出して急いで髪を触さわってみると、いつもと違う感覚にハッとした。それはいつも自分が使っている木の髪留めじゃなくなっていたからだ。

　急いで結ゆわえてあった髪留めを取ってみるとそれはマリーさんの物だった。そしてその髪留めには小さく丸めた手紙が括くくり付つけられていた。私は急いでそれを開き、紙面に目を落とした。




『ねえファウラ。君はやさしい子だから、きっとこの娼館に残る事を考えてるんだろうね。でもね、あたしはもう外の世界を見る事は出来ない。見る事だけじゃなくて、生きていく事ができない。盲めくらが生きていける程ほど世界は甘あまくないからね。この鳥とり籠かごの中があたしの終ついの住すみ処かなんだ。でもねファウラ、君にはそれが出来る。あんたの中にもし、少しでも外へ出てみたいという気持ちがあるんなら、迷わずお行き。あたしを置いていく事が足あし枷かせになっているのなら、それは大きな勘かん違ちがいさ。あたしはあんたに外で生きて欲しい。あんたが外の世界で笑って生きてくれるのが望み。

　それでいつか、どっかでもう一度会えたら、その時にいろんな事を聞かせておくれよ。あんたが見てきた世界をたくさん教えておくれ。それが、それだけがあたしの生きる希望なんだ。あんたと会った時にあたしにはすぐにわかった。ファウラはそれが出来る子なんだって。だからお願い。逃げて、そして生きて。君がいつも笑っている事を、ずっとあたしは考えて生きていくから』




　気が付いたら涙が零こぼれていた。声を殺して咽むせび泣ないていた。彼女の温かさが心の奥おくまで伝わって来て、押し上げるように涙が零こぼれた。

　だが時間は迫せまっている。目を潰されたら、もう自由はなくなる。そうしたらマリーさんの夢を、そして自分が抱いだき始めた夢をかなえる事は出来なくなる。

「私は……あたしは………」

　気が付くとあたしは立ち上がっていた。そして髪かみ留どめについているピンをグニャッと曲げると、檻おりから手を出し鍵かぎ穴あなに差し込んだ。鍵は思いの外ほか簡単に外れた。だけど、ここを開けると後部座席を見張る使用人が乗っている。そいつに見つかったら一いつ巻かんの終わり。静かに隙すき間まから外の様子を見る。馬車は街の中を走っていた。周りには多くの民家や商店がひしめき合っている。そして使用人は檻の扉とびらの前に立ち手て摺すりを掴つかんでいた。

　あたしはそれを確認すると、勢いよく扉を押し開いた。その瞬間、扉に押し出されて使用人が馬車から滑かつ落らく。あたしはその勢いで馬車から飛び降りた。すると馭ぎよ者しやも気付いたのか馬車を止めた。更さらに滑すべり落ちた使用人も尻しりを摩さすりながら怒おこった顔で立ち上がる。

「このガキ！　逃げる気かっ！」

　あたしは急いで、民家の隙すき間まへと飛び込んだ。あの人たちが見み逃のがすわけはない。

　すぐに後を追いかけてくる。とにかく走った。左右へ折れる道をジグザグに曲がりながら、相手を撒まこうと息をするのも忘れて走った。だが追つい跡せきする二人は決して諦あきらめようとはしない。

（なんとかしなきゃ）

　そう思って、前に目をやると、左に折れる狭せまい路地が見えた。すぐにその狭せまい路地へと飛び込む。二人の追手は窮きゆう屈くつそうにその路地に入るとあたしの真下を通りすぎ、どこかへ行ってしまった。

　その時あたしはこの路地に入った瞬間に、壁かべと壁の間に手と足を突ついて、真上へと逃げたのだ。これでどうにか追手から逃にげ遂おおせた。

　そのあとすぐにその街を出た。いつまでも娼館のあるその街にいたら、いずれ見つかる恐おそれがあったから。身を隠す為ために出来るだけ大きな街に行く必要があった。そうして漸ようやくたどり着いたのが皇都シオニアだった。そこはあたしにとっては生きるに事こと欠かかない街だった。とにかく人が多い。街の雑ざつ踏とうに紛まぎれては、スリを繰り返して、日々を凌しのいでいた。ただこんな事をしている自分に虚むなしさも感じた。人の役にたったり誰かを助けたり出来るんじゃないか、そう思っていた自分が今しているのはスリ……人に迷めい惑わくをかける事で糊こ口こうを凌しのいでいる。

　せっかくマリーさんに貰もらった人生なのに、こんなことをするだけでいいのか？

　そう思いながらも、やはり幼かったあたしが食べていく為ためにはスリをするしかなかった。

　そんなある日の事。城の方から歩いてくる一人の青年に目を付けた。小こ奇ぎ麗れいな格好をした青年の腰こしに差した山刀が中々の名品である事は、素人しろうとながらあたしにもすぐわかった。

（よし、あの人にしよう）

　そう思って彼の後あとを付けた。彼は街で買い物を済ませると、雑ざつ踏とうの中へと消えて行く。当然あたしはその行方ゆくえを見失う事はない。すぐにその後あとを追う。次し第だいに距きよ離りを縮ちぢめて行き、彼の懐ふところから財さい布ふを抜き取った――と、その瞬しゆん間かん。

「ひぇ！」

　思い切り手を引かれ、路地の裏に引き込まれた。流石さすがにこれには仰ぎよう天てんしながら、自分が犯おかした過あやまちを悟さとった。相手に気付かれていたのだから。

「なんだ、ずっと追われていると思ったら子供だったのか？」

　歳はどれくらいだろうか？　成人して間もないくらいだとすると、15、６くらいだろうか？　近くで見たら思いのほか若い。

　彼は幾いく分ぶん困ったような顔をしてしばらく思し案あんすると、

「少なからずこんな事をしなくてもいい所へ連れて行く」

　と言ってあたしを兵へい舎しやに連れて行った。そしてあたしは牢ろう獄ごくに入れられてしまった。ただ彼の言った通り、食べる事には困らなかった。あまりおいしいとは言えないけれど、今日食べる物の不安がないのには、心の底から気持ちの安やすまる思いだった。それでも、こんな檻おりの中にいては、あの娼しよう館かんにいた時と変わらない。ここを出てマリーさんの出来なかった事をしなければ。自分に出来る事を……そう思って、あたしは幾いく度ども脱だつ獄ごくを繰り返した。

　最初は髪かみ留どめを使って鍵を外したが、その先は二重三重の関門があってすぐに自分の牢ろうに戻され髪留めも没ぼつ収しゆうされてしまった。それでも諦あきらめる気持ちはなかった。部屋にある物を何でも使って、幾度も脱だつ出しゆつを試こころみた。結果、部屋からはタオルケットの一枚まで全て没収されてしまった。食事にもスプーンやフォークを使わせて貰もらえず、皿は割られないように木皿になった。

　使える物が無くなれば、今度は鼠ねずみを手なずけた。鼠はそれぞれ、名前を付けて飼い慣ならしていく。その鼠を利用して看守から鍵を盗んで来させたりした。

　未いまだに瞳に諦あきらめるつもりがこれっぽっちも宿っていないあたしに、看かん守しゆたちは苦笑いを漏もらしていた。

　そんなある日の事。

　自分を訪たずねてきた者がいる、と聞かされ思わず首を捻ひねった。あたしには外の世界に一人も知り合いなどいない。一体誰かと思っていると、現れたのは、あの自分を捕つかまえた男だった。

「やあ、ファウラ。今日はちょっと君に話があってね」

　黙り込んでるあたしに彼は別段焦あせる様子もなく続ける。

「これから僕ぼくは戦場に戻らなければならない。皇女と共にこの戦争を終わらせたいと考えている」

　自分には何の関係もない話だ。だけどそんな関係のない話を、どうしてこの男は自分に話してくるんだろう、という疑問が同時に湧わいてくる。

「ここでの君の脱獄の報告はいろいろ聞いている。正直、驚おどろくべき内容で真しん偽ぎを疑うほどだけど、この鍵くらいなら簡単に外せるのかい？」

　その問いにファウラは頷うなずき返す。

「じゃあ、鼠を使って鍵を盗んで来させたのも？」

　今度は指で床ゆかをトントンと二回叩たたくと、三匹の鼠が部屋の壁の穴から顔を出した。

「なるほど……あの報告書は嘘うそじゃなかったのか」

　彼かれは心底驚おどろいた顔をして、そしてまたあたしの方に向き直ると、

「ファウラ、やはり君にお願いしたい。君の力を貸してほしい。君の持っている能力で、この戦争を終わらせる事が出来るかもしれないんだ」

　と言った。

　そこで初めてあたしは彼の顔を見た。信じられなかったのだ。だってあたしがやっていた事は全部ただの犯罪だったから。だから彼に問い返した。

「あたしの……力で？」

「ああ、八年もの間、終わる事無く続いたこの無む益えきな戦いを終わらせなければならない。それには君のような能力を持った人間が必要なんだ」

　自分の力が……マリーさんが教えてくれた力が、なにかの為ためになる。この父や母を死に追いやった戦争を終わらせることが……

　マリーさんの夢を………。

　娼館から逃げ出してからの毎日、ただの一度も感情を露あらわにしなかったあたしは、この時、数カ月ぶりに笑った。

　マリーさんから与えてもらったこの力が誰かの為ために使えるかもしれない、そう思ったら心の底からうれしかった。だからあたしは、満面の笑えみを浮うかべた。それでマリーさんのマネをしてこう言ったんだ。

「いいよ～、あたしの力が必要ならね、イシシ」







断章　神降ろし







　ソホウ将軍が率ひきいる３万の軍は、第五姫レイリンを守護しながら、中ちゆう原げんの都へと帰き還かんした。

　長きにわたる悲ひ願がんであった北方平定に加え、早さつ急きゆうに行われた帝てい族ぞくの巡じゆん幸こう。その事実に都は大いに沸わき立った。重税に苦しめられる民たみたちの間にも、国がよくなるに違いない、という気持ちが生まれ、方々に立つ市いちでは盛んに行商と客が行きかった。目に見えて、中原の都が沸わき立っている事は疑いようもなかった。

　だが宮中の者は訝いぶかしんだ。それは摂せつ政しようシュウバイがいない事をだ。巡じゆん幸こうの立役者である彼がどうしていないのだと、宮中の者は口々に囁ささやき合った。

　その暗あん黙もくの問いに答えるように、レイリンの口から北の平原で行われたシュウバイによる蛮ばん行こうが文官たちの前で吐と露ろされた。すると、宮中は俄にわかに騒ざわめき立ったのだった。

　摂せつ政しようシュウバイの失しつ脚きやく。これは大きな波は紋もんを呼んだのだ。

　まずシュウバイに阿おもねる文官たちが、今までと同じように権力を振りかざす為ために守りを固めるべく行動に移した。しかし他の文官たちもそれを黙って見過ごすわけはない。この機きに自分たちが宮中での実権を握にぎろうと暗あん躍やくを始める。

　そんな様子をコウソンはただ黙って静せい観かんしていた。

　この国にとって切きり捨すてるべき自じ己こ保ほ身しんに走る文官を見定めようとしていたのだ。

　そんな折おり、コウソンの下を訪ねる一人の文官がいた。

　名をサイケイと言う。地方の下級太たい守しゆの家いえ柄がらながら、突出した才能で宮中の文官に連座する男であった。

「コウソン殿、お話がございます」

「何か？」

　現れたサイケイは深々とコウソンの前に傅かしずく。

「どうぞ自分をお使いください」

　こういった申し入れは、レイリンが巡じゆん幸こうを無事終えた事で格段に増えた。誰もが彼女を次期女じよ帝ていと踏ふんだ矢先からである。誰もがレイリンの周りに集まり、その甘い汁しるを吸おうと集たかってくるのだ。そう考えればレイリンへの発言権が強いコウソンやリャンナを籠ろう絡らくし、接せつ触しよくのきっかけとしようとするのは至極当たり前の事とも言えた。何よりコウソン自身がこの度たびのレイリン救出の功績を讃たたえられ、司法を司つかさどる廷てい尉いの職務を拝はい命めいした事も要因の一つであった。

　当然この男もその一人である事は間ま違ちがいない。

「サイケイ殿、お気持ちはありがたいが、宮中に仕える文官は全てが女帝の為ためにこそある。誰か一人を特別に扱あつかうような事はない」

　するとサイケイは喉のどの奥を鳴らして笑った。

「何かおかしなことでも？」

「いえいえコウソン殿。私を文官としてではなく、コウソン殿にとって有用にお使いくださいと言っているのです」

「どういう事だろうか？」

「コウソン殿は現在、宮中に於おける文官たちの立たち居い振ふる舞まいにたいへん興味を抱いているご様子」

　中々鋭するどい男だと、コウソンは警けい戒かいの色を強める。

「もしご所しよ望もうとあれば、それら文官たちの素そ行こうも調査できますが……」

　意味深な顔をするサイケイ。コウソンはその言葉の意味を正しく理解した。

「…………ほうサイケイ殿。それはつまり他の文官たちを売うり渡わたして、自分だけ良い思いをしようと言うことでしょうか？」

　棘とげを刺さすように放たれた牽けん制せいの言葉に、サイケイは、

「然しかり」

　と、まったく悪びれる様子もなくそれを肯こう定ていした。

「私はうまい汁が吸いたい。コウソン殿が最も忌いみ嫌きらう文官の一人に他ほかなりません。ただ私めは、その為ためになら如い何か様ような事でもする。少なからず現在の情勢を鑑かんがみれば、この国に女帝が不在である事はたいへん危険な事態にございます。他国に付け込まれる隙すきを、野放しにしているようなもの……だが宮中の文官らはそれをわかってはおらぬ様子。当然でございましょう。女帝がいない方が自分たちの好き勝手が出来るのですから。ですが私はそうは思いませぬ。この国が存続しながら、うまい汁を吸う――それこそが我わが目的」

　包つつみ隠かくさぬ態度でサイケイは続ける。

「コウソン殿が宮中の腐ふ敗はいを取り除のぞきたいというのなら、それを手助けする事も……」

「腐敗を以もつて腐敗を除のけるというのか？」

「左さ様よう。貴方あなたの目では見えていない者すら、腐り切ったこの目には見えてございます。そしてそれらの者を廃はいする手段も……」

　サイケイはそれ以上の事は言わず、口を噤つぐんだ。コウソンもまた、それ以上問う事無く、ただ彼にこういった。

「ならばやってもらいましょうか？　お手並みを拝はい見けんさせてもらいましょう」

「畏かしこまってございます」

　粘ねばりつくような笑みを浮かべ深く辞じ儀ぎをしてサイケイは去って行った。

　それから七日経ったある日、サイケイは再びコウソンの下に現れると、大量の書しよ簡かんを提出した。それを一読してコウソンは、唸うならざるを得なかった。

　それはシュウバイに阿おもねる保守派の文官たちが行った収しゆう賄わいの証しよう拠こであった。

　更さらには、他の権力を狙ねらう文官たちの中でも中心人物となる人間たちが関かかわる特権の搾さく取しゆや横おう領りようの証拠の数々。これをコウソンが握っているだけで、こちらはあらゆる手段に打って出る事が出来る。

「サイケイ殿、貴方あなたは何がお望みか？」

「……いえ、私めは然しかるべき金と権力を吸える環かん境きように甘んじる事さえできれば、それ以上の物は望みますまい」

　赤せき裸ら々らな言い様にもコウソンは動じず、静かに口を開く。

「いずれ私が貴方を裁さばくことになる日も来るかもしれませんよ？」

「その日が来ぬよう、私は私の利用価値をあなた方に提示し続けるのです」

　たしかにこの男には十分に利用価値がある。最も憎にくむべき狡こう猾かつな文官である以上、決して気を許してはならない。だがうまく使えば宮中の権力争いを封ふう殺さつし、本来的な国家の取るべき道を模も索さくすることができる。

　それを天てん秤びんにかければ、やはりサイケイという人間をこのまま腐くさらせたり切り捨てたりするのは必ずしも正解とは言えないだろう。

「相あいわかりました。今後もお世話になるかもしれません」

「はい、お待ち申し上げております」

　強したたかな笑みを浮かべて帰っていくサイケイを見送りながら、コウソンは書簡に目を落とした。そしてそこに書かれている人間の中から二〇〇人を越こえる文官を選び出すと、これらに対し罪に問う事にしたのだった。

　この事をレイリンに話すと彼かの女じよは悲しそうな顔をしながら、

「そうですか……やはりせねばなりませんか……」

　と呟つぶやくように言った。

「致いたし方かたありません。宮中で富とみをむさぼる者を罰ばつせねば、この国は異国の食い物にされます。その為ためにも………」

　言いかけたコウソンの言葉に女官のリャンナが割って入った。

「コウソン、貴き様さまレイリン様に何を言っているのかわかっているのか？」

「わかっている。しかしレイリン様でなければ出来ぬことだ」

「立場を弁わきまえろ。貴様は廷てい尉いを拝はいしたとはいえ、侍じ従じゆうに過ぎないのだぞ」

「侍従に過ぎずと言えど、この国を思う気持ちは同じだ」

　言い争いになりかけた二人に、レイリンは顔を上げた。

「おやめなさい。これは必要な事なのです。血の禊みそぎ無くして、この腐敗を取り除のぞく事など出来ぬことは、百も承知です。余よは女帝になると決めたその時から、覚かく悟ごは決まっております」

「……レイリン様」

「リャンナ、そんな顔をしてはなりません。何より今の文官たちの権力争いを放ほう逐ちくすれば、女帝になる為ための封ほう禅ぜんの儀ぎを執とり行おこなう事もできません。ならば、やるべき事はやらねば」

　そう言ったレイリンの顔には明らかな決意の色があった。




　あくる日、宮中の華か楼ろう閣かくに出しゆ仕つしした文官たちの前に、レイリンが姿を現した。彼女は女帝が座すわるべく設しつらえられた玉ぎよく座ざの前まで行くと、その前に恭うやうやしく立ち、そして文官たちに向き直った。

「宮中にてその特権を私し利り私し欲よくに使う不ふ逞ていの輩やからがいます」

　力強い言葉に、華か楼ろう閣かくは静まり返った。

「名を呼ばれた者は前へ――先まずエンシン」

「……はっ」

　レイリンの前に呼ばれた文官は懐かい疑ぎ的てきな目を向けながらもそれを隠すように笑みを浮かべる。しかしそんな文官をレイリンは冷たい瞳で見下ろした。

「其そ方ちはシュウバイと共きよう謀ぼうし、商人たちの税を緩かん和わさせる代わりに、多額の賄わい賂ろを受け取っていましたね？」

　そう問われながらも彼は微み塵じんも動どう揺ようせずに、レイリンに言葉を返す。

「それはとんでもない言いい掛がかりではございませんか？　いくらレイリン様と言えど、突とつ然ぜんそのような身に覚おぼえのない事を申されましても……」

「黙りなさい。二月十日、貴方あなたは商人であるシエ一族の晩ばん餐さんに招かれましたね」

「そ、それは……」

「出仕帳にも、早そう退たいが記されています。そして、こちらにはその際に、貴方に納められた金額も記されています」

　そう言ってレイリンは、その文官に向かって書簡を投げつける。それを目にした文官は明らかに動揺を滲にじませながら、未いまだ言い訳を口にしようと顔を上げた。

　だがそれよりも早くレイリンは強い口調で彼を言い含ふくめた。

「恥はじを知りなさい！　まだ言い逃れをしようと言うのならシエ一族も呼びつけましょう。だがそれはどういう事かわかっていますね？　シエ一族は勿もち論ろん、貴方のエン一族も纏まとめて族ぞく滅めつするものと思いなさい！」

　族滅、という言葉に文官は真っ青になった。それは名の通り、一族郎党全すべてに死を以もつて処しよされる重い刑けい罰ばつである。彼に連なる人間はたとえ子供であろうとも、免まぬがれる事は罷まかりならない。

　更さらに族滅という言葉が出た瞬間に、エンシンと親しん戚せき筋すじに当たる者たちが立ち上がり、

「貴様、我々まで巻き込むのか!?」

「正直に申せ！　貴様一人の為ためにエン一族を滅ほろぼす気か！」

　と責め立てた。四し面めん楚そ歌かとなったエンシンは、真っ青になった顔から滝たきのように滴したたる汗あせを拭ふきもせず、万ばん策さく尽つきたかのように口を開けていた。

　そんなエンシンに、上かみ座ざから見下ろしたレイリンが追い打つように強く言い放つ。

「さあ、この場で正直に白状し、罪を認めるか、それとも関係のない他の者も巻き込んで族滅を受けるか、選びなさい！」

　華か楼ろう閣かくにいた文官たちは、その極限の緊張感に黙もくした。彼の返答を、静まり返り固かた唾ずを呑のんで見守ったのである。

　そしてエンシンは漸ようやく口を開くと、その罪を認めたのだった。

　その日一日、華か楼ろう閣かくは恐きよう怖ふに包まれた。レイリンに名を呼ばれる恐怖。そして如い何かなる言い訳を前にしても、それを上回る証拠を突きつけられる恐怖。親族からは目の敵かたきにされ孤こ立りつする恐怖。そしてその罪に対して、廷てい尉いであるコウソンからは、過か剰じようとも言える重い罰ばつ則そくが科かせられた。

　その場にいた全ての文官は、誰だれもが生きた心ここ地ちがしなかった。

　この一日を以もつて、実に宮中に勤つとめる文官武官士官、あらゆる職種の人間の中から二〇七人の人間が罪に問われ、内、最後まで言い逃れをした二三名は族滅の憂うき目めに遭あう事になった。

「以上を以もつて儀を終わる」

　そう言いい退のけたレイリンは華か楼ろう閣かくで平へい伏ふくする者たちを睥へい睨げいした。

　誰もがその顔から畏い怖ふの念を抱いているのが見て取れた。そんな静まり返った華か楼ろう閣かくの玉座の前で、レイリンは小さく息を吐つく。その音すらもこの空間の後ろまで聞こえそうなほどに、静まり返っていた。

　そしてレイリンはそんな恐怖と緊張に包まれた仕官たちを見下ろしながら、女帝以外座る事が許されない玉座に腰を掛かけた。

「「「「おおおおおお！」」」」

　一いつ介かいの姫でしかないレイリンがそこに腰を掛けるという行こう為いはまさに暴ぼう挙きよ。だが今、この空間に於おいてそれに異を唱える事が出来る者などいなかった。

　いや、状じよう況きようはその逆へと傾かたむいていた。

　この圧あつ倒とう的てき緊張感を孕はらんだ華か楼ろう閣かくに於おいて、その玉座に腰を掛ける事が許されるのは、レイリンを於おいて他にいない、という空気が出来上がっていたのだ。この場にいた者たちの誰の目にも、宗教的なまでにレイリンの姿が神こう々ごうしく映っていたのは疑いようがない。それ程ほどまでに彼女はこの場を支配していたのだった。

　そんなレイリンの姿を、文官たちの列の中に身を置いたコウソンだけが息を殺して見守っていた。彼女の心の裡うちを知っていたからに他ならない。

　あのやさしく、人を憎む事を知らないレイリンが、多くの文官たちに厳きびしい言葉を放ち、極きよつ刑けいを言い渡した。一いつ切さいの憐れん憫びんも感じさせない冷たい表情の裏で、彼女が何を胸に抱いだいているのか知っている。

　胸が潰つぶれるような思いをしている事は手に取るようにわかる。だが自分が選び、自分が決めた道を行く彼女に、迷いはないだろう。己おのれの芯しんとなるものを裡うちに秘ひめ、そして為なすべき事を為なす。それこそが女帝たる者のすべき事と心得ているのだろう、そう思った。




　そして罪に問われた文官たちの刑けいの執しつ行こうは即そく座ざに行われた。彼らは、大衆の往おう来らいに晒さらされた。執しつ行こう官かんが一人一人の罪状を読み上げるたびに、観衆は怒いかりの声を上げた。何しろ民衆から捲まき上あげた重税を己おのれらで着服し、その為ために更さらに重い税を課し、果ては都合の悪い民衆に対しては無き罪を着せ情報を封ふう殺さつしたりと、権力を使った横おう暴ぼうの数々が露ろ呈ていしたからである。

　罪状が読み上げられると、元文官たちは磔はりつけにされ、宮廷兵が次々に槍やりを突き立てた。

　往おう来らいは元宮廷仕官たちが滴したたらせる血の色に染まった。

　民衆はそんな罪人である仕官たちに石の礫つぶてを投げつけた。本来であれば止めるべき執行官も放ほう逐ちくし為なすがままにしておいた。これは廷てい尉いであるコウソンからの命令だった。民の感情の矛ほこ先さきをそれら罪人に向けさせ、国民の感情を操あやつったのである。更さらにそれを裁さばいたレイリンに対する評価は中ちゆう原げんの都中に轟とどろいた。もう誰もが次期女帝はレイリン以外いないという空気が都を包んでいたのである。

　この一日で二〇七名の宮廷仕官と、族滅を受けた一二六名が刑に処しよされた。

　女子供と言えど容よう赦しやなく槍を突き立て腹を割さかれる光景は一見すれば惨むごたらしい。だが今この場に於おいては、その意味合いが違ちがって民衆の目には映った。

　それはこの国が良い方向に変わる為ための、強い意思表示に映ったのだ。レイリンを頂点として、この国は変わる。その為ためにはたとえ女子供と言えど、そこに酌しやく量りようの余よ地ちを与えず、容よう赦しやはしない――そんな力強さを感じていたのだ。

　死体は百日往おう来らいに晒さらされる事になる。腐り落ち、醜しゆう悪あくな姿を晒しても、それでも許される事はない。死肉を鴉からすが啄ついばみ、削そげ落おちた腐ふ肉にくを野犬が持ち去った。人々は日ごとその場を訪おとずれては石を投げつけたり、罵ば声せいをあびせかけた。

　子供が来ては「おまえのせいで父が死んだんじゃ」と棒で死体を打うち据すえた。

　既き婚こん者しやが来ては「生まれてこれなかった子の恨うらみだ」と言って路上に転がり落ちた死体を踏みつけた。

　老人が来ては「子や孫に先立たれる親の気持ちがわかるか」と手にした石で死肉を擂すり潰つぶした。死体に群がる民は日ごと増え続けた。日々の鬱うつ憤ぷんを、苦く渋じゆうを強しいられた怒りを仕官たちの死体に吐はきだしぶつけたのだ。

　その光景は宮中の文官たちを委い縮しゆくさせるのに十分だった。その後、権力闘争の動きは一気に衰すい退たいしていった。と同時に民衆の中には宮中の悪政が一いつ掃そうされ、更さらに第五姫レイリンが女帝に就つく為ために封ほう禅ぜんの儀ぎをするという噂うわさも相あいまって、活気に満みち溢あふれた。それまでの重税に苦しんでいた民衆の顔に笑え顔がおがあふれるようになったのである。

　全すべてはコウソンの思惑通りに動いていた。民の不満が解消されるという事は重要だ。たとえ税率が今のままでも民はそれ程ほど不満に思わない。なにより物流が良くなれば世を廻まわる金がよく動く。そうすれば税収がラトルグの国庫を潤うるおし、それはそのまま国の力となる。これから戦乱へと突とつ入にゆうせねばならないラトルグにとって、これは必須条件であった。

　そして宮中には邪じや魔まだてする者もいなくなり、レイリンを玉座に就つかせることが出来る。

　だからこそ、早急に封ほう禅ぜんの儀ぎを為なす必要があった。抑よく止ししている文官たちが再び力を持つ前に。予あらかじめ準備を整えておいた各諸侯への文ふみを順次発送していく。国中に封ほう禅ぜんの儀ぎを為なすことを喧けん伝でんする必要があったからだ。

　そしてそれらの戴たい冠かん式しきの為ための準備は僅わずかな期間で整ったのだった。

　それと同時にソホウ将軍の護衛の下、西にある内仙ネイシエン山へとレイリンを連れた封ほう禅ぜんの為ための行列が伸のびた。通過する街はどこも歓かん待たいの空気に震ふるえた。

　道中、馬車の中でレイリンはふとコウソンにこんな事を尋たずねていた。

「コウソンよ」

「はい」

「貴方あなたは昔、内仙ネイシエン山の仙せん人にんの下にいたそうですね」

「左さ様ようにございます。親をなくし、行く当てのなかった私を育てて下さいました」

「そこでは神しん仙せんの教えをコウソンも乞こうたのですか？」

「いいえ。私が教わったのは宮廷作法や、九きゆう品ひん官かん人じん法ほうの試験の為ための学でございます。下界に降りる事を最初から前提に育てられました。だから、私に神仙の教えを聞かれても皆かい目もく見当もつきません」

「そうなのですか？　コウソンは少し浮世離れしている所があるので、てっきりそれが神仙の下にいた影えい響きようかと思っていました」

　そう言って悪戯いたずらっぽく笑って見せるレイリンに、コウソンが真ま面じ目めな顔で、

「さて……浮世離れしているでしょうか？」

　と言うと、隣となりにいたリャンナまで噴き出した。

「ふふ……コウソンは自覚がないのだな」

　別段バカにした様子はない、という事は本当に自分は少しばかり浮世離れしているという事なのだろう。中々難しいものだ、とコウソンは思いながら、一行の長い列は内仙ネイシエン山へと続いていった。




　内仙ネイシエン山の山道を只管ひたすらに登っていくと、巨きよ大だいな門が見えてくる。

　それは人界と仙せん界かいと分かつ太極タイジー門。

　ここから先はレイリン一人で行かねばならない。

「どうぞお気をつけて」

「ええ、大だい丈じよう夫ぶですよ。ここから先は神仙の者が付いて下さいます」

　玉ぎよく璽じを手にしたレイリンは、コウソンに向かい笑みを浮かべると、音楽が掻かき鳴ならされ太極タイジー門が開かれる。

　世界の境界とされた門を潜くぐり抜ぬけ、レイリンはゆっくりとした足取りで内仙ネイシエン山の頂上を目指すように山道を歩いた。眼がん下かを雲が流れ、方々には急きゆう峻しゆんな山々が見える。

　山道は石いし畳だたみが敷しかれているとはいえ険けわしく、一介の姫ひめ君ぎみが歩くにはあまりに困難であった。

　さらに手にした玉ぎよく璽じは重く、途と中ちゆうそれを地に付ける事は敵かなわない。石段を登り続けると次第に息が切れ始めた。標高もあるがそれ以上に、急きゆう峻しゆんな登り階段がレイリンの身体を痛めつけた。

　だがこの儀ぎ式しきは途中であきらめる事を許さない。

　そうして石段を登り続けると、そこには齢よわい30程ほどの男女が現れレイリンに向かって頭を下げながら迎むかえた。

「ようこそ内仙ネイシエン山へ、第五姫レイリン様。守しゆ仙せん天てん尊そんのブテイクンにございます」

「同じく、守しゆ仙せん真しん人じんエイセンにございます」

　そう名乗る二人にレイリンは小さく頷うなずき返かえす。

「お迎えありがとうございます……」

「封ほう禅ぜんは開門と同時に始まっておられます。歩きながら話しましょうぞ」

「ええ、それでよろしければ」

　そう言いながらレイリンと二人の仙人は歩き出す。歩みを進めながらレイリンはふと、二人の顔を見て疑問を浮かべた。するとブテイクンがそれに気付いたように口を開く。

「おやレイリン様、訝いぶかしげなお顔をされていますが、如何いかが為なされました？」

「……あ、いえ……仙人と聞いておりましたので……その……」

「もっと老人だと思っていた？」

「………はい」

　素す直なおにレイリンが首しゆ肯こうすると仙人の二人は笑い声を上げた。

「神仙の者は永続的に生きるなどと言う謬びゆう説せつが広まっておりますからな」

「嘘……なのですか？」

「然しかり然り。我々とて人の子。天てん寿じゆが尽つきれば朽くちましょう。だが肉体は朽くちても、理ことわりは残ります」

「理ことわりですか」

「我々は理を解き明かしながら研けん鑽さんを続け、その教えを連れん綿めんと伝える。教えは常つねに一つの真理の為ためにあり、それを為なすが故ゆえに一つとも言えるし、一つでないとも言える」

　禅ぜん問もん答どうのような言い様にレイリンは小首を傾かしげる。

「ブテイクン殿はその真理に到とう達たつされたのですか？」

「いえ、私などにはとても……」

「だが到達が出来ぬが故ゆえに、そこが到とう達たつ点てんでもある」

「それが神仙の世の理ことわり」

　レイリンはわかるようなわからないような、不思議な気持ちになった。そうこうしているうちに、山の頂いただきが見えてくる。

「さあ、ここからは姫、お一人で」

「神代の理ことわりに触ふれられる者のみが」

　コクリと二人に頷うなずき返すと、レイリンは更さらに階段を登り続けた。山の頂には祭さい壇だんが設しつらえてあり、そこには玉ぎよく璽じを置く為ための龍りゆう坐ざがあった。レイリンは龍坐に玉ぎよく璽じを置くと、深く深く頭こうべを垂たれ、祝詞のりとをあげた。鈴すずのように響ひびくその声は天へと上る。玉ぎよく璽じは赫かつ赫かくと光を放つと、一転、その光は雲を突く。まるでレイリンの声を天に届けるかのような光景であった。

　すると雲が割れ、金こん色じきの光がレイリンに降り注ぐ。それは陽光とは一線を画かくす神々しくもやわらかな光。

　そして割れた雲の間から現れた神の姿はこの世のものとは思えぬ紫し紺こん摩ま尼にの輝かがやきを讃たたえる龍の姿であった。ラトルグ国全土を守護し、民の安あん寧ねいを司る化け身しん、蛟こう龍りゆうである。

　雲と雲の間をその長大に伸びる身体からだが揺蕩たゆたい、レイリンの目の前に姿を現した。

　緩ゆるやかに天を舞まう蛟こう龍りゆうとレイリンの瞳ひとみがあった。

　そして次の瞬間には――レイリンの身体は玉虫色の蛟こう龍りゆうの背に乗っていた。蛟龍は雲を割り天高く飛ひ翔しようする。その眼がん下かには、ラトルグ国全土があった。内海の向こうにはグラウスタンディア皇国の山々。南にはスクルタビア連合国の木々に覆おおわれた大地。そしてその向こうには、リジア宗旨国家の岩石砂漠が広がっている。気が付くと、そんなネイレシアの大地は小さな点となり、外海の向こうに広大な大地が見えてくる。ネイレシア大陸を凌りよう駕がする圧あつ倒とう的てきな大地。

　木々が生おい茂しげり、至る所に不足なく水が流れ、見た事もない動物たちが野を駆かけていた。

　花が咲さき誇ほこり、雪解けを告げるように暖かな風が甘あまい蜜みつの香かおりを運んでくる。

　こんな大地が外海の向こうには広がっていたのかと、溜ため息いきを吐ついた。

　理想郷のような光景にレイリンはただ言葉もなく見み惚とれていた。

　するとどこからか、レイリンに向かって声が放たれる。

『神に選ばれし宿しゆく星せいの仔よ。さあ、我の下に来るのだ』

　世界が呼びかけているのだと理解した。この大地と空、そしてこの場にある全てが、自分にそう語りかけている。そう感じたレイリンは声に導かれ、その足を踏み出す。

　瞬間、周りの風景は一変した。

　漆しつ黒こくの闇やみに包まれ、身体の感覚が突然失われた。天と地の区別がつかなくなる。自分が闇の中に浮いているのか、それとも落ちているのかも分からない。どこまでが自分の身体で、どこまでが闇なのかも覚おぼ束つかない。

　そんな時、闇の向こうに八匹の獣けものが現れた。いや、違う。獣ではない。よく見ればそれは異い形ぎようの姿をしたモノであった。鎖くさりに繋つながれ蠢うごめくように鳴き声を上げるモノ。

　そのうちの一匹を見て、それがいったい何者なのか、漸ようやくレイリンにも見当が付いた。それは自らが神と崇あがめるモノであった。

　蛟こう龍りゆうがのたうつように、その長い身体を撓しならせ、雁がん字じ搦がらめにする鎖を断たち切きらんと翻筋斗もんどりを打っているかのようであった。

　そこには、あの天を割って現れた紫し紺こん摩ま尼にの神々しさは微み塵じんもなかった。まるで命いのち乞ごいをする獣の様に、助けを求め咆ほう哮こうを上げているような響きがある。

「………なんでっ!?　………そんなっ!?」

　目を見張りそう口にしたレイリンの脳のう裏りに、何者かが呼びかけてくる。

『其方そなたらの神々だ』

「………貴方あなたは？」

『これら罪ざい神しんを観みる者である』

「罪神？」

『左さ様よう。我らが世界に於おいて、罪を為なした神々だ。此これら神々はその罪を贖あがなう為ためにネイレシアに降ろされた。其その禊みそぎは罪神たちによって贖あがなわれる』

「それはどのように為なされるので？」

『罪神を宿した其方そなたらが、他の罪神の下へと赴おもむき、其その神を喰くらう。喰われた神は禊みそぎを済ませ、存在が世から消え罪は贖あがなわれる』

　それはつまり、ネイレシアに於おける戦乱は、それら罪を為なした神々の禊みそぎの為ための戦争と言うことなのか？　レイリンはただ呆ぼう然ぜんとし、すぐに我に返ると毅き然ぜんと言い放った。

「ならば神々だけで行えばよろしいでしょう。何な故ぜ人が神々の罪を背せ負おって武器を取らねばならぬのです？」

『それは其方そなたら人間も、罪を背負っているからだ』

「人間が……」

　到とう底てい及およびもつかぬ答えだった。

「いったい人間にどのような罪があるというのです？」

『人が欲ほつして神を作った。神は人に請こわれて生まれた。人の願いが神であり、超ちよう越えつした存在として天上に住まう者となった。だが超越した力を持った神の中には欠けつ陥かんを抱かかえた神々もいた。それらを淘とう汰たする為ために、我らは神々を査さ問もんし、その中でも欠陥の多い罪深い神を地に降ろした。人が作り出した神の罪を、人が贖あがなう事に理由など必要あるまい』

　レイリンは納なつ得とくのいかない気持ちが心を占しめていた。だが反面、神に頼たよろうとする人間たちを知っている。自分とてその一人に過すぎない。封ほう禅ぜんの儀ぎという神降ろしをしなければ女帝と認められないのだ。神はこの社会構造の中にまで根深く食い込んでいるのである。

　人々の自然への畏い怖ふや、善とされる事への信心。また悪への天てん罰ばつを信ずる事とて神を前提とした構造で成り立っている。

「ではこのネイレシアの戦いを終わらせた暁あかつきには、我々は神々から解放される、そう言う事なのですか？」

『人は神から解放はされん。何かを信じる事そのものが神を許容する行為なのだから』

　レイリンはその言葉の意味を須すべからく理解し、そして絶望した。

　神々の輪りん廻ねから人は逃にげられないのだ。人が何かに価値を見み出いだす行こう為いそのものが宗教であり、信じる行為が神であるのだというのなら、人はその自じ我がを捨て動物のように生きねばならないという事。そこには繁はん栄えいも幸福もなく、ただ獣のように野を駆かける事でしか救われない魂たましいのみが残るという事。

『おまえが善とする政治。民を思う気持ち、家臣に対する信しん頼らい。それら全ては信じる事によって形を与あたえられている。おまえが石ころを石ころだと認にん識しきし、それを疑わない行為そのものが宗教であり、神なのだ』

「もしあなたの言う通りだとするなら、人は永遠に宗教や神から逃げられないという事ではないですか！」

『左さ様よう。認識こそが神であり、価値を付ける事が宗教だ。信じる行為は即すなわち、他の者が信じる行為との相そう違いを生む。結果はその相違を統一する為ための争いへと発展する。それが今地上に蔓延はびこる戦乱に他ならない。人はこの輪りん廻ねから逃れる事は出来ず、戦いくさと平時を幾いく度ども繰り返し続ける。たとえ豊ほう饒じようの大地を手に入れたとしてもな……』

　なんて―――なんて悲しい運命の中にあるのだろうか。人はその種の終わりの時まで戦い続けなければならないというのか。一ひと時ときの平時を平和だと謳おう歌かし、そして再び戦乱へと転がり込んでいく事を幾いく度ども繰り返すのか。

　項うな垂だれるように膝ひざを地に突いたレイリンは漸ようやく呟つぶやくように、

「余よは――それを望みません」

　とだけ口にした。人の幸せを願う限り戦が絶えないのなら、そんな物は願いたくない。やさしい気持ちが戦を引き起こすなら、そんな気持ちは抱いだきたくない。だがそう思う事そのものが、神の存在を前提としている。

『おまえが望んでも望まなくとも、戦は起きる。おまえに出来るのは一ひと時ときの平時を手に入れる事のみ。戦乱を長びかせるのもおまえの選せん択たく。平時を短命に終わらせるのもおまえの選択。それが女帝の血を持って生まれたおまえの天命だ』

　レイリンは瞳から涙なみだの粒を幾いくつも零こぼした。こんな事があるだろうか。永久なる平へい穏おんを手に入れる為ために戦乱を平定しようとしていた自分の行為は、いったい何だったのだろうか。その為ために女帝の位を姉妹で争あらそっていたのは何だったのだろうか。

　いやそれすらも、この神が言う人の認識による輪りん廻ねの上での出来事と言えるのだろうか。

　自分がたとえ身を引いても戦は終わらない。

　レイリンは声を上げて泣いた。か弱き子供が助けを請こうように。生きとし生ける者の絶望を一手に背負ったその身体は、あまりに重く、あまりに苦しかった。その双そう肩けんの片方には人々の願いや希望が乗り、そしてもう片方には決して終わりのない絶望が乗っていた。

　二に律りつ背はい反はんの理ことわり。己の希望は同等の絶望によって保たれ世界は調和を成なす。わかっていた事なのに、それが実感として押おし寄よせたレイリンは、そのあまりに過か酷こくな人の運命にただ只管ひたすらに泣き声を上げた。

　――この絶望に染まった世界を……絶望に気付くことなく暮らす人々を安あん寧ねいに導く手段は？

　答えは明めい瞭りようだった。いや、一つしか残されていなかった。世の理ことわりがただ諾だく々だくと安寧を授さずける事を拒こばむのなら、対たい峙じするしかないのだから。

　――戦に勝たねばならない。

　たとえどんな方法、手段、策を弄ろうしても、ネイレシアに於おける戦を終わらせる。そしてたとえ一ひと時ときと言われようと安寧な日々が長く続くように、法の整備を徹てつ底てい的てきに行う。

　そうするしか、この世界に平和を齎もたらす方法はないのだ。

『神に選ばれし仔レイリンよ。其方そなたはその身に神を宿すか』

　顔を上げたレイリンの瞳には先ほどまでの涙はなかった。決然とした表情で、その闇の向こうに存在する何かに向かって言い放つ。

「お受けいたします。この世界の戦乱に逆らい、安寧を手に入れます」
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　その瞬しゆん間かん、世界に光が戻もどった。

　そこが内仙ネイシエン山の山頂であるという事が解わかるまで暫しばしの時間がかかった。漸ようやく意識がはっきりとしたレイリンの中で、明らかな変化が感じ取れた。

　自らの身体の内外になにか別の存在を感じる。それは先ほど自分が乗った、蛟こう龍りゆうその物である事は明白だった。レイリンは再び玉ぎよく璽じを手にすると、それを持って下山を始めたのだった。




「御おん身みに神を宿されましたな」

　ブテイクンは薄うすく笑えみを浮うかべ、戻ったレイリンを祝福した。傍かたわらにいたエイセンは静かに彼女から玉ぎよく璽じを受け取ると深く傅かしづいた。

　そんな二人の後ろには、先ほどは見なかった少女が立っている。不思議そうにレイリンと、そしてその周りを取り巻く空気に目を向けている。

　その様子だけで、レイリンにはこの少女が何者かわかった。

「その者は……人に非あらざる者ですね？」

　するとエイセンが静かに息を吐つく。

「左さ様よう、ウツロにございます。私と御み霊たまを分かちました。名をハクレイと申します」

　ハクレイと呼ばれた少女はぼんやりとした両の眼まなこを瞬またたかせた。

「エイセン、あれは罪ざい禍かを背負ってるぞ。食っていいか？」

「おやめなさいハクレイ。それは理ことわりに反します」

「でも……」

　エイセンに窘たしなめられてハクレイはシュンと小さくなる。するとブテイクンが前へ進み出てレイリンに言った。

「ウツロは神代の頃ころから戦乱の兆きざしとして、また英えい雄ゆうを世に下ろす者として、凶きよう兆ちようとも吉きつ兆ちようとも言われております。ただこのラトルグにも戦乱の兆しがあるという事だけは、違たがえようのない事。我々は然しかるべき時を待ち山を降りようと思っております」

「神仙が山を降りるのですか？」

「殺さつ戒かいを破る時……という事になりましょう。数千年に一度、神仙もまた人を殺あやめねば理ことわりの中にいる事が出来ぬ者。人が人を殺めるは人の理ことわり。我、人に非あらずして人の理ことわりを求めん。なればこそ人の世に降りるのもまた運命。内仙ネイシエン山にウツロが降りたのがその証しよう左さでございましょう」

「山を降りるのなら、宮廷を訪たずねてください。仙人が味方になればどれ程ほど心強い事か」

「心に留とどめさせていただきましょう。それと、これをコウソンにお渡わたし願えますか？」

　そう言ってブテイクンは竹の筒つつを差し出した。レイリンがそれを受け取ると、どこか湯とう治じ場ばのような香りがした。

「これは？」

「お渡わたしいただければ、わかる筈はず」

「わかりました」

　そう言うとレイリンは竹たけ筒づつを手に、下山した。




　太極タイジー門まで戻ると多くの家臣たちが、レイリンの帰りを今か今かと待ち構えていた。彼女の姿が見えた瞬間、そこにいた全ての人間が歓かん声せいを上げレイリンを迎えた。

　すぐさま、疲れ切ったレイリンは馬車に乗せられ、下山の途とに就つく。そんな馬車の中でレイリンはコウソンに、ブテイクンから託たくされた竹筒を渡した。

「これをコウソンにと」

「これは？」

　筒の中からする臭においに、コウソンは確信めいた顔をした。彼かれは筒の蓋ふたを取ると、鉄皿の上に少量出して見せる。真っ黒な黒炭の粉のような物が出てきた。

　レイリンは首を傾げながら、コウソンに問うた。

「これはなんですか？」

　するとコウソンは息を呑のみながらこう答えた。

「………雷らい火かの粉です」

　そう聞いてもレイリンには、それが一体どんな物なのか見当もつかない。

　するとコウソンは火を持ってこさせ、それを黒い粉に近づけた。その瞬間、雷火の粉は勢いよくパチパチと燃え上がり、独特の臭いが馬車の中に立ち込めた。コウソンがすぐさま窓を開け、煙けむりと臭いを外に逃がす。レイリンはそんな彼に問いかけるように、

「………これは使い様があるのですか？」

　と言うとコウソンは、不気味なほどに笑みを浮かべて口を開いた。

「それどころか、これを量産すれば、ラトルグに敵はいなくなります」

　彼が確信的にそう言った言葉の意味をレイリンは正しく理解することが出来なかった。それはこの雷火の粉が、戦に対してどう役に立つのか、想像も出来なかったからだ。

　そんなレイリンを他所よそに、コウソンはその竹筒を注視していた。

「……随ずい分ぶんと意地の悪い悪戯いたずらが施ほどこされていますよ」

　そう言うと雷火の粉を別の器に空あけ、空からになった竹筒を拭ふきとって、それを火で炙あぶった。

　すると竹筒の表面に見る見るうちに文字が浮かび上がる。そこには硫い黄おうや木炭の文字と一いつ緒しよに、その分量が浮かび上がってきたのだ。

「雷火の粉を作るための、材料と分量ですね」

「でも作り方は……」

「製造法は私が存ぞんじております。ただ分量の配分がかなり難しかった。それがわかればこのラトルグで世界が想像もしなかった武器を製造することが出来ます。これまでのような物とは一線を画かくするような武器が……」

「それはこの戦乱を終わらせるのに……」

「確実に役に立つでしょう」

　コウソンはそう言いながら竹筒に書いてある文字に目を落とした。

「私の知る中で、信頼できる筋に渡して量産させましょう。少なからず、リジアやグラウスタンディアとの戦いには役に立つように用意できます」

　そう言うとコウソンは竹の筒を懐ふところに納おさめたのだった。




　レイリンを護衛するソホウ軍が中ちゆう原げんへと帰ると、そこからは新たな女じよ帝ていの降臨に都中が祭りになった。

　各地方の諸しよ侯こうたちが列席した宴うたげは連日に渡り催もよおされた。途と中ちゆう、タタル族が三万の兵を引き連れ中原の都を訪れると、エンサ単ぜん于うと右う賢けん王おうシャグリ、左さ賢けん王おうショウジャクが謁えつ見けんにやってきた。彼らにも然しかるべき酒しゆ宴えんの席が用意されていたのだ。

　この宴うたげの間に、コウソンは次にすべき事の為ための準備を始めていた。各諸侯が顔を連つらねるこの場でラトルグ国がネイレシア全土に向けて覇はを唱える為ための地じ盤ばんづくりであった。

　その為ために最初に招集したのは、リョゲン将軍であった。彼は過去シュウバイとの政せい争そうに負けた結果、罪人扱いをされ蟄ちつ居きよの身になっていた。自宅から出る事の出来なくなった彼の蟄ちつ居きよを解とき、将軍の位を戻して招集したのである。

　老ろう齢れいながらも頑がん健けんな体たい躯くをしたリョゲンは、蟄ちつ居きよを解かれるとすぐにコウソンの前にやって来た。

「ほう貴き様さまがコウソンか……儂わしの蟄ちつ居きよが解かれたのは貴様のおかげだそうだな？」

「いえ、全てはレイリン様のお決めになった事」

　文官じみた言い回しのコウソンに、リョゲンはむっつりとした様子で鼻を鳴ならした。

「ふん、ならばそういう事でも構わん。して何な故ぜ、今いま更さら儂わしを招集した？」

「はい、これよりスクルタビア連合国に対し、降こう伏ふくを勧かん告こくしようと思いまして」

　ラトルグ国より南東に位置するスクルタビア連合国。四つの邦くにからなるスクルタビアを攻せめるとなると、これは大だい事じである。

「……ふむ、しかしスクルタビアは列強だ。簡単には行くまい。儂わしが軍を動かしても、そうそう落とすのは簡単ではないぞ」

「ええ。なのでもう一人、有能な将軍を捜さがして欲しいのです」

「………さて、誰を捜さがせと言うのだ？」

「ヨトク将軍にございます」

　その名を聞いたリョゲン将軍は顔を顰しかめて嫌いやな顔をした。

「あいつは気が狂くるっている。貴様も奴やつの噂は聞いているだろう？」

「ええ」

　ヨトク将軍に関する話は有名であった。嘗かつてあまりに宮廷の意向にそわないが為ために、北方警備隊に回された将軍。だが彼は北方にてタタル族に対し守りの戦をしなかった。兵へい站たんの届かない北方で食う為ために、移動するタタル族を見つけては血祭りにあげ、それら部族からあらゆる物を強ごう奪だつして回っていたのである。その相手はタタルの戦士に限らず、略りやく奪だつの為ためには女子供も問わず皆みな殺ごろしにし、エンサ単ぜん于うの怒りを買った。結果、タタル族の総そう攻こう撃げきを受け、軍は一度バラバラになってしまったのだ。

「奴はその責任を問われ、独どく房ぼうに繋つながれている筈はずだが」

「現在も中ちゆう原げんの都の端はしにある泰峰タイフオン窟くつの牢ろうにいる筈はずです」

「あそこに入れられてまだ死んでいないのか？」

「死亡報告はされていません。何より、それくらいで亡なくなられる方とは思えません」

「……そうさな」

　首しゆ肯こうしながらリョゲンは苦い顔で笑った。

「そのヨトクを儂わしに連れて来させようという訳か？」

「はい。牢の中に入れられたヨトク将軍は正気を失われているとの事。誰が掛けあっても、骸むくろにされるのが関の山だとか」

「それで儂わしに行けと言う訳か……困ったもんだな」

「リョゲン将軍はヨトク殿を育て上げた方。他に頼たのめる相手もいません」

「ふむ……しかしヨトクまで使ってのスクルタビア攻めか……してどう編成を組むつもりじゃ？」

「はい、それについては……」

　その時、室内に急に人の気配が現れた。

　逸いち早はやく気付いたリョゲンが剣けんの柄つかに手をかける。

「その話、俺おれも交ぜてもらいたい」

　そう言って現れたのは、タタル族将軍、右う賢けん王おうシャグリ。そして彼を引き連れてきたのはソホウ将軍だった。

「シャグリ殿、それにソホウ殿でしたか」

　コウソンの言葉にリョゲンは張りつめさせた空気を解といた。それを合図にシャグリが室内へと入って来る。

「傷はもう良いのか？」

「おかげさまで。ところでこの話に交ざるというのは？」

　するとシャグリは武ぶ辺へん者ものらしく勇いさましく笑った。

「何、我々が引き連れてきた三万の兵に戦をさせたくてな」

　それを聞いたリョゲンが「ほう」とつられたように笑みを漏もらす。

「タタルの民たみは女子供問わず、馬に乗る者は皆みな戦士だ。だが、今回引き連れてきたのは一いち様ようにみな若い……つまるところは経験が浅い者たちばかり。三万とは言えど、その手た綱づなを牽ひき間ま違ちがえれば一万の兵にも劣おとる。だから戦があるのなら、是ぜ非ひともご一緒させてほしいのだ」

「その手た綱づなを取るのは当然シャグリ殿なのでしょう？」

「当たり前だ」

　シャグリは勇ましく鼻息を荒くした。

　その様子にリョゲンは頭を掻かきながら「やれやれ」と呟つぶやいた。

「よかろう。この宴うたげの間に、ヨトクを説得して見せるわっ。だがな、もう一つ、重大な問題があるぞ」

「はい」

　コウソンもリョゲンが言う重大な問題には見当が付いていた。

「ヨトクに軍をやると、兵はほぼ骸むくろになる。奴について行けるような兵はそうそうにおるまいて」

「それも考こう慮りよに入れております」

「というと？」

　コウソンは勿もつ体たいつけるように彼ら全員の顔を見る。

「我々がこれからせねばならぬことを、よく考えてください」

「世界に覇はを唱える為ために……という事だな？」

「左さ様よう。ラトルグがネイレシア全土を手に入れるには、先まずスクルタビア連合国を手中にし、リジア宗旨国家に対する陸路からの進しん撃げきを可能にすることが先決。スクルタビアさえ手に入れば、その後はリジアへの侵しん攻こうと同時に、グラウスタンディアへの侵攻も可能になります」

　するとその話をソホウが遮さえぎった。

「待て。もし盗とるならスクルタビアよりも先に、今兵の大多数がリジアに向いているグラウスタンディアを盗るべきではないか？」

　しかしコウソンはその提案に対して首を横に振ふった。

「それはなりません。今グラウスタンディアを攻こう撃げきすれば、敵はすぐさま兵を二分し、ラトルグ、グラウスタンディア、リジアの三国間で泥どろ沼ぬまの戦せん況きようを呈ていします。三国共ともに疲ひ弊へいしてしまう。そうなれば、どこがおいしい思いをするか？」

「……それに参加しなかったスクルタビアの一人勝ちか」

「そうです。であればグラウスタンディアには、攻せめられる心配を抱いだかせぬよう、我々がスクルタビアとの戦争を開始すべきなのです。そうすれば、グラウスタンディア、リジア両国は心置きなく決戦に挑いどみ、勝手に消しよう耗もうしてくれる」

　すると今度はリョゲンが口を挟はさんだ。

「しかしそれでスクルタビア攻めをすると言っても、我々とて消耗するではないか？」

「はい。だから先さき程ほどの話に戻るのです」

「ヨトクか？」

「そうです。我々はグラウスタンディアとリジアの戦いが終わる前にはスクルタビアとの戦を終わらせたい。その為ためにヨトク将軍が必要なのです」

　コウソンのその言葉に、一同が息を呑のんだ。

「待て、それは流石さすがに無む茶ちやだ」

「そうだ。どんなに戦力を投入しても、たとえヨトク程ほどの男を投入しても、そんな早さつ急きゆうにスクルタビアを落とすなど」

「できます」

　静かにコウソンはそれだけを口にした。水を打ったように静まり返った。そしてコウソンが再び口を開く。

「蝗こう族ぞくを徴ちよう兵へいします」

　その一族の名に、リョゲン、ソホウだけでなく、シャグリもまた顔を顰しかめた。

「蝗こう族ぞくとは、あの……」

「いかん！　あれは兵ではない！　あれは人の道に悖もとるやつらだ！」

　色めき立つ将軍たちを前に、コウソンは言いい含ふくめるように声を強める。

「ですが、彼らを使えば、スクルタビア四国を最小限の被ひ害がいで早さつ急きゆうに手に入れる事が出来ます」

　蝗こう族ぞくとはラトルグ国の南側にある山脈に暮らす民族である。ひどく痩やせ細ほそった身体をした民で普ふ段だんは木の根を食はんで生活する民族だ。ラトルグ国に併へい合ごうされてからも、未いまだ特有の文化の残る数少ない民族だった。

　その名を聞いたソホウはやはり未いまだ顔を顰しかめて溜ため息いきを吐つく。

「コウソンが考えている事はわかるが、それはスクルタビアで血の雨を降らすという事になるぞ」

「しかし長期にわたって戦う事はラトルグを悪戯いたずらに疲ひ弊へいさせるだけです。グラウスタンディアやリジアとの戦いに国力を温存しておかねば、我々の国は他国に食い物にされるだけ」

「……手段は択えらんでられない……か」

　漸ようやくその段になって各将軍は、コウソンが考えている戦略を理解した。

「その為のヨトクと蝗こう族ぞくか？」

　苦々しく言い放つリョゲン。そして最も常識的な考えを持つソホウが釘くぎを刺さすように進言する。

「だが……それを女帝が許すとは思えん」

　その思いは誰だれしも同じであった。レイリンという新たな女帝に、あの蝗こう族ぞくとヨトクを掛かけ合あわせる事を口に出来るとは思えなかった。

　しかしそんな武将たちの反論を断ち切ったのはコウソンではなかった。

「おだまりなさい」

　その場に現れた者の姿に一同は深く平へい伏ふくした。そこに毅き然ぜんと屹きつ立りつしていたのはラトルグ国の新たなる女帝レイリンだったからである。

「これよりのスクルタビア攻めに対する方針はコウソンに従したがいなさい。たとえ隣りん国ごくから非難されるような残ざん虐ぎやくな行こう為いとて厭いといません。本当に悲ひ惨さんなのは、長く戦乱が続くことなのです。その為ために犠ぎ牲せいが必要だと言うのなら、余よは躊躇ためらうつもりはありません。存ぞん分ぶんに殺さつ戮りくし、恐きよう怖ふのどん底に落とし、そして屈くつ服ぷくさせなさい」

　それは今までのレイリンを知る者ならば耳を疑うような言葉だった。神をその身に宿し、彼かの女じよは変わってしまった。誰もがそう思ってしまいそうな言葉。

　だがコウソンは知っている。彼女が根源的に求めているものが何であるのか。

　それは変へん容ようしていない。変容したのは、その為ために用もちいる手段。そこに容よう赦しやがなくなったに過ぎない。なまじっかなやさしさは、戦乱の世ならば足あし枷かせとなり、戦を長引かせ、そして民を苦しめる。それを彼女は理解し、そして心を鬼おににしたのである。

　そうでなければ、より多くの犠牲と悲しみを生む事を知っているから。

「この戦乱を終わらせなさい。無益でなにものにもならない、この戦乱を」

　その言葉には誰に向けられたものかはわからぬ、怒いかりの色が見えた。

　武将たちはただ平伏し、「はっ」と返答したのだった。




　こうしてラトルグ国の大陸制覇に向けた攻こう防ぼうが表面化した。

　外交官エンショウが先だってスクルタビア連合国、各かく邦ほうに対し国の明け渡しを要求する声明文を持ちラトルグ国を出しゆつ立たつした。ラトルグからの降こう伏ふく勧かん告こくをスクルタビアの代表たちは撥はね除のけるだろう。降伏条件があまりに厳きびしい内容だからだ。属ぞつ国こくになった暁あかつきには、スクルタビアは各邦が持つ神を奪うばわれ、実質植民地の様に扱あつかわれる。そして、民は永続的に奴ど隷れいの如ごとく扱われるのだ。そんな条件を呑のむ国がある訳がない。判わかり切きった交こう渉しようだった。

　そんなスクルタビアからの返答を待つことなく、右う賢けん王おうシャグリが率ひきいる騎き馬ば隊たい、そしてソホウ率いる歩兵隊は全すべてラトアニア海かい峡きようの対岸の赤島チーダオ港へと集結し、順次馬と兵を船に積つむ準備が整えられた。またリョゲン将軍、ヨトク将軍が率ひきいる軍は、赤島チーダオ港から北に位置する明ミン港から同時に出立している。

　ラトアニア海峡はラトルグ国とスクルタビア連合国を分かつ海かい峡きようである。外海から流れ込む海流が内海へと注そそぐ入り口となっており、とかく海流が強い。それ故ゆえ、直線距離は左さ程ほど大したことはないが、渡ろうとすれば難所として、商用船などは遠回りをする海峡だ。

　そう言った事情から、準備された船団を率いる将兵は皆みな、海運に長たけた熟練を中心に編成が為なされていた。

　赤島チーダオ港を出たソホウ軍シャグリ軍の船はスクルタビア連合国西端の邦くにシュダールの沖おきに停てい泊はくしていた。

　将軍たちは只管ひたすらに待っていた。

　交渉決裂の一報が届くのを。その報告が入った瞬間にラトルグはスクルタビアに打って出る。

　開戦の火ぶたが切って落とされるその時を、全員がただ息を殺して待っていた。

　そして運命の時が訪おとずれる。海上に高らかに狼煙のろしが上がったのだ。それはスクルタビアとの交渉が決けつ裂れつした事を知らせる狼煙のろし。

「来たか」

　狼煙のろしを確かく認にんしたソホウ軍が一いつ斉せいに動き出す。全軍が一いつ斉せいにシュダール邦ほうの港へと押し寄せた。その数はあまりに多く、シュダール邦沖の海はラトルグの船に黒く埋め尽つくされた。怯おびえ怯ひるんだ港の守りは崩くずすに易やすく、ソホウ、シャグリは西端に位置する港を一日で落とし、全軍が上陸する。

　同時刻、北側から侵攻したリョゲン、ヨトク軍も別の港を落とし上陸を果たした。

　それは破は竹ちくの勢いの進撃であった。

　ラトルグ国に於おいて、これ程ほどまでの大軍勢を動かす侵しん略りやくは嘗かつてなかったことである。

　ここから四将四方に分かれ、それぞれがシュダールの首都を目指す。シュダール邦ほう全てを屈くつ服ぷくさせる事が目的であった。

　だがこの時、同じ港に降りたソホウ、シャグリは知る由よしもなかった。

　これがシュダール邦民の大だい虐ぎやく殺さつの幕開けであったという事に。

　後の世に於おいて、

　――『昏くらき鮮せん血けつの女帝』

　そうレイリンを謂いわしめる「シュダールの戦い」の幕開けである。

　零れい帝てい元年（皇歴２１６年）一一月の事である。







第二章　法王庁







　ナターシア・リブレリアとカレン・スーサの二人は四し関かん門もんを抜ぬけた先でラクダを買い求め、そこから聖せい都とガリアまで只管ひたすらに進み続けた。身を隠かくしながらの強行軍にカレンを始めとした兵たちも疲れの色が濃こく見える。

　聖都ガリアに到とう着ちやくしすぐにその足を法王庁へと向ける。グラウスタンディア皇国皇都シオニアでの敗戦報告を法王にする為ためである。

　正装に身を包つつんだナターシアとカレン。

　二人を最初に迎むかえたのは、法王ではなくバルオロール・エルジオ元げん帥すいであった。

「此こ度たびの敗戦報告、大たい儀ぎでございましたな」

　身分の上ではリジア十二貴族は法王の次席に位置する故ゆえに、バルオロールはあくまで慇いん懃ぎんな態度で二人を迎むかえた。しかしその言葉の端はし々ばしには、明らかに見下しているかのような余よ裕ゆうが透すけて見える。それに対しナターシアは澄すました態度で返した。

「お迎えご苦労さまです」

「ほう、幾いく人にんものリジア貴族が亡くなられたというのに、ナターシア殿は無傷のようであられる。一体戦の最さ中なかにどこにおられたのかな？」

　明らかに無礼な言葉に、カレンが眉み間けんに皺しわを寄せる。だがナターシアはそれを軽く手で制し話を続けた。

「それを含ふくめ、法王陛下に直接ご報告し、リジアの今後について話し合うつもりです」

「であるなら、私に話せばいい。私から直接陛下にご報告しよう」

　やはりバルオロール元帥はリジア十二貴族を法王に近づけないようにしているようだ。

　総兵数１４０万と言われるリジア軍部の指揮権を持ち、内１００万の兵をその手中に握にぎっているバルオロール元帥。彼は法王を擁よう立りつし、自みずからの操あやつり人にん形ぎようとして傀かい儡らい政せい権けんを打ち立ててしまった。本来法王を補ほ佐さすべきリジア十二貴族が、第一次リジア戦せん役えきの折おりに、グラウスタンディアとの戦に明け暮れていた事がその原因である。

　戦況が激しくなり中央が不在気味になった隙すきをついて、バルオロールはリジア軍部の人間を抱き込み、法王を盾たてにその勢力を確立してしまった。更さらには戦後、十二貴族の力を削そぐために、規き定てい兵数以上を一人の将軍につけさせないよう、軍法を改正してしまう。

　軍部内による反乱を抑よく止しする為ための安全策――という建前で、リジア十二貴族がバルオロール派に対し武力行使に出られないようにしたのだ。

　全ての権力を今や思うがままにしたバルオロール元げん帥すい。そんな彼を前にしてもナターシアは一いつ切さい臆おくする様子を見せず、毅き然ぜんと向き合った。

「元帥。それは我々リジア十二貴族の義務に反します。我々は法王様をお守りする為ために、開かい闢びやくの頃よりお仕えしてきた血族。グラウスタンディアとの戦況について、法王陛下には出来る限り正確にお伝えせねばなりません」

「構いません。私に言って下さればそれでいい、そう申しているのですがな」

「それでは陛下が質疑を所しよ望もうされても答える人間がいなければ無意味です。どんな些さ細さいな疑問に対しても、答えられる――それが戦場に立った者が出来る唯ゆい一いつの事でございます。皇都まで命を賭として攻め込んだ者たちが出来る事でございます。法王庁にいながら、のうのうと惰だ眠みんを貪むさぼっていた者には務まりようもありますまい」

　最後に発したナターシアの嫌いや味みに、さすがのバルオロール元帥も片眉をピクリと動かした。

「さて元帥。そこを退どいて頂いただいてもよろしいでしょうか？　それとも陛下の御ご意い向こうに背そむこうとでも言うのでしょうか？」

　するとバルオロールは幾いく分ぶん、不ふ機き嫌げんな様子を露あらわにし、

「間もなく謁えつ見けんの時があります。せいぜいそれまで待つことですな」

「畏かしこまりました」

　そう言うと、バルオロールはそのまま挨あい拶さつもせずに去って行った。

　二人は控ひかえ室しつに通され、漸ようやくそこでカレンが憤ふん慨がいの息を漏もらした。

「腹が立ちました！」

　口にせずとも先ほどから彼女の顔は明らかにそれを物語っていたので、ナターシアはクスリと笑った。するとカレンは目め敏ざとく気付いて口をへの字にする。

「よくナターシア殿は平気でいられましたね」

「そう見えたか？　ちゃんと言い返したつもりだったが」

「…………ああ、まあ、あれは少しすっきりしました」

　先ほどのナターシアの嫌味の事だろう。腕うでを組んだカレンはそう言いながらソファに腰こしを掛けて水差しからグラスに飲み物を注ついだ。

　以前は祖母の仇あだとばかりに、ナターシアに対して憎にくしみを向けていたカレンであったが、今回の強行軍でその溝みぞは少なからず埋うめる事が出来たのだろうか？　ナターシアにはその経過は正直よくわからない。ただ共通の敵でもあるバルオロール元帥という存在の前では、そう言った個人の蟠わだかまりどころではないのも事実である。

　最優先にすべきは、法王陛下の安否と彼が一体どういう状況下に晒さらされているかの事実確認が重要であった。多くの人間が見ている前での謁えつ見けんは勿もち論ろんだが、出来る事なら直接的に言葉を交かわしたいと思っていた。だが、やはりと言うべきか、バルオロールの邪じや魔ま立だてが想像以上に大きい事も事実だった。そうこうしているうちに、謁えつ見けんの時が来る。

　法王庁の中央広間に通されたナターシアとカレンは、玉座に坐ざする少年を前に傅かしずいた。

　リジア宗旨国家第52代法王ターバ・フォン・リジェリア。

　御おん年とし16歳の若き法王は温和な笑みで二人を迎えた。

「よくぞ参った。ナターシア・リブレリア。そしてカレン・スーサ。報告は聞いておる。此こ度たびはリジアの為ために多くの犠牲を出だしながらも、よくぞ生きて帰って来てくれた。其方そなたらは、リジアの未来を作る国の宝だ」

「勿もつ体たいなきお言葉でございます」

「聞かせてくれ。皇都シオニアでの戦い。戦せん禍かで散って行った者の事を」

　ナターシアは皇都シオニアに於おける戦いの一部始終を法王ターバに語って聞かせた。問われればそれを事細かに話し、気が付くと謁えつ見けんの為ために割り当てられた時間はとうに過ぎていた。

「そうか……斯か様ように厳きびしい戦であったか……」

　沈ちん痛つうな面おも持もちでターバ王は息を呑む。ナターシアは真まっ直すぐに王の目を見る。

「陛下。グラウスタンディアを『広大なる小国』と侮あなどる事は危険でございます。慣かん例れい、法を厳守し続け、安あん泰たいを貪むさぼる者を放ほう逐ちくする事もまた国を亡ほろぼす事に他ほかなりません」

　それはバルオロール元帥に向けられた言葉だった。自分の息のかかった者を囲い込み、リジア十二貴族から爪つめを奪い取って国力を低下させた元げん凶きように向けた言葉だった。

「侵攻しつつあるグラウスタンディア軍は国内における全勢力を、このリジアに投入する構えでございます。それを止めるには、我々はバハマ湖、アラティア港を死守すると共に、グラウスタンディアの軍事力を徹底的に削ぐ事が不可欠です。今、躊ちゆう躇ちよすればいずれ彼かの国はこの聖都までその手を伸のばす事になります」

「相あいわかった……バルオロール、聞いておったな？」

「ははっ」

　傅かしずき頭こうべを垂たれながらもバルオロール元帥は、ナターシアに向かって敵意の籠こもった視線を向けてきた。そしてそれを法王に見せぬように、ころりと態度を変える。

「しかし陛下。左さ様ような事をおっしゃいましても、軍という物は動かすだけで国庫を圧あつ迫ぱくする物。一里の進軍にどれ程ほどの金が掛かるかご存じでしょう？　それが全勢力ともなれば、リジアの国庫はたちまち空になりまする」

　彼の言う事には一理あった。軍は戦う事よりも維い持じすることよりも、動かすことの方が金が掛かる。だが、とナターシアは思う。国庫が底を尽つきようとも、国が亡くなればその国庫すら関係なくなる。そう思ったが彼女はそれ以上何も口にはしなかった。

　するとターバ王は短く嘆たん息そくし、

「よい、下がれ」

　とだけ申し付ける。ナターシアとカレンは深く辞じ儀ぎして退出した。

　去り際、苦々しい顔つきでこちらを見つめるバルオロールと目が合ったが、気にする素そ振ぶりも見せずにナターシアは静かにその場を去った。

　そうして控ひかえ室しつに戻り、カレンと今後の事について話し合おうとしていたその時、扉とびらをノックする音が聞こえた。

「失礼します。法王陛下の侍じ女じよティアニスでございます。お目通り願えますでしょうか？」

　ナターシアとカレンは一いつ瞬しゆん目を合わせると、すぐにティアニスと言う侍じ女じよを中に通した。

　部屋に入ってきたティアニスという女性は、年としの頃は三十代中ちゆう盤ばんくらいであった。ただ二人を驚おどろかせたのは、彼女がリジア人ではない事であった。彼女の髪かみは特有の栗くり色いろで肌はだは白く、それはどこからどう見ても、スタンディア人にしか見えなかったのである。

「失礼いたします。ご内密の要件にて、こちらを」

　そう言って彼女は一枚のメモ書きをナターシアに渡した。

「これは？」

「多くは申しません。お読み下さい」

　ティアニスはそう言うとそのまま退出していった。暫しばしの沈ちん黙もくを経へて、カレンが漸ようやく口を開いた。

「ナターシア様、その手紙は……？」

「ああ、おそらく……」

　そう言って徐おもむろに手紙を開くと、そこには只ただ時間と場所のみが記しるされていた。カレンが訝いぶかしがるように口くち許もとをツンとさせる。

「どう言う事でしょうか？」

「………わからん」

　そこに記しるされていた場所は、宮きゆう殿でんの屋根の上であった。待ち合わせ時刻は深夜。さてどうしたものか、とナターシアは考えながらも、最終的には行ってみるしかない、という結論に至いたった。宮殿内の屋根、と単ひとえに言っても、ここは大変な場所である。実際に登ってみればわかる事だが、侵しん入にゆう者しやを阻はばむように屋根は急きゆう峻しゆんに作られている。しかも高さは優ゆうに44間１尺（約80ｍ）はある。

　あまりの高さにカレンは及および腰になりナターシアに縋すがりついてくる。

「あ、なの、こ、こんなとこ……どうして……」

「さあな。とりあえず、私ではなくちゃんと周りのものを掴つかんだ方がいいぞ。どちらかが転げ落ちたら、道連れだからな」

「ちょ、ナターシア殿、その……落ちたりしませんよね？」

　それでもカレンは目に涙なみだを溜ためながらナターシアの腕を離はなそうとはせずブルブルと震ふるえた。

「さあな。落ちる時は落ちるだろう。せいぜい気を付ける事だ」

「そ、そんなあ」

　身体からだを震わせながらカレンはどうにか屋根の上を這はいつくばるように渡った。ナターシアは別段、高い場所が怖こわいと思ったことはないので足場を確認しながらどんどん進んでいく。そうこうするうちに指定の場所についた。

　小雨季直前の聖都の空にしては珍めずらしく晴れ渡り、月と星々の光が煌こう々こうと降り注ぐ。

　指定の場所に腰を下ろしているとカレンも少しは馴なれてきたのか、先ほどの様に身を震わせてはいなかった。ただナターシアの腕はしっかりと掴つかんだまま離そうとはしてくれない。

　ナターシアは別段構わず、ふと口を開いた。

「カレン」

「……はい」

「美しい夜空だな」

　ナターシアはただ思ったままに言葉を口にした。それが不思議だったのか、カレンは何を突とつ然ぜんとでも言いたげな顔でこちらを見る。

「私はな、暫しばし光を見る事もできなかった時期がある。幼い頃ころだ。だからこうしてリジアの空を見ると無む性しように愛いとおしくなるのだ」

　カレンは少し眉み間けんに皺しわを寄せて首を捻ひねった。

「あたしには……よくわかりません」

「そうか？　……そういうものかもしれないな。当たり前の物が当たり前のようにある。それが重要なのだ」

「どういう事ですか？」

「リジアを守らねばという事だ。戦に勝っても負けても、きっとこのリジアの星も月も変わらず、この空にあるだろう。だがそれを見上げる人が変わってしまう。唯一神リジェルの教えを封ふうじられ、その頂点である法王様がお隠れになってしまえば、同じ気持ちでリジアの民が空を見る事は出来ない。だから守らねばならんのだ」

「それは……ちょっと……わかる気がします」

「それで十分だ」

　そう話していたところへ、ふと背後に人の気配が増える。咄とつ嗟さにナターシアは腰にある曲刀に手を掛け警けい戒かいを色いろ濃こくした。

「お手を降ろしてください」

　その声は昼に聞いたティアニスの声であった。そちらに目をやると、ティアニスもまた帯たい刀とうし、その手を柄つかに掛けている。グラウスタンディア特有の直剣。やはり彼女は生まれも育ちも共にグラウスタンディアなのだろう。

　しかし重要なのは彼女ではなかった。その隣となりに立つ少年――

　リジア宗旨国家第52代法王ターバ・フォン・リジェリアの姿であった。

　咄とつ嗟さにナターシアは剣の柄つかに置いた手を引き、カレンと共に彼かれの前に傅かしずいた。

　するとターバ王は静かな笑えみを湛たたえて口を開いた。

「ティアニスもその手を引かないと、同等とは言えないよ」

「しかし……」

「リジア十二貴族は我を守る為ために古くから仕える臣だ。心配する必要はない。何より、ここにいるナターシアはティアニスと同等の剣技を持っているからね。斬り合えばただ事じゃすまないだろ？」

「左さ様ようでございますか？」

「そうだよ。数年前の天てん覧らん試じ合あいにて我われは彼女の腕うで前まえを見ている」

　そう、あれは確か三年前のリジア国内における剣技を競きそう大会にて、決勝戦を陛下はご覧になっていた。それを思い出し、ナターシアは頭こうべを更さらに深く下げる。

「若じやく輩はいの剣技が陛下のお目汚しでなければ幸いです」

「何を言っている。其方そなたの剣技、リジア国内でも随ずい一いちであった」

　楽しそうに答える法王の姿に、ナターシアはそれまであった不安がいくらか払ふつ拭しよくされた。バルオロール元帥の監視下での抑よく圧あつされた暮らしに心を塞ふさいでいないか不安だったのだ。

　ターバ王は毅き然ぜんとした態度ながらも、僅わずかに空気を緩ゆるませるよう薄うすく笑みを浮うかべる。

「内密の儀ぎによって、このような場所に呼びつけてわるかったな」

「とんでもございません。陛下のご健けん勝しような姿に、安心いたしました。何か我々に出来る事はございますでしょうか？」

　すると法王は少しだけ顔を曇くもらし、そして続けた。

「実はその事で、其方そなたに来てもらったのだ」

「と、おっしゃいますと？」

「最近になってバルオロールの動きが活発になっている。それまでは軍部のみにその力を示していたが、最近では宮殿内の政務官に対しても影えい響きよう力りよくを発揮し始めている」

「まさか、軍政統一をする気でしょうか？」

　軍部と政治を一いつ緒しよくたにして統治する政策。それは軍の都合で国の政まつりごとを左右する危険な政策である。嘗かつてのリジア十二貴族はそうならぬよう、軍政の両面に対し目を光らす役目をしていた。だがバルオロールの考えがそれとは違ちがうのは明らかだろう。

　ターバ王は眉間に皺しわを寄せる。

「嘗かつてのリジア十二貴族と同じ地位を、元帥一人が手に入れようとしている。また、他方からの情報では宗教分離の為ための動きをしているという話もある」

　宗教分離という事は、政治の場から法王を遠ざけようとしている、という事に他ならない。

「そのような大それたことまで……！」

　すると法王の脇わきに立つ、ティアニスが口を開いた。

「どれも事実です。バルオロール元帥は、第一次リジア戦役に於おいて、リジア十二貴族から軍事力と政治的権威を奪い、そして次は法王陛下から宗教的権威まで奪おうとしている」

「……つまり、彼がこの国の王になろうとしている―――という事でしょうか？」

「おそらくは………」

　バルオロール元帥の権力に対する欲が強い事は以前からわかっていた事だ。だが、リジア宗旨国家という国に於おける象徴的存在の法王までもを蔑ないがしろにしようとは思いもよらなかった。利り己こ的てきな思考が行く所まで行くと、宗旨も忘れ、大義すらないバケモノへと姿を変えてしまうのかと思った。

「我々にできる事は？」

　言い放ったナターシアに対し法王は静かに答える。

「ベルゲンが独自に動いてくれている」

「「なんですって!?」」

　ナターシアとカレンの声が重なった。

　――ベルゲン・アディク。リジア内に於おいて最も頭が切れる男、と称しようされる彼が何かをしているという。しかし報告ではナターシアが出立後、ベルゲンはゾラを明け渡し逃とう亡ぼうを図はかったという情報が入っている。彼がいったいどんな事をし、どんな法王救済の手段を考えているのか、ナターシアには見当がつかない。

「彼の計画はどういった？」

　問いかけると法王はただ首を横に振った。
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「彼から言われているのは、今は傀かい儡らいに甘あまんじ、然しかるべき時に王として王らしく振ふる舞まえ、という事だ」

　ナターシアは思わず唸うならざるを得なかった。バルオロールの持つ軍事力は強大すぎる。それに対し法王が反はん抗こう的てきに振舞う態度を示せば、彼は軍事力を背景に法王の持つ権力を捥もぎ取とっていくだろう。寧むしろ従じゆう順じゆんな傀かい儡らいとなっている限りは、宮廷内に対立構造が存在しなくなる。当然バルオロール元帥も法王に対し、妙みような手出しは出来なくなるわけだ。

「ベルゲンは我に深く忠誠を誓ちかう臣である。我は彼を信じようと思う」

　その言葉にナターシアは心が潰つぶれそうな気持ちになった。まだ元げん服ぷく間もない法王がこれ程ほどまでに気き丈じように振舞う姿に。

「ナターシア。カレン。其方そなたらがこの地に来たのはベルゲンの指さし図ずであるな？」

「はい、左様にございます」

「では、それは然しかるべき時が来た、そう考えて良いだろう」

　ターバ王は静かにそう言い、再び顔を上げた。その瞳ひとみには先ほどまでの温おん厚こうな色は宿っていない。王たる者の威い厳げんに満ちた強い意志の輝かがやきを宿していたのだ。

「我からバルオロールに対し口くち添ぞえをする。ナターシアとカレン、其方そなたらにはそれぞれ10万の兵を預ける」

　それは破格の兵数であった。第一次リジア戦役後に定められた法律により、指揮官将に対して持てる兵数に規制が作られた。その際、十二貴族それぞれが持てる兵数は３万と規定されていた。

　だからこそ、皇都シオニアを強きよう襲しゆうした際も、嘗かつてない大軍勢であったものの、30万程ほどしか兵を出せなかったのだ。これがリジア宗旨国家の全勢力を上げていたら勝てていたと言える。

　だが軍部内の利権争い故ゆえに、リジア十二貴族に供出できる総戦力はあまりに少ないとしか言えなかった。ただこのバルオロール元帥の差し金は必ずしも悪い方向にだけ働いた訳ではなかった。それまでそれぞれの貴族がバラバラであったのが、団結したのは偶ぐう然ぜんとはいえ大きな成果である。

「すまなかったな、我が即そく位いした頃はあまりに幼かったが為ために、其方そなたらには苦労を掛けてしまった」

「勿もつ体たいないお言葉です」

　ターバ王が即位したのは第一次リジア戦役の最さい中ちゆうである。その頃、彼はまだ十にも満たない齢よわいであった。それ故ゆえに、十二貴族の不在の聖都ガリアで利権を貪むさぼるバルオロールのような輩やからを見み逃のがしてしまったという事実がある。

「我はベルゲンの言う通り、王らしく振舞わねばならない時が来たようだな」

「と、おっしゃいますと？」

「今までは摂せつ政しようたちの言いなりに過ぎなかった。都合よく使われる神輿みこしの上の飾かざりだ。だが、其方そなたらのように一線で命を燃やす者を目まの当あたりにして目が覚めた。我は王として振舞い、そして王として立つ。其方そなたらはベルゲンの力になって欲ほしい。彼の思おも惑わくは時として理解に苦しみ、判断を迷う瞬しゆん間かんもあるだろう。だが信じてくれ。我が信じるベルゲンを」

「「はっ」」

　そう告げるターバ法王に、ナターシアとカレンは再び深く頭を下げた。




　その勅ちよく命めいは次の日、法王庁大広間にて宣言された。

　ターバ王の一存で、ナターシアとカレンに対し10万の兵を与あたえる事を宣言したのである。当然ながらバルオロール元帥はそれに対し大きく反論をした。

「法王陛下、それは幾いくらなんでも軍法違反でございます。陛下の一存でそのような……」

「黙だまれバルオロール！　其方そなたは誰に口を利きいておる！」

　強く放たれたその言葉にバルオロールは驚きより先に不快感を示すように眉間に皺しわを寄よせた。だがすぐさまそれを狡こう猾かつに隠すと遜へりくだった態度で反論しようとする。

「い、いやしかし法は守られてこその価値がありまする。それ故ゆえ……」

「軍法とは平時、円えん滑かつに軍を回し平へい穏おんを維持する為ためにこそある。だが今のリジアを其方そなたは理解しておるのか？　５年前にフルクロと多額の賠ばい償しよう金きんを取られ、此こ度たびはゾラまでもを盗られた。既すでにリジアは火か急きゆうの事態に陥おちいっておるのだ。それを理解していない訳ではあるまいな！」

　いつにない法王の厳しい言葉に、バルオロール元帥も苦り切った顔で平伏した。

「我が決定は絶対である。それでも不服があると言うのなら、我を納なつ得とくさせよ！」

　力強い法王の言葉に、誰も口を開こうとする者はいなかった。

　それまでの傀かい儡らいであった法王とは思えぬ圧あつ倒とう的てきな威い光こうを前に、バルオロール以下どの政務官も軍人も口を挟むことが出来なかったのである。

　こうしてナターシアとカレン両十二貴族に対し、火急の事態につきそれぞれ10万の兵が下か賜しされる事が決定したのだった。

　だがこの時、バルオロール元帥がナターシアたちに用いた狡猾な策を、まだ二人は知る由よしもなかった。




　グラウスタンディア皇都シオニアの皇城は喧けん騒そうに包まれていた。それは出しゆつ撃げきを控ひかえるグラウスタンディア軍の今後の戦略的方針を決める上での重要な岐き路ろに差し掛かっていたからだ。保守派はリジアに対し第一次リジア戦役と同じく、賠ばい償しよう金きんをせしめる事を提唱した。対して革新派はゾラ港を落としたこの機に乗じようじ一気にリジア宗旨国家との決戦に持ち込むことを声こわ高だかに主張した。

　革新派の筆頭はダカット皇子。先日のアルヴァナに於おける出兵要請で多くの兵を率ひきいて帰き還かんした彼に阿おもねる武官文官は多かった。

　対して保守派の筆頭は現国皇であるジルバ皇。彼は第一次リジア戦役に於おいても、決して攻せめの戦をしようとはしなかった。だが現在その事が問題視されている。あれ程ほどまでに長期間にわたる戦役を為ためしておきながら、賠償金はそれに見合わない額であったからだ。勿もち論ろんフルクロ地区を手に入れられた事は大きい。だが、今回も弱よわ腰ごしで防戦を繰くり返かえす事に、批判の勢力が拡大している事は明らかだった。

　なによりそう根回ししたのが他でもなくダカット皇子なのだから。

「皇よ。これは第一次リジア戦役とは違います。既すでにユースティナを始めとした軍が、アラティア港を落とすために攻こう勢せいに出ている。我々が防衛線であるフルクロ港を守るだけでは、片手落ちもいい所です」

　その言葉に臣たちは首しゆ肯こうこそしなかったが、同意の眼まな差ざしが大半を占しめていた。

　ジルバ皇は顔色を一いつ切さい変えず、ただダカットの言に耳を傾かたむけていた。

「勝敗を決するにはリジア宗旨国家法王ターバとの直接対決を於おいて他にありません」

　その言葉に場内はざわついた。それは今までのような小競り合いではなく、最大の戦力を以もつてする決戦を意味していたからだ。

　漸ようやくこの段に於おいてジルバ皇はダカットを眇すがめ見みた。

「して、東方の果てにある聖都ガリアへ如い何かにして攻め込むつもりだ？　ユースティナたちが率いる軍を以もつてしてアラティア港を経由するルートが開かれても、その先には幾いくつもの関門がある。最大勢力を誇ほこるバハマ湖を落としルートを作るのにもそれ相応の犠牲が払われる。容よう易いな事ではあるまい」

　ジルバ皇の厳おごそかな言葉は、それがどれ程ほどの困難な事であるかを物語っていた。しかしダカットはそれに屈するような様子は見せなかった。

「聖都にて決戦をしなければいい」

「今……なんと？」

「聖都からターバ王に出しゆつ陣じん願えばいいのですよ」

「それこそ容易な事ではあるまいて」

　だがダカットはその言葉を待っていたかのように笑みを浮かべた。

「はい容易ではございません。だがしかし、ジルバ皇自みずからが戦線に立てば話は変わって来る」

　その言葉にジルバ皇はカッと目を見開き、ダカットを睨にらみ据すえる。

　だがダカットは一切動じる事はない。

「ジルバ皇がリジアの大地を蹂じゆう躙りんすれば、自おのずとターバ法王は出陣せざるを得ない！」

　その言葉に場内のざわめきは一層際立った。皇を戦線へ出すという行こう為い。それが如い何かなる事か、ダカット皇子はわかっている。わかった上で、その途と轍てつもない提案をしている。それがわかり誰だれもが驚きよう愕がくしたのだ。

「聖なるリジアの土地を異国の皇が当然のように踏みにじる行為の重大さをリジアとて承知していない筈はずがない。異国の皇に蹂じゆう躙りんされることはつまり、そこは既すでにリジアの土地ではない事を示している。軍部官僚全てが、その屈くつ辱じよくに声を上げるのは必ひつ定じよう。その汚された土地を再びリジアの物であると主張するには、法王の出陣を以もつてしか罷まかりならない」

　ダカットの演説の口調はより強く放たれる。

「それ程ほどの恥はじをかかされても尚なお、ターバ王が出陣を拒こばむのならば、それはリジア国内に内乱を巻き起こす火種となります。……まあ、それも一いつ興きよう」

　内乱を起こしてくれるのなら、それこそグラウスタンディアの思おもう壺つぼだ。

「だがしかし、その程度の事には当然思いが至いたるに違いありません。リジア宗旨国家法王が愚ぐ王おうでなければ、必ずや決戦を望むでしょう」

　その言葉はジルバ皇の出陣以外、このリジア戦役を終わらす手立てなどない事を暗に物語っていた。

「我が妹ユースティナが上げた戦果に報むくいるのは今しかないのです！　これ程ほどまでにグラウスタンディアが追い風を受けた状況は、過去の長い皇国の歴史上なかった事！　これを逃して大陸制覇など夢のまた夢！　時は今なのです！」

　彼の言葉に賛同するように、場内には「おうおう」と鬨かちどきのような声が上がった。ジルバ皇はただ苦いような顔で息子の姿を眇すがめ見みる。彼に選せん択たくが迫られているのだった。




　　　　※※※※




　クラヴィス・ペイトン将軍は出陣を控ひかえる軍船の準備を眺ながめながら、溜ため息いきを吐つく。その目はまだ戦も始まっていないのに、既すでに潤うるんでいた。

　――泣き虫将軍。

　それが彼の渾あだ名なであった。面と向かってそんな事を言う人間は流石さすがにいないが、なにぶん涙もろい性格の彼に対し、幾いくらかの嘲ちよう笑しようも交えそう呼ぶものがいるのも事実だった。

　だがクラヴィスの戦功や人を扱あつかう威い光こうは、皇都シオニアにあっても、シド・レオナントス将軍、シェルシュ・ニカノール将軍と並ぶだけの物はあった。それにも拘かかわらず、彼の評価を下げてしまっているのは、他でもなくこの涙もろい性格に拠よるものだろう。

　武ぶ人じんは勇ましくあらねば、などという決まりはない。ただ勇ましい武人は、その評価を格段に上げる事が出来るという事実があるだけだ。

　そんなクラヴィス将軍の下へ、三人の士官がやって来る。

「お待たせいたしました、クラヴィス将軍」

　美しい敬礼をしながらそう口にした女性はテティル・ロクサネ師団長。弱じやつ冠かん26歳にして師団長の位を手に入れた彼かの女じよは、この三人の中でも抜きん出た才能を持っていた。

「今は将軍と呼ばなくてもいい」

「……そうですか……では、父様」

「うん、僕ぼくはそう呼ばれる方が好きだな」

　相そう好ごうを崩くずすクラヴィスに、青年がけらけら笑って見せる。

「ははっ、親おや父じは大げさだな」

　青年はイルガ・アルコン千人長。テティルとは一つ違いだ。そして最後尾にはそんな二人より４つ５つ程ほど歳としが下に見える女性がムッツリとした表情を覗のぞかせる。チシャ・リュシマー千人長である。

　テティル、イルガ、チシャは共にクラヴィス旗きつ下かの海軍構想に奔ほん走そうする幹部である。

　そして彼らがクラヴィスを『父』と呼ぶように、三人とも彼の子供であった。

　ただクラヴィスとこの子らに血の繋つながりはない。

　第一次リジア戦役の折おり、孤児となった彼らをクラヴィスが引き取り、育てたのだ。

　そんなクラヴィスにはこの三人以外にも24人の子がいる。全員が孤児となった子供である。彼らをクラヴィスは我が子の様に育てた。そんな中から父に憧れ、軍に入る者がいたのは当然の事なのかもしれない。

　テティルはそのやわらかな物腰と表情をクラヴィスに向ける。

「それで父様。急な呼び出しのご用件はなんですの？」

「うん、おまえ達たちには色々話しておかないといけないと思ってな」

「なんだよ親父、改あらたまって」

　問われてクラヴィスは半はん拍ぱく間を置くと徐おもむろに話し出した。

「まあ聞いてくれ。グラウスタンディア皇国海軍発ほつ足そくにあたっておまえたちは本当に尽じん力りよくしてくれたと思っている。我が子としてではなく、一人の軍人として信しん頼らいに値する働きをしてくれている」

　その言葉にテティルははにかみ、イルガはこそばゆそうに項うなじを掻かき、チシャは無表情のままだった。

「おまえたち三人には海軍構想の全すべてを託たくしたつもりだ。最終的に、グラウスタンディア海軍はリジアの技術や戦術も取り入れ、より強固な組織に仕上げねばならない。その為ためにすべき事は、おまえたちに全て伝えたつもりだ」

　すると話の流れにイルガが口を挟はさむ。

「おいおい親父。ちょっとやめてくれよ、そんな遺ゆい言ごんみたいな話……」

「遺言かもしれん」

　はっきりとそう口にしたクラヴィスに三人は息を呑のんだ。

「今回のアラティアへの進しん撃げきに際し、先せん遣けん隊たいと後発隊の二つの軍勢で出撃する事になるが、先遣隊は後発隊に比くらべて、その危険度が倍以上になる」

　それは既すでに足並みが揃そろっている兵と船の数が少ない事が大きな理由だった。

　現在、出撃態勢が整っている先遣隊の兵は６０００人。この兵数でリジア海軍の懐ふところであるアラティアに向けて進撃せねばならないのだ。

「この戦いは出撃したが最後、後発隊が到とう着ちやくするまで食糧や武器の補給が得られん」

　最小限の資材と人員での出しゆつ撃げき故ゆえに、間に兵へい站たん線せんを敷くことが出来ないのだ。

「だから今回の先せん遣けん隊たいを、僕が引き受けようと思うんだ」

　そう発したクラヴィスにテティルとイルガが色めき立った。

「待って下さい父様！」

「そうだよ！　今、親父が倒れたら、誰が海軍構想を実現するんだよ！」

　それに対しクラヴィスは静かに語る。

「だから最初に言ったろう。おまえたちに全てを託たくしたと」

「納得いきません！」

「そうだ！　俺おれは親父を死にに行くとわかってるような戦いに送り出すことなんてできねえ！」

　その言葉に、クラヴィスは感かん極きわまり双そう眸ぼうからボロボロと涙を零こぼした。

「うぐぅ……だからといって、おまえたちを行かせるわけにもいかんのだ。僕の子だからじゃない。これからのグラウスタンディアの海軍構想には若い者の力が必要なんだ。老ろう齢れいの者が考え蓄ちく積せきした事は全ておまえたちに託してある。ならば重要なのはおまえたちが生き、そして皇国の海軍を担になう事だろう」

　鼻を啜すすりながらそう訴うつたえるクラヴィスに、テティルとイルガは口を噤つぐんだ。

　だが一人、チシャ・リュシマーだけはその表情を変えず、ツカツカとクラヴィスの前までやって来ると怒いかりを露あらわにした。

「情けない！　将軍ともあろう者が、そんな事ですぐに泣くから、周りの者から嘲あざ笑わらわれるんだ！」

　チシャの言葉に、クラヴィスは今度は別の意味の涙で頬ほおを濡ぬらす。それを見て、テティルは眉み間けんにしわを寄せてチシャに声を荒らげた。

「チシャ！　父様になんてことを！」

「うるさい！　テティルもイルガも甘すぎる！　周りからこの男はなんと言われているのか知っているのか！　泣き虫将軍だぞ！　将軍ともあろう者が、こんな陰かげ口ぐちを叩かれてよく平気でいるものだ！」

　辛しん辣らつなチシャの言い様にイルガが激げつ高こうし胸倉を掴つかんだ。

「おい、チシャ。てめぇ何言ってるのかわかってるのか？」

「わかっているから言っている！　将軍が泣き虫でどうするのだ！　戦場で涙を流してどうする！　敵にまで情なさけを掛かけて、仲間に嘲あざ笑わらわれて、涙しか流すことが出来ないような、そんな男が、将軍などと……片かた腹はら痛いたい！」

「上等だ！　てめぇが親父に対する恩も忘れて、好き勝手言いやがるんなら俺が……」
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　一いつ触しよく即そく発はつのイルガとチシャの間にクラヴィスは泣きながら割って入る。

「待ち……うぐっ……なさい！」

　クラヴィスが涙でくしゃくしゃになりながら必死で二人を止めた。その様子にチシャは更さらに怒りを露あらわにした。

「泣くなっ！　将軍だろう！」

「うぐぅ、うぐぅぅぅ！」

　齢50を数える将軍が、二十歳はたちそこそこの千人長に叱しつ咤たされて又またしても涙があふれる。

「……ふん！　そんな泣き虫が先せん遣けん隊たいなど務まるものか！」

　そう言うとチシャは怒りに身を任せるように、その場から去ってしまう。見送ったテティルは溜ため息いきを吐つき、イルガは憤ふん慨がいし、クラヴィスは目を泣きはらした。

「ったく、チシャのやつ……」

「どうしてあんなに父様に反抗的になってしまったのかしら？」

　するとクラヴィスがぐずぐずと鼻を鳴らしながら、

「……きっと情けない父の姿に……うぐ……失望……した……うぐぅぅ」

「あらら、父様」

「親父は情けなくなんてねえって」

　それからテティルとイルガは、クラヴィスが泣き止むのを待ち、漸ようやく話し合いを再開する。

「でももし父様が先遣隊をするというのであれば、私もお供いたします」

「おう、俺だって一緒に行くぜ」

　息巻くテティルとイルガに、まだクラヴィスは鼻を啜すすりながら答えた。

「……いや、それはダメだ。後発隊の指揮をする者がいなければならん。おまえたち二人が来てしまえば、チシャ一人で残りの船団を率ひきいる事になる」

「だけどよ」

「いいかい。君たちは三人とも既すでに将軍となってもおかしくない程ほどに、人を率ひきい戦略を練ねる技術を獲かく得とくしている。今のグラウスタンディアには海軍士官を評価する体制が整っていないだけだ。若くとも有能な人材である事はこの僕が保証する」

「……父様」

「だから自信を持ちなさい。グラウスタンディア海軍が如い何かに強いかを、おまえたちが証明しなさい」

「だったらよ……」

　イルガはムッツリとした顔をクラヴィスに向けた。

「親父だって死なねえって約束してくれよ。生きる為ために精いっぱい努力する事を約束してくれよ。軍人としてじゃなく、俺たちの親父として」

「そうです、父様。私たちは父様が死ぬつもりで戦場に行くのなら、絶対に止めます。だって私たちは父様の子供ですもの」

　二人の子供の言葉にクラヴィスはグッと堪こらえてみたのだが、

「うぐ……………………うぐぅぅぅぅ！」

　感かん極きわまり又しても落らく涙るいし大いに泣いた。

「わかった………おまえたちの為ために、僕は生きて帰る。父として、帰るように努つとめよう」

「それが聞けて良かったよ」

「安心しました――でも、それはそれ、作戦は作戦。ここからは一いつ介かいの軍人として話をさせてください」

　毅き然ぜんとした態度のテティルに思わずクラヴィスも姿勢を正し鼻を啜すすった。

「う、うむ」

「父様一人が、６０００の兵を率いていくのは良いと思います。ですが、相手はリジア。ゾラ奪だつ還かんを考えているのならきっと大船団を組んできます」

「その点は僕も軍師殿も同意見だった」

「その上での先遣隊ならば、指揮系統は多くあった方がいい筈はずです」

「そうだぜ、親父」

　たしかにテティルの言う通りである。信頼できる指揮系統が複数あればそれだけ柔じゆう軟なんにそして縦じゆう横おう無む尽じんに動くことが出来る。

「だから私を」「だから俺を」

　二人が同時に名乗りを上げる。即そく座ざにテティルとイルガは睨にらみ合ってしまう。

「おい、姉ちゃんはどうしてすぐ入ってくんだよ」

「そういう貴方あなたこそ、すぐ、俺が俺が、って前へ出ていこうとして」

「俺がいつそんなんだったんだよ」

「いつもです。イルガは模も擬ぎ戦の度に前へ前へと出過ぎて、私にやられているくせに」

「そんなことねえぞ！」

「そんなことあります。ここは私が行きます」

「俺が行くって言ってんだろうが！」

　さしものクラヴィスも、やれやれと溜ため息いきを吐つきながら頭を抱かかえた。そんなクラヴィスにとっての心配はこの二人だけではなかった。他でもなく先ほど嚇かく怒どの如ごとく怒り、踵きびすを返したもう一人の娘むすめチシャの事である。

　元々負けん気が強く、テティルやイルガと衝しよう突とつする事もあったチシャ。だがそれが理不尽な我わが儘ままではない事をクラヴィスはよく知っている。ひとつ筋すじの通った物を彼女は持ち合わせている。それ故ゆえに彼女は繊せん細さいで傷つきやすい。

　テティルやイルガの前で、必ず帰って来ると宣言したものの、戦争に必ずはない。いつだって死と隣り合わせで戦わねばならない。だからチシャにとって、先ほどの会話が最後となってしまうのはクラヴィスにとっても心残りであった。

　そう思い、出しゆつ征せいを前にしたクラヴィスは再びチシャの姿を捜さがした。彼女は割り当てられた士官執務室で海図とにらめっこをしている最中だった。

「チシャ、いいかい？」

「………クラヴィス将軍……先ほどは……失礼しました」

　いつごろからだろうか。チシャは自分の事を父と呼んではくれなくなっていた。おそらくは彼女が軍人になった頃からだろう。その事に一いち抹まつの寂さびしさを感じない訳ではない。

「少し話をしていいかな？」

「……はい」

　チシャはどこか気まずそうに、しかし冷静に答えた。先ほどの激げつ昂こうした自分を思い出して恥じているのかもしれない。カッとなる性格はリジア人としての血がそうさせるのだろうか、それとも彼女自身が持ち合わせた性格だからなのか、それはわからない。

「チシャには後発隊の指揮を任せたいと思っている」

　クラヴィスの言葉にチシャはただ黙って睨にらむようにこちらを見ていた。

「元リジア海軍の兵たちを率ひきいる大仕事だ。任せていいな？」

「…………はい、かしこまりました」

　淡々とした口調でチシャはそう答えた。その事にクラヴィスは少し感かん傷しよう的てきな気持ちになってしまい、目元が緩ゆるむ。するとチシャは僅わずかに眉み間けんに皺しわを寄せた。

「将軍、おやめください。先ほども申しましたが、将軍ともあろう者がすぐに涙を流すのは如何いかがなものかと思います。全ての上に立つ者として、堂々としていて下さい」

「うん……うん」

　そう答えながらも、どうしても目が潤うるんでしまう。こればかりはどうしようもなかった。チシャの言う通り、軍を率いる者が容易たやすく涙を流してはならない。それなのに、どうしてか涙が込み上げて来てしまうのだ。

「これ以上は自分から申し上げる事はございません。ご武運を」

　そのままチシャは再び海図に目を戻もどし、こちらを見ようとはしなかった。彼女が自分に対し大いに失望しているのだろうか、とも思った。だがそれはそれでいい。

　ただ、これだけは彼女に伝えておかねばならないだろう。

　それは将軍としてではなく、彼女の父としてだ。

「なあ、チシャ。どうか幸せになっておくれ。おまえが選んだ幸せならどんなものでもいい。それが父さんの願いだ」

　チシャは何も返さなかった。クラヴィスはそんなチシャの部屋を後にすると、軍師であるクロムに編成の報告に行った。

　先遣隊を将軍であるクラヴィスと、テティル師団長による編成で務め、リジア海軍の足止めをする事。そして後発隊にイルガ千人長とチシャ千人長を推すい薦せん。暫ざん定てい的特権で、二人が位くらい以上の編成を動かす許可を貰もらい、全ての準備が整ったのである。




　クロムはクラヴィス将軍からの報告を聞き、すぐにイルガ千人長とチシャ千人長に対する暫ざん定てい的軍事特権を得る為ための書類を作成し、ユースティナ皇女からの許きよ諾だくを取得した。ゾラ港を落としたことで、一気に兵の数を増やしてしまったグラウスタンディア軍にとって、指揮官の数が足りていない事が最たる大問題であったのだ。

　だがゾラに於おける指揮権の全てがジルバ皇よりユースティナに委い任にんされた事でかなりの融ゆう通づうが利きく状態ではあった。更さらには、急ごしらえの軍に対して、それを率いる事が出来る人材がそろっていた事は不幸中の幸いだったのかもしれない。

　それでも軍ぐん規きから調ちよう練れんに至いたるまで、あらゆる面でリジア軍とグラウスタンディア軍では違っている。その相そう違い点を埋うめながらの調整にはまだもう少し時間がかかるだろう。

　またクロムにとっては、元リジア兵たちのモチベーションに関かかわる部分が懸け念ねん材料であった。ついこの間までリジア軍にいた者たちが、そのリジアに刃やいばを向ける事に戸惑いはないだろうか。そう思ったのである。

　だがこの問題はクロムの取り越し苦労だったことが後からわかった。

　フィフニスの下を訪おとずれた際の事だ。

　クロムはリュリュを伴ともなって、彼女の下へ意見を聞きに行った。何しろフィフニス隊は全てが元リジア海兵である。それを懐かい柔じゆうしてしまったフィフニスに意見を聞きたかったのだ。何より現在フィフニスは出撃に向けて元リジア兵１万５０００の調練を行っている。ラングからは、「その中の半分でも使い物になるようにしてくれればいい」という命令が行っている筈はずだ。そんな調練に当たる彼女の様子も見ておきたかった。

　クロムが彼女の下に訪れると、フィフニスは気負った様子もなく、

「ああ、そのことですか」

　と気楽な調子でそう言った。そんな彼女にクロムはやや深刻な面おも持もちで問う。

「これだけの大おお所じよ帯たいだ。ともすればリジアへ内通する者も出てくるかもしれない。何より、彼かれらとはシオニアで交戦もしている。お互いの間に蟠わだかまりがあると今後の作戦にも支し障しようが出る可能性があるからね」

「そうですね。でもクロムが心配する程ほどではないと思いますよ」

「と言うと？」

「えっとですね、口で説明するより見てもらった方がいいと思いますんで……」

　そう言ったフィフニスは、クロムとリュリュを連つれて、近くの酒場へと足を向けた。

　そこでクロムが見たのは、フィフニス隊の兵たちと酒を酌くみ交わしている元リジア兵たちであった。その中には副隊長のダグラスや、副隊長補ほ佐さのルービルの姿もあった。

　彼らは今日の調ちよう練れんを終えたばかりだろうが、かなり酔っているように見えた。

「おお、俺、あの時右翼側のアーバス軍にいたんだよ」

　一人の兵がそう言うと、ルービルが笑いながら返す。

「なら俺たちが切り崩していたかもしれねぇな」

「いやぁ、あれはヤバかった。ってかよ、あの音楽の指揮はどうなってんだよ？」

「ありゃ、秘策中の秘策でな。指揮官しか聞き取れないようになっててな」

「かぁーっ、アレがなきゃ、こっちは勝ってたってのによー」

「何を言いやがる。あんなものなくても、こっちが勝ってたさ。何しろ、こっちには天使がついているからなぁ！」

　先日のシオニア防衛線の話をしている事はクロムにもわかる。だがそこには蟠わだかまりどころか、お互いを隔へだてる壁かべすらないように見えた。いやそれどころか、みな先日の戦いの事を話しながら談だん笑しようしている。

「ね、大丈夫そうでしょ？」

「ああ」

　呆あつ気けにとられているクロムにフィフニスは、ふふっと小さく笑った。

「たぶんですけどね。戦う時はみんな命を張って戦ってるから、だから戦の後にはこうして打ち解けられるんだと思います。共に戦った者も戦友ですが、全ての力を出し切って戦った敵も戦友なんだって、そう思うんです」

　やわらかな笑えみを浮うかべながらそう語るフィフニスにクロムは息を吐はきながらつられたように笑った。いつの間にか、立派な指揮官になっている。そう思ったのだ。

「……あ、生意気でしたかね、こんな事言うのは」

　慌あわてた様子のフィフニスにクロムは首を横に振ふった。

「いや、それがフィフニスにとっての実感の筈はずだ。僕の様に後方で指揮を執とり策を練りまわす者とは違ちがう、前線で戦う者の経験値だ。僕がどれ程ほど勉強しても得えられる物じゃない」

「……そう……ですか？」

「ああ。たいしたもんだよ」

「えへへ……褒ほめられてしまいましたね」

　嬉うれしそうにはにかんだフィフニスはこそばゆそうに身を捩よじった。

　すると入り口に立っていたフィフニスに気が付いたのか、副隊長補佐のルービルがヒョンっと立ち上がって満面の笑えみになる。

「フィフニスちゃんが来た――っ！」

「「「「うおおおおお!!」」」」

　酒場にいたフィフニス隊の兵士たちが一気に盛り上がる。つられたように元リジア兵たちも騒さわぎ立たてる。

「隊長もこっちに来てください！」

「お願いします！」

　兵たちの誘さそいに困ったような笑みを浮かべるフィフニス。クロムは「行っておいで」と顔で促うながすと、フィフニスは、

「すみません」

　と言って兵たちの中に交ざって行った。その様子を見ながら、クロムは先ほどのフィフニスの言葉を反はん芻すうした。

　彼女の言う通り、全力でぶつかり合った者同士の間には憎にくしみとは違う感情が芽生えるのだろう。敵に対して憎しみを持つのはいつだって戦っていない者たちだ。為い政せい者しやであったり、非戦闘員であったり。だが命を賭かけて戦う者たちは、相手の強さや弱さを目まの当あたりにする。その身で相手の力量を感じる事が出来る。

　相手の何が優すぐれていて、何が劣おとっているのかを見み極きわめるのが戦なのだ。

　だからこそ、強い相手と戦えばそこには憎しみではなく尊敬が生まれるのだろう。

　フィフニスはそれを身体からだで実感している。いやフィフニスだけでなく、この場にいる多くの兵がそうなのだ。だからこそこうして談笑し打ち解けあっているのだ。

　そう思うと、策を練ねり相手を出し抜くことを生業なりわいとするクロムは、彼らのそう言った感かん慨がいを実感する事は出来ないのだろう。おそらく永遠に。

「……クロム？」

　ぼんやりとしていると、リュリュがクロムの袖そでを引っ張りこちらを見上げていた。

「どうしたのだ？　おなかでもへったのか？」

　さて自分は寂さびしそうな顔でもしていたのだろうか？　リュリュなりに自分の事を心配してくれているのがわかった。

「いいや。安心しただけだよ。さて、まだ仕事が残っている。そろそろ行こうか」

「むぅ、クロムはまた仕事か……」

　膨ふくれるリュリュの手を引きながら、ふと考える。ゾラを落としてからこの方、仕事に忙ぼう殺さつされ過ぎて、まっとうに外を出歩く事もなかった。ゾラはグラウスタンディア程ほど季節の変化が激しいわけではないが、それでもいつの間にかあの暑苦しさはなくなっていた。

「出征したら暫しばらくはまっとうな食事も出来ないだろう。帰りにどこかで何か食べていこう」

「ほんとか？　なにをたべる？　おいしいものか？」

「そうだな。ゾラの名物はやっぱり海産物かな」

「なんだカイサンブツって」

　首を傾かしげるリュリュにクロムは海産物の説明を施ほどこしながら、ゾラの街を歩いた。久しぶりに出た外の風や空気は随ずい分ぶんと心ここ地ちよくクロムの頬ほおを撫なでた。




　リズ・マッカランにとって数字こそが全てだった。

　最初に興味を持ったのは勿もち論ろん刀かたな鍛冶かじである。マッカラン家の稼か業ぎようでもある鍛冶に興味を持つのは当然の流れだった。だが宗教的理由で女の自分は工こう房ぼうに入る事が出来ない。結果として、自分が触ふれられる鍛冶の一いつ端たんは、収支帳面や設計図と言った火を扱わない場所に限定されて行った。

　それでも設計図を眺ながめるのは楽しかった。マッカラン家は頼まれれば日用品も打ったが、本来的には武器を作る事を専業としている。刀剣は勿もち論ろん、鉄矢じり、巨きよ大だいな投石器の部品、破は城じよう槌ついの部品に至るまであらゆるものを作っていた。

　そういった物の設計図を眺ながめるのはリズにとっては至福の時だった。真まっ直すぐに引かれた直線、美しい孤こを描えがく曲線。その中に認したためられる長さと大きさ。銅に混ぜる錫すずの分量や、鋼はがねを練成する為ための工こう程てい。全てが楽しくて仕方がなかった。しかし幼いころからそんな物を見続けていたせいか、気が付くと自ら模型を作りそれが理に適かなって作られているのか試ためすようになっていた。更さらに自分の中で研けん鑽さんし、より使い勝手の良い武器にするにはどうしたらいいのか考えるようになった。いつの間にか自分で図面を引き、模も型けいを作る事を繰り返すうちにある事に気が付いた。

　それは力を数値化する事が出来るのではないかという事。力量の数値化を実験する為ために最初に用もちいたのは投石器の模も型けいだった。分ぶん銅どうの重さと投石する石の重さを割り出し、それによって生じる飛距離を算出する。縦たて軸じくと横よこ軸じくを作り、角度によって飛距離が変わる事が解わかると、さらに分ぶん銅どうから生じる力量が一定である事も解った。図面にその力量が最も効率的に発はつ揮きされる角度を割り出していくうちに、リズは数字に取とり憑つかれていた。

　気が付くとあらゆるものを数字で表すことが出来るようになっていた。

　この世界の殆ほとんどのものが数字に置き換えられる。

　気づいたときには、リズは目に見えるものを数字に置き換える癖くせがついていった。あらかた数字に置き換えると、今度は目に見えないものも数字にしてみるようになる。

　金銭の流れは時として、現物も金も伴ともなわなずに行われている事が解ると、いよいよのめり込んだ。市場に於おいては、現物同士の取引以外にも、先さき物もの取引と言った物品を直接やり取りしない金の流れがある。それを常に数字で追い、利益を上げる方法を考えた。

　兄のエリオはそんなリズによく、「おまえは何になりたいんだ？」と笑って問うた。

　何になりたいかと問われれば鍛冶屋かじやだ。誰がなんと言おうと鍛冶屋なのだ。でもそれを許されないのだからどうしようもない。

　今こうして認したためている書も、皇国の軍師に渡す為ための数式だ。役に立てばいいと思っている。そんな事を考えながら筆を走らせていると、工房からエリオが出てきた。

「おう、リズ。待たせたな」

「できたの？」

「任せろ。これでガキだなんて言わせねえぜ」

　自信を漲みなぎらすエリオの手には以前の物より一回り大きい山刀があった。鞘さやの中に納められているそれをテーブルの上に置く。

「出征ってもうすぐだよな、たぶん」

「うん、いつなのかは教えてもらってないけど、港の方が騒がしいし、そろそろだと思う」

「早くもってかねえと、置いてかれちまうな。ん？　そう言えばファウラ姉ちゃんは？」

「えっと、そっちで寝てるよ」

　自分の名前を呼ばれてか、

「んぉ、よんだかい？」

　と、ファウラがソファから身を起こし目を擦こする。頭の上では小こ鼠ねずみがちゅるちゅると飼い主より元気に鳴き、傍かたわらの大おお鷲わしは微動だにせずジッとしていた。

「おや、できたのかい？」

「おうよ。なあファウラ姉ちゃん。あの軍師さんとこに納品するからさ」

「あぁそっか。りょーかい、りょーかい。心細いからついてきてって事ね」

「そうじゃねえよ！」

　顔を真っ赤にして怒る兄を、まだまだ子供だなあ、とリズは生暖かく見守った。

　そうしてファウラに先導されて港まで来ると、積つみ込みの確かく認にんをしているクロムを見つけた。傍かたわらには妹のリュリュが大きな山犬と一いつ緒しよに控ひかえている。

　リズはリュリュに向かって小さく手を振ると彼女も気付いたらしく、こちらに手を振り返してくれた。その様子に忙いそがしそうにしていたクロムも気付いたらしく、こちらに目を向けてくれる。彼は片手に資材関係の書類を持ちながらこちらにやって来ると、

「できたのかい？」

　と声を掛けてきた。リズは思わずびっくりして兄の後ろに隠かくれてしまう。するとエリオが鞘さやに収まった山刀を見せつけるように前に一歩出た。

「当たり前だ。そうじゃなきゃ、来たりしねえよ」

「そうか。じゃあ、確認させてもらっていいかな」

　やってきたクロムはそう言いながら、エリオの打った山刀を手に取った。

「おう、じっくり拝おがんでくんな」

　父親譲ゆずりの勝かち気きな性格のエリオは鼻息高らかに胸を反そって見せる。そしてクロムが受け取った山刀を鞘さやから抜くと、白銀に輝く美しい刀身が姿を現した。

　リズも幾いく度ども見ていたが、改めてクロムが持っている姿を見て、これは本当によくできた剣だと認にん識しきを新たにした。それは持つ人間であるクロムの体形にちょうど合わせて作られており、持っている姿を見ればそれが手に馴な染じんでいるのがすぐにわかったからである。

「これは見事な物だ。失礼を承知で聞いていいかい？」

「おう、なんでも聞いてくんな」

「これを本当に君が？」

　すると、よくぞ聞いてくれたとばかりにエリオは鼻息を荒あらげて腕うでを組んだ。

「ったりめえよ！　言っただろうが、ちゃんと親父から技術を学んだってな。そりゃ、親父ほど速さと正確さはねえけど、時間さえくれれば、大人に負ける気はしねえ」

　自信満々のエリオに、クロムが笑いかけると、

「そうか。じゃあ試させてもらおう」

　と言い船着き場に積んであった角材を貰い受けてくる。何をするのかと、エリオとリズは勿もち論ろん、同行してきたファウラも固かた唾ずを呑のんだ。

　クロムはその太い角材をその場に置いた。地面に突き刺すわけでもなく、角材の太さに任せて置いただけである。

　まさかこれを両断しようというのか、とリズは驚おどろき口を開けた。

　隣となりに立っていたファウラもエリオも緊きん張ちようの面持ちで見守っている。

　クロムは集中するように、山刀を構えると深く息を吸った。そして次の瞬しゆん間かん、目にもとまらぬ速さで山刀は角材を一いつ閃せん。

　エリオが祈るように瞑つぶっていた目を開き顔を上げる。

「………やったか？」

　緊張で拳こぶしを固く握にぎっていたのは、リズも同様だった。

　クロムは山刀を鞘に納める。だが角材は崩くずれるどころか揺ゆれてすらいなかった。まさか彼が剣を当て損ねたなどとは考えられない。

　だがクロムは角材の所まで行くと、その角材の頭を持って摘つまみ上あげた。

　すると角材は上下に綺き麗れいに両断されていたのだった。

「いい山刀だ。切れ味も申し分ない」

「…………ってぇことは……」

「………えっと……その……」

　口をパクパクさせるエリオとリズの背中を力強くファウラが叩たたく。

「一緒に来いって事だよ」

　暫しばらくそれがどういう事か認識できずに放心していたが、漸ようやく理解すると同時に、

「「……やった！　やったぁぁっ!!　やあぁやあばばばばっ!!」」

　喜びに声を上げ、その興奮に呑のまれ最後はよくわからない事を言いながら二人は手を取って飛び跳ねた。正式に自分たちは皇国の鍛冶屋として働くことが出来るのだ。失われてしまったマッカランの家名を傷つけずに済んだ。その安あん堵どが訪れると同時に、本当の仕事はこれからなのだという実感が襲おそってきた。そういった意味でマッカランの家名を守る正しよう念ねん場ばはこれからなのだ。そう自分に言い聞かせリズもエリオも気を引き締めた。
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　と、正式に追つい従じゆうが許されたリズはある書類を渡そうと思っていた事を思い出した。

　片手に抱えていた書類を持ってクロムの下に行く。が、人見知りな性格のリズはうまく話せない。

「あ、あの……これ……その……ボクが作った……えっと……」

　そう言ってクロムに差し出すと、彼は不思議そうな顔をする。するとすかさずファウラがやって来て、フォローを入れるように彼に耳打ちをした。

「もうクロムもいけずだね。皇国の軍師にファンレターだよぉ」

　とんでもない事を囁ささやいておられる。かくいうクロムの方は別段驚いた様子もなく、

「そうか、それはそれは。じゃあありがたく頂ちよう戴だいするよ」

　と平然と口にしている。当然ながらリズはあわあわしながら目を回して弁明を垂たれた。

「ちちち違います！　ここ、これはボクが作った弾道計算式です！　使えたら使って下さい！」

　漸ようやくそう言うとファウラは訳知り顔でニヤニヤする。

「なんだ、ちゃんと言えるじゃん」

　それはファウラがとんでもない事を言うからである。それでもクロムの方はリズの作った書類に興味を持ったらしく、

「見せてもらっていいかい？」

　と言うと、暫しばらくその書類を黙もく読どくしていた。そして再び顔を上げると、こちらに向かって真ま面じ目めな顔を向けてくる。

「これはすごいな。実用性を確かめる必要がある」

「あ……ありがとうございます……でも風の抵抗とか、その日の天候などが入っていませんので、あくまで目め安やす程てい度どに……」

　謙けん遜そんしながらそう言うが、クロムの方は至いたって真面目に文面に目を落としている。

「いや、その点に関しては投石兵が培つちかった勘を頼りに微調整を加えればいい。ただこれはすごい発見だ。いままで目め見けん当とうと経験則のみで行われていた投石が一いつ変ぺんする」

　クロムの言い様は流石さすがに大げさだとリズは思った。目見当と言っても、だいたいの飛距離はわかっている。だが、実際に投石がかなり大おお雑ざつ把ぱな経験則で行われてきたのも事実だ。

　戦場でわざわざ石の重さを量はかったりはしない。これくらいの大きさなら、要よう塞さいまで届く、という目見当で行われている。だがリズの計算式に当てはめ、分銅と投石の重さ、そして角度を統一すれば、それは限りなく高い命中精度を誇ほこる武器に変わるはずだ。

「この書類は預かってもいいのかな？」

「も、もちろんです」

　過か剰じような評価にリズは顔を真っ赤にして俯うつむいてしまった。するとファウラが、横に立って頭を撫なでてくれる。

「よかったねえ」

　するとそんなファウラに、クロムが釘くぎを刺すように、

「ファウラ、二人の事を頼たのむよ」

　と言った。




　皇歴２１６年11月。

　ゾラ港よりラング暫ざん定てい特とく務む師団長率ひきいるグラウスタンディア陸軍輸送の船が次々に出港を始めた。ゾラ港より南東に位置する街道沿いの浜へ上陸させ、そこから街道を上り四し関かん門もんを落としていく事になる。輸送には調練を兼かねてイルガ千人長、チシャ千人長が取り仕切る元リジア海軍兵による輸送が行われた。

　冬のないリジアであったが、この時期は東リジア地方は小雨季に入る。その影えい響きようからか、黒海周辺も湿度が高くなっていた。

　輸送船に同行したのはクラヴィス将軍とテティル師団長が率ひきいる先発隊である。

「クロム殿、どうかアラティア陥かん落らく、頼みましたぞ」

　船上で目に涙なみだを浮かべているクラヴィス将軍とクロムは握手を交わす。

「はい。クラヴィス将軍は、例の作戦で出来る限り時間稼かせぎをお願いします」

　既すでにリジア海軍侵攻阻止の策は練られていた。

「しかし思惑通り、奴やつらはこちらの思おもう壺つぼに嵌はまってくれるかどうか……」

「その為ためにロブとヨシュアを同行させました。彼らはきっとクラヴィス将軍を助けてくれます」

　地質学者ロブ・フォッグと気象学者ヨシュア・フォッグ。

　彼ら二人は黒海に於おける地質条件、気象条件を頭にいれ柔軟に動いてくれる筈はずだ。

「状じよう況きように応じ作戦の変更はクラヴィス将軍の判断でお願いいたします」

「わかりました。死力を尽つくしましょう」

　言葉を交わすとクラヴィス隊とは海上で別れた。

　ラング軍２万５０００人がゾラ山を迂う回かいして東側へと上陸する。

「はあ、たいしたもんだねえ」

　悪あく辣らつな笑いを浮かべるラングは、降ろされた元リジア陸軍兵たちの統とう率そつのとれた動きをそう賞しようした。共にいたクロムもその様子に同意するように頷うなずく。

「よくこの短期間でここまで出来上がったもんです」

　事実、ラングもクロムも当初の予定では１万５０００も揃そろえば御おんの字だと考えていた。その為ため、ラング隊が１万５０００の調練を熟こなし、フィフニス隊がもう一方の１万５０００の調練を行った。

「結果としてはあのフィフニスの嬢ちゃんが、丸々自分の担当した兵を使える状態まで持ってっちまったんだもんな」

　彼かの女じよは一兵の脱落者も出さず、統率のとれる状態まで期限内に仕上げてしまったのだ。しかもフィフニスの担当した兵たちはとかく士気が高い。

「まあラングさんも予定より多い兵数を仕上げましたがね」

「それでも、俺おれは１万だ。まさか昨日今日隊を持った者に負けるとは思わなかったよ」

　冗じよう談だんめかしてそう言うラングは心底フィフニスの功こう績せきに対し驚きと敬意を抱いだいているようだった。そんな彼はパイプに煙草たばこを詰めながら鋭するどい視線をクロムにやる。

「ま……それでも、まだ厳きびしいんだろ？」

　嘘うそを吐ついても仕方ないとクロムは首しゆ肯こうした。

「ええ。僅わずかでも誤算が出れば、すぐに崩壊しかねない。一いつ瞬しゆんの判断の迷いが命取りになる。その状況はまったく変わっていません」

　ラングは苦い顔でそれを聞きながら、パイプに火を入れ、ぷかりと煙を吐はきだした。

　そこからは踏とう破はの準備を早さつ急きゆうに整えると、すぐさま進軍が始まった。

　陸路からの海軍司令部アラティアまでの街道には、ジーラ関、クルール関、イルジュ関、ゼタ関の四つの関所を落とさねばならない。これらの関は第一次リジア戦役の際に、砦とりでとして機能するよう要よう塞さい化されていた。

　通常通りの手順で一つ一つ落としていてはとてもではないが戦力、時間共に足りる筈はずがない。

「……んで、どうすんだよクロム。普通に責めるわけじゃねえんだろ？」

　最初の関門ジーラ関を前にラングは馬上でクロムに問いかけた。

「そうですね。ジーラ関、クルール関は要塞化の工事が今でも石工途と中ちゆうなので、そこを突つこうと思います。軍を六分割して、主力を正面から、残りをそれら守りの薄うすい場所に配して、突とつ破ぱさせます。突破口が開き次第、主力もそちらに向かわせる作戦で良いと思いますね」

　クロムがそう言った通り、最初のジーラ関、クルール関は未いまだ石工途中である守りの薄い個か所しよを突つく策に出た。

　リジアにとっても近接するこの四つの関を全すべて要塞化する事は財政的事情で二の足を踏ふんでいた部分がある。海軍司令部に近い、イルジュ関、ゼタ関が優先的に要塞化され、ジーラ関、クルール関の石工は後手に回されたのである。

「さて、内部の情報を手に入れないとね」

　そう言うとクロムはファウラを呼び寄せた。

「なぁに？」

「ちょっと内部へ入ってもらってもいいかな？」

「うへぇ……また潜入かぁ。内ない偵ていかな？」

「いや、内偵には既すでにイリヤと、その劇団の人たちが入っている」

「おおっと、手回しがいいね………ってぇことは……連絡係？」

「そういう事」

「うへぇ、じゃあリジア人のメイクしなきゃ……どうやるんだっけ……」

　この二つの関門に対してクロムは、イリヤを内偵として先だって派遣し、内部から防御の弱い部分を探さぐらせていた。イリヤは人の通れないような道を行き、内部に入るとすぐさま内部の石工状況を探り、そして後から来たファウラと落ち合う。そこでイリヤの調べた情報を大おお鷲わしのティコを使ってこちらに提供した。手紙を受け取ったラングが、破は城じよう槌ついを用意させ、すぐに進軍命令を出した。

「南23間けんの区画が壁が薄い！　そこに破は城じよう槌ついを打ちこめ！」

　破城槌を用意した隊が突とつ貫かんを始め、その周りを守るように盾たてを構え取り巻く兵たちがラングの指定した場所へと突き進む。ジーラ関を守るリジア兵たちは、破城槌の狙ねらいが当然城門だろうと踏んでいたのに、とんでもない方向へと突き進んでいく様子を見て、目を白黒させた。その間に破は城じよう槌ついは関門の壁の薄い部分目がけ鉄てつ槌ついを下すと、石工途中であった張はり子この虎とらが、ガラガラと崩れ落ち、いとも簡単に道を開けてしまった。

　表からはわかるまいと、たかを括くくっていたリジア兵は人員配備を変え、突き崩された壁の方へと差し向けるが、その時にはもう遅おそい。

「いけぇ！　一気にジーラ関を落とすのだぁ！」

　ラングの号令の下、後方に控ひかえていた騎き馬ば隊たいが、開いた関門目がけ殺さつ到とうしていく。

　フィフニス隊を始めとした、グラウスタンディアの勇士たちがジーラ関の中に雪崩なだれ込こむと次々にリジア将校の首しゆ級きゆうを挙あげていった。

　開戦一日にしてジーラ関は陥かん落らく。グラウスタンディア軍は殆ほとんどの被ひ害がいを出すこともなく第一関門を突破したのだった。更さらにラング隊は留とどまる事を知らぬかのように、すぐさまクルール関へと進軍すると、ここもまた同じように即日突破するに至いたった。この快進撃に兵たちの士気は高まり、後発隊の到とう着ちやくを待たずしてアラティアを落とすことが出来るのでは、という空気が出来上がっていた。

　ここまで好調に関門を突破できた事に沸わき立つ兵たちであったが、それを指揮するクロムは素す直なおに喜ぶことが出来なかった。

「おう、どうした湿し気けた面しやがって」

　煙草の紫煙を燻くゆらせながらラングがやって来る。クロムは街道の地図から顔を上げた。

「なんだラングさんですか」

「なんだじゃねえよ。随ずい分ぶん浮かねえ顔してんじゃねえか。お姫様が一緒じゃなきゃ張り合いが出ねえか？」

「そうですね、ずっと中年男と顔を突き合わせていては気が滅め入いりますね」

「おいコラッ、ケンカ売ってんのか？」

　ヤクザ面を更さらに鬼おにのように歪ゆがめるラング。クロムは嘆たん息そく交じりに笑って返す。

「僕ぼくらがケンカをしても誰だれも喜びませんよ」

「んなこた分かってるよ。んで何が不満なんだ。怒ど涛とうの快進撃だぜ。被害も殆ほとんどなけりゃ、兵へい站たんにもかなり余よ裕ゆうがある。まったく大したもんだ、あのマカオン爺じいさんの孫は」

　ラングの言う通り、ほぼ被害なしの上に進軍速度もかなり早いという異例の快挙に一役買っているのは間ま違ちがいなくフィフニスであった。彼女は元リジア兵を纏まとめるのがとにかくうまかったのだ。勿もち論ろんフィフニス隊の兵の全面協力もあるが、それを押してなお彼女の将としての器うつわは計り知れないものがある。

　だがクロムは地図上の配置図を確認しながら変わらぬ口調で言う。

「ここまで被害を出さない事が、今回の戦の最低条件です」

　その言葉にさしものラングも何も言わず、白い煙をフーッと吐はき出す。

「むしろ次の砦、イルジュ関でもこれと同じ勝利を納おさめねば、僕らの計画は成功しません。計画が一手でも狂くるえば、僕らは必ず負けます」

「きっつい戦だな。選せん択たく肢しが一つしかないってのは。皇都防衛よりヤバいんじゃねえのか？」

「はい、それが事実でしょう」

　隠し立てする必要もなかったのでクロムはあっさり肯こう定ていした。

「皇都防衛は選択の余よ地ちも、制限がありながら時間もありました。だが今回はそのどちらもがない。その上、ここは敵の懐ふところ」

「畳たたみかけじゃねえか」

「そうですね。しかも時間的制約が今回の選択肢を狭せばめて、僕らに不利に働いている」

「ま、その代わりリジアにとっても、出来る道は一つしかねえ。それが救いでもあるってか？」

「さて……それが救いなのか……それとも僕らを陥おとしいれる罠わななのか？」

　するとラングはクックッと腹で笑って見せた。

「それでもてめぇは勝つつもりでいるんだろ？」

　それに対してクロムも大げさに肩かたを竦すくめて苦笑いをして見せた。

「負けないようにするつもりです」

　そうしてラングとクロムは、そこから先の進軍ルートに関する作戦を確認し合った。

　問題となる次の関門――イルジュ関。

　先に述のべた通り、この関門は既すでに要塞の体ていを成なし、一いち分ぶの隙すきもない佇たたずまいで、グラウスタンディア軍の前に立ちはだかった。

　そしてこの城塞は更さらにクロムたちにとって予想外の防衛手段を取ったのであった。




　　　　※※※※




　ゾラ港を出港し、ラング軍を陸りく揚あげした後、クラヴィス率ひきいる船団40隻せきは東へと進路を取った。海軍司令部があるアラティア港へと向けて帆を張り波を分ける。船団はアラティア港とゾラ港の中間にあるイライア諸島まで来るとそこに錨いかりを降ろした。

　イライア諸島は小島や浅あさ瀬せが点在し、船の進路はある程てい度ど限定される。つまりは、敵の船団の進路もある程度限定されるという事になる。同行した地質学者ロブ・フォッグはこの海域の詳細な地図を作成しそれを元に作戦が練られた。

「リジア海軍の進路は大船団であれば北周航路。小船団であれば列島南側の航路を取る事になると思われます」

　イライア諸島を中心に、北側と南側の二つの海路が存在する。北側は大きく開けており、座ざ礁しようの危険などがなく大型船を纏まとめて通すことが出来る海路である。南側はやや幅はばが狭せまく、通れない事はないが座ざ礁しようの危険もあるし、大型船を幾いく隻せきも通すことを考えると効率が悪い。それを考えると、ロブの言う通り北の航路をリジアが選ぶだろうと予測が出来た。

「たしかに北側の方が、多くの船団を円えん滑かつに通すのに向いていると言えるな」

「ええ。ゾラを奪だつ還かんしようとするなら、大船団が必要ですから。おそらくは北側かと」

　そう言ったロブの言葉に、クラヴィスは眉み間けんに皺しわを寄せて目を潤うるませた。脇わきで聞いていたテティルが怪け訝げんそうに問いかけてくる。

「どうかしましたか、将軍」

「………単純に考えれば北に戦力を集中させる事は十分に考えられる。しかし南側をおろそかにすれば、裏を掻かかれるかもしれない」

「父様、まさか兵力の分団を考えていらっしゃるのでは？」

　テティルの問いかけにクラヴィスは首を横に振った。

「いや、分団は危険だろう。何しろこちらの戦力は40隻。分団すれば、確実に交戦した方が全ぜん滅めつする事になる。リジア海軍がどちらに現れるか、目星を付ける必要があるな」

　しかしこれは途と轍てつもない賭かけと言えた。単純に考えれば、北側の海路は海かい峡きようの幅が広く、多くの船団を持つリジア海軍は円えん滑かつに船を通し、ゾラに向かう事が出来る。

　と、そこへ気象学者のヨシュア・フォッグが口を挟はさんだ。

「北側の海路はこの時期、濃のう霧むの発生率が著いちじるしく高い海域です。リジア海軍はおそらくそれを知っている。濃霧の中でこちらと戦う事を想定してくるかと思われます。こちらが先に陣を張り、待ち構える形を取れば、リジア船団を足止めする事が出来る筈はずです」

　その提案にクラヴィスは同意するように頷く。

「ああ、僕もそう思うな……ただ、もう一歩先の事を考えねばならない」

「もう一歩先とは？」

「リジア海軍はそもそも、ゾラを奪還するのが目的だ。たとえこちらが少数だとしても、戦闘は回避したいはずだ。そう考えると……」

　全員が海図の南側の航路に目を移した。地質学者のロブが唸りながら顎あごに手を当てる。

「海峡の幅は狭せまいものの、戦闘の危険が少ない南側を選ぶ可能性がある、という事ですか……」

「ああ。もしそうだとすれば、こちらは優位な場所に、奴らを引き込みたい」

「つまり、北側に誘導を？」

　そう問い返したテティルに、クラヴィスは目を潤うるませながら笑って見せた。




　リジア海軍ロスタム・ヘルガ将軍は第一次リジア戦役で多くの戦果を挙あげた者の一人であった。それまで海上戦に於おいてロスタムに負けなしと謳うたわれる程ほどにその強さを誇り、グラウスタンディア皇国に対し多くの打撃を与え続けてきた。だが終戦間際、その華々しい経歴に一つだけ傷がついた事があった。ただ一回のみ、敗北の黒星を入れてしまったのだ。

　それは海軍を持たないグラウスタンディア軍の船団との決戦。

　その船団を率いていたのが、時の師団長クラヴィス・ペイトンであった。

「漸ようやっと、決着がつけられそうじゃないか、クラヴィスよ」

　出港を前にした大型船の甲板の上でロスタムは遠くを見つめながら薄く笑った。

　嘗かつての敗北を前に、ロスタムは漸ようやく宿敵であるクラヴィスとの決着を付けられることに胸が高たか鳴なった。先日の皇都強襲作戦に於おいても、リジア陸海軍最高責任者であるバルオロール元げん帥すいの命令で、自分の出しゆつ撃げきは叶かなわなかった。リジア十二貴族に全てを任せるという元帥の決定には、将軍格であるロスタムは異を唱となえる事が出来ない。

　それが余計に口くち惜おしく感じた。クラヴィスとの対決を５年も待ったのだ。

　だが今はそれでも構わなかった。惨ざん敗ぱいし、その数と勢力を落としたリジア十二貴族は戦線から外されている。やっと専業の軍人である自分の出番が来たという訳だ。

　なにより、グラウスタンディア軍はゾラ港のリジア海兵を取り込もうとしているという。そうなれば確実に海戦で武功を立てているクラヴィスが出てくる。奴は第一次リジア戦役以降、グラウスタンディア海軍構想の一いち翼やくを担になっているという話を風の噂うわさで聞いた。

　だがロスタムからしてみれば、それは当然だろうと思った。あれ程ほどの海上戦での知識に長たけた人間を飼い殺しにするようでは、グラウスタンディアなど取るに足らないとすら思えた。

　そんなロスタムの下へ同じ海軍の将軍であるセドゥールがやって来る。

「ロスタム、作戦を言い渡す」

「はい」

　セドゥールは同じ将軍格であるがロスタムよりも先輩に当たる。当然ロスタムは彼かれに対し敬意を込めた態度を取った。

「これよりゾラ港奪還作戦に移行するが、それに伴ともないイライア諸島にグラウスタンディア軍が駐ちゆう留りゆうしている事が予測される」

　当然それはロスタムも予想していた事だった。グラウスタンディアには、円滑な指揮系統が存在している。戦はその速度が勝敗を分かつ事になる時もある。第一次リジア戦役の敗北はまさに指揮系統の速度がグラウスタンディアに勝利を運び込んだとも言える。

　それを考えれば、グラウスタンディアは既すでにアラティア港のリジア海軍がゾラを奪還する為ために出しゆつ陣じんしてくる事を予測し、進路を妨ぼう害がいしてくるであろう事はわかり切っていた。

「セドゥール殿、ではそのイライア諸島に於おけるグラウスタンディア軍は我にお任せ下さい。必ずや討とう滅めつしてご覧に入れます」

　自信を持ってそう言ったロスタムに対しセドゥールはただ首を横に振ふった。

「いや、こちらは戦うつもりはない」

　ロスタムは耳を疑った。

「お待ちください。戦わないとはどういう事でしょう？」

「言葉の通りだ。グラウスタンディア軍はゾラに於おけるリジア海軍を吸収し、我々と海戦を構えようとしている。だがそう考えると流石さすがにその吸収した兵たちの足並みを揃そろえ統制が利きくようにするまでには時間がかかる」

「つまりイライア諸島海域には全勢力は出てこないと？」

「ああ。奴らはゾラ兵の統制が取れるまで時間を作らねばならない。だからイライア諸島を封ふう鎖さする人員の数は限りなく少ないと推測される」

「……しかし相手はクラヴィスである事も考えられます」

「だからこそ、我々は交戦を避さけるつもりだ」

　セドゥールの発した言葉にロスタムはきつく奥歯を噛かんだ。やっと積年の宿敵と相あいまみえる事が出来ると固く信じていたのだ。その悔くやしさは一言では表せなかった。

「おそらくグラウスタンディア軍は我々が大船団を率ひきいる事を予測し、イライア諸島群北周航路を封鎖しているだろう。だから我々は南側に進路を取る」

「――もしそれを逆さか手てに取り、南で待ち伏せていたら？」

「すぐに回頭し北に進路を移す。現在のグラウスタンディアには、両海域を包ほう括かつできる程ほどの海軍戦力は存在していない。どちらかに、目星を付けざるを得ないのだ」

「あちらは運任せの策に出ると？」

「さて、どうかな？」

「クラヴィスを始めとしたグラウスタンディアの将校たちはそれ程ほど浅はかな人間ではありません。某なにがしか、我々を誘導する為ための策を弄ろうしてきます」

「そうなったらそれを打ち砕くまでだ」

「………かしこまりました」

　殊しゆ勝しようにそう返答し礼をするロスタムであったが、それでも胸の裡うちに渦巻く戦意の炎は消えてはいなかった。未だ熾おき火びのように熱く滾たぎる戦いへの渇望が腹の奥底で燃え盛っていた。

　だがこれは戦だ。目的はゾラの奪だつ還かんである。クラヴィスとの決着はあくまで個人的とも言える事だった。だから、今はその熱意を封じ込めるしかなかった。

　でき得うることならクラヴィスとの決着を付けたい。あの男が編成した海軍と戦いたい。心からそう思っていた。だが今はそれを諦あきらめねばならないだろう。一いつ介かいの軍人としてロスタムはそう自分に言い聞かせたのだった。

　なにより、ゾラ港を落とすのなら30万の兵を以もつてしか敵かなわぬ、という鉄てつ壁ぺきの要塞。現在船団には聖都から派遣されてきた兵も含ふくめその総数は30万――この人員を７５０隻の船に乗せゾラを目指す。途中で人員を欠落させたくない、と考えるのは当然だ。

　そうしてロスタム、セドゥール以下、10人の将軍が率いる大船団７５０隻はアラティアを出港すると一路、南へと進路を取る。一いつ糸し乱れず均等な距離を置いて海上を進む船団は圧あつ倒とう的てきな威圧感を持っていた。

　船団は予定通りにイライア諸島へと進行し、隊列を変えて小島と浅あさ瀬せが多く点在する南周航路へと入っていく。座ざ礁しようの危険がある為ため、それまでの様な速度重視の進軍から一変し、慎しん重ちように海かい峡きようを渡わたっていく。

（さてクラヴィスはこのまま手を拱こまねいているのか……）

　直感的にロスタムはクラヴィスが取るであろう戦略を頭の中に描いた。先手を取りながら迅じん速そくな指示系統を活いかし、的確な動きを見せるクラヴィス軍。彼らが本当に南の航路を見み逃のがすとは思えない。

　その考えが胸中を駈かけ廻めぐっていたのは、５年前の戦いが頭の中にあったからだろう。

　目を瞑つむれば今でも鮮明に思い出す。

　船が焼かれ、暗い海へと投げ出されたあの光景が。

　体温を奪われ、身体は悴かじかみ、絶望と共に海の底へと沈んでいこうとするあの日の事が。後は死を待つだけのリジア兵を取り囲むグラウスタンディアの船団。

　燃え上がる炎に照らし出されたそれは、まるで化け物のように佇たたずんでいた。

「……何な故ぜなのだクラヴィス」

　そう呟つぶやきながらロスタムは目を見開き我に返る。

　黒海の波が小雨季の訪おとずれを告げるようにさざめいていた。

　そうして進んでいくうち、前方の船団から緊急停止の銅ど鑼らが掻かき鳴ならされた。

　何事かと思いロスタムは情報確認を急がせた。

「現在、前方に敵船団が潜んでいる可能性があるそうです！　セドゥール将軍からは回頭し、航路の変更命令が出ています！」

　それを聞いたロスタムは、眉み間けんに皺しわを寄せ唸うなった。

「敵船団の数は？」

「確認出来ておりません。何しろ小島の陰かげに隠れればいくらでも船を潜ひそませることが出来ますので」

　それは確かだった。実際に南周航路は、隠れて奇き襲しゆうを掛かけるには打ってつけの場。それを考えると、敵戦力を把は握あくするのはかなり難しい。

（やはり潜ひそんでいたか）

　ロスタムはすぐに小船を出させ、セドゥール将軍が控ひかえる船へと赴おもむいた。既すでに他の将軍たちも彼の下へと駆かけつけていた。するとセドゥールは苦り切った顔で不ふ機き嫌げんそうにロスタムを迎むかえた。

「さすがはグラウスタンディアと言った所か。こちらの思おも惑わくを読んでいたか」

「敵船団を発見したとか？」

　すぐに事実確認をすると、セドゥールは吐はき捨すてるように、

「そうだ。斥せつ候こう隊たいからの報告で、この先４里りの島陰に隠れる船の帆を発見したらしい」

　と言った。ロスタムはなる程ほどと唸うなりを上げる。するとセドゥールが付け加えるように指示を出した。

「交戦を避さける為ためにも、我々は後退し進路を北に移す。時間を多少無駄にしてしまうが、それでも交戦するよりはましだ」

　セドゥールの言う通り、最小限の被害でゾラ港まで到とう達たつすることを第一に考えれば、時間的ロスがあっても、北へ進路を取るべきだろう。

（………だが、これは誘導とは考えられないか？）

　直感的な閃ひらめきがロスタムの脳内を駆け巡めぐる。クラヴィスはよく策を弄ろうする。少ない戦力で勝つために、相手の戦法をよく観察し、それに合わせて柔軟に動く。

　それを考えれば、この潜せん伏ぷくこそが罠であると考える事もできる。

　だからこそそれを確認せねばならない。

「セドゥール殿、斥せつ候こう隊は敵の船の帆を見たというのですよね？」

「ああ、そうだ」

「では船体も確認しているのでしょうか？」

「なに？」

「船体です。島陰に隠れているという敵の船そのものは確認されているのですか？」

　その質問に、すぐに斥せつ候こう隊の士官が呼び出された。

「どうだ？　おまえは敵の船そのものは見ているのか？」

　斥せつ候こうは残念そうに首を横に振り、

「これ以上近づくと敵から発見される危険がありましたので、一定距離以上近づいておりません。なので敵の船体そのものを我々は確認してはございません」

　彼らの言う事は尤もつともだった。斥せつ候こうが発見されれば、あちらが動きだしてしまう。彼らの判断は正しい。しかし、だからこそロスタムは強烈に敵の策の臭においを感じ取った。

「もしかしたら、謀たばかられている可能性があります」

　するとセドゥールが怪け訝げんな表情をした。

「どういう事だ？」

「敵グラウスタンディア船団は分団する程ほどの戦力を兼かね備そなえていない、と考えると、北か南のどちらかに山を張って控ひかえていなければなりません。その上で確実に自軍のいる海域に誘導し、足止めをする為ためには………」

「そうか、案山子かかしを立てたか!?」

　セドゥールの問いかけにロスタムは頷うなずき返した。

　もしロスタムの予想があっていれば、斥せつ候こうが見た船の帆は、偽にせ物ものという可能性がある。

　いや、実際に使っていた船の帆を取り外し、島の陰に当たる場所に括くくり付つけている可能性もある。

　斥せつ候こうはその括くくり付つけられた船の帆を見て、恰あたかもそこに船があるかのように思い込む。勿もち論ろん近づいての確かく認にんは発見される可能性があるから、近くまで行く事は出来ない。

　そうなれば、戦せん闘とうを避けたいと考えている我々は、進路を北周航路に移す。

「やつらは我々を誘導しようとしている、という事か？」

「その可能性はあります。近くまで行って確認する必要がありますが……」

「………危険だな」

「はい。本当にそこに敵が控ひかえていたのなら、身動きがとり辛づらい我々大船団の方が、不利になりかねない可能性があります」

「近づいて確認するのは……賭かけと言えるな」

　島陰に見え隠れする帆が本当に見せかけであるのなら問題はない。しかしこれは可能性としては五分と五分の賭かけとも言える。こちらが発見されれば、あちらが足止めの為ために動くのは確実なのだ。

「どうしますか？」

　ロスタムの問いかけにセドゥールは黙もつ考こうするように唸うなり声ごえを上げた。彼も判断が付かなかったのだろう。しかしそれは仕方のない事だ。この判断を誤あやまれば、大きな損害を被こうむる事になる。簡単に決する事は出来ない。

「ロスタム、おまえの意見を聞かせてくれ」

　漸ようやくセドゥールは顔を上げるとそう言ってロスタムの判断を仰あおいだ。

「もし、敵の船団を指揮している人間がクラヴィスであるのなら、あれは我々を謀たばかる為ための案山子かかしであると考えられます」

「……何な故ぜ？」

「クラヴィスは海上での戦いを、リジア以上に考える事が出来る人間です。リジア海軍が長い間かけて培つちかってきた海上戦のセオリーを彼は把は握あくし、その上で裏を突いてくる。それが出来る数少ない希少な人物です」

「ではこれは我々を北へと誘導させる作戦であると？」

「その可能性が高いでしょう」

　はっきりとした口調で言い切ったロスタムに、再びセドゥールは考え込む。そして意を決したように判断を下した。

「再度、斥せつ候こう隊を出す！　帆はん船せんが偽にせ物ものか限界まで近づいて確認しろ！　見つかる事は覚かく悟ごで行け！　我々は迎撃態勢を整え、斥せつ候こう隊帰還を待ち、すぐ進軍が出来るよう、万全の態勢を整えよ！」

　その命令に、再び斥せつ候こう隊が小船団から出陣していった。その間にセドゥール、ロスタムの船団は、最悪の事態を想定し、船団をイライア海峡の入り口まで引き返させた。

　そうして斥せつ候こうを出した４日後の事。帰ってきた斥せつ候こう隊から以下の報告が為なされた。

「島陰にあったのは、ロスタム将軍の御ご推すい察さつの通り船の帆を括くくりつけたものでした！」

　その報告に、セドゥールとロスタムは目を合わせると頷うなずき合った。やはり、グラウスタンディアはこちらを欺あざむこうとしていたのだ。

「行くぞ！　このまま南周航路を取れ！」

　セドゥールの号令の下、リジア船団はゾラ港への進撃を開始した。

　狭せまい島々の間を縫ぬって、大型船が二列になって進行していった。




　クラヴィス将軍並びにテティル師団長率ひきいる船団は、敵船団を誘導する為ためにまず帆船の帆の取り外しに掛かった。そして南航路に点在する島々の木に取り外した船の帆を括くくり付けたのである。

　あまりに厳重に隠されている船の帆を見上げながら、追つい従じゆうしたテティルはいくらか不安そうな面おも持もちで呟つぶやいた。

「ちゃんとこの帆を見つけてくれるでしょうか」

　そんな彼女にクラヴィスは笑いながら返す。

「見つけるだろうね。あちらの斥せつ候こう隊にいる目役は皆みなずば抜けている。だからしっかりと隠しておいた方がいい」

　括くくり付けられた帆は、東側からやってきた者には到とう底てい見つけられないように隠されていた。かなりの切れ者でなければ見つけるのは難しい。だがクラヴィスは確信していた。リジア海軍にはあのロスタム・ヘルガがいる。彼の慎重な戦い方を見ていれば、戦場に於おける情報を如い何かに大切にしているかがよくわかる。

　彼の力量を鑑かんがみれば、リジアは決して放っておくことはない。ゾラ奪だつ還かんには必ずロスタムの力が必要になるだろう。そしてロスタムがいれば間違いなく彼は帆に気付く。

「しかし父様。これでリジア海軍は北周航路に変更するでしょうか？」

「いや、しないだろう」

　クラヴィスはそう言って小さく笑った。

　嬉うれしそうにそう言う父の姿に、テティルは幾いく分ぶん呆あつ気けにとられたような顔で、ぽかんと口を開いたのだった。




　ロスタム率ひきいる船団の前方から轟ごう音おんが上がった。何事かと思うよりも早く、ロスタムはそれがクラヴィスの罠わなである事を察さつした。

（……まさか……そういうことか？）

　奴らは北へと誘導させる策の上に、更さらに輪を掛けて策を巡らしこちらに潜ひそんでいたのだ。

　はるか前方を行く船の一隻が大きく傾かたむき船体を崩しているのが見えた。

「衝角ラムだ」

　船の舳へ先さきに金属などを装備させ、突撃させる事を主軸にした艦船である。相手の船の横腹目がけて衝角ラムを全力でぶつけ、船体に穴をあける古典的戦法である。

　だがこんな小島と浅瀬が点在する海域に於おいて、そんな戦法が可能なのか？　一瞬の思考の後にロスタムは檣しよう楼ろうの上に待機する目役に向かって声を上げた。

「相手の船種を確認しろ！」

　すぐに返答が返ってきた。

「中型ガレー船です！」

　やはりそういう事か。こちらが大型帆船で身動きが取れないと踏ふんで、あちらは小さく小回りが利きいて、しかも機動力のある中型船を用意していたのだ。しかも予あらかじめ船の帆を取り外しておけば機動力が増す。よく計算されている、とロスタムは内心で賞しよう賛さんした。

　だがロスタムは一いつ切さい焦あせる様子を見せない。

「弓きゆう兵へいを並べろ！　火矢を持て！」

　すぐに船上から火矢を番つがえた弓兵が次々に敵船団を捕ほ捉そくし狙いを定めて矢を放った。

　他のリジア船団も同じく、ロスタム船団に続くように火矢を用意し敵を牽けん制せいした。

「さすがだクラヴィス。おまえは俺がそのまま進軍することを読んでいたのだな」

　腹の底から笑いが込み上げてきた。相手に出し抜かれた、という気持ちはこれ程ほどもなかった。寧むしろクラヴィスともう一度戦う事が出来る。

　その時、船団を指揮するセドゥール将軍の船から進軍を命令する銅ど鑼らがなった。

「強行突破だな……望むところだ」

　掻かき鳴ならされる進軍の銅ど鑼らの音に、ロスタムは歓喜していた。




「敵リジア船団、攻撃態勢を整えています！」

　報告を聞きながらクラヴィス将軍は敵の中にロスタムがいる事を確信した。こちらの帆船の帆の囮おとりを見抜いて進軍する態度。そしてこちらが掛けた奇襲に対する迅じん速そくな対応。

「間違いない。ロスタム、おまえなのだな」

　呟つぶやくように言いながらクラヴィスは目を潤うるませた。それは好敵手と再び戦える武人としての武者震いのような物であった。

「敵の射程距離から離脱せよ！」

　クラヴィスの号令で即そく座ざに船団は島々の隘あい路ろを縫ぬい後退した。中型船であるクラヴィスたちの船は、浅瀬の上であろうと乗り上げる事無く進み続ける。リジアの大型帆船は当然追ってくる事が出来ない。

「目め役やく！　リジア船団の動きを確認！」

　すぐに目役からの報告がクラヴィスの下に届く。リジア船団はどてっ腹に穴を開けられ、７隻が座ざ礁しようし航行不能になっている。それを脇へ避ける作業をし、残りの船団が進軍態勢を整えているという。

「よし、回り込んで再度攻撃をする！」

　進軍を始めたリジア船団に対し、クラヴィス将軍、テティル師団長の指揮の下もとさらなる追撃が為なされた。だが二度目の攻撃には、既すでに迎撃態勢を整えたリジア側が即座に抵抗を試こころみてくる。

　結局二度目の攻撃では３隻を沈めるのみだった。

　敵リジア船団はまだ７００隻以上ある大船団だ。自分たちの奇襲が相手に与えた影えい響きようは全く以もつて微小なかすり傷程てい度ど。だが目的は敵船団の壊滅ではない。奴やつらの足止めをし、後発隊が来るまでの時間稼ぎをする事。それまで、決して奴らをゾラに侵しん攻こうさせない事だ。

「次の策に移る。ヨシュア、ロブを呼べ」

　クラヴィスに呼ばれたフォッグ兄弟が即座に次の策の為ための準備に掛かった。

　作戦室に呼ばれた二人の学者とクラヴィス、テティルで今後について話し合う。

　まず口を開いたのは気象学者のヨシュア。

「リジアはこの時期、東側が小雨季に入り、この黒海にも少なからず風向きの影響が出ます。現在の風向きは限りなく微風で東北東から西南西に向かって吹いています」

　すると今度は地質学者のロブが海図を開いた。

「それを加味し、リジア船団の進軍速度を計算に入れて次の策を行う場合、このマークされた島に仕掛けを施すのが適当であると思われます」

　印のつけられた小さな島の数は約78島。テティルの率いる軍と連動してもかなりの大仕事になりそうだ。

「準備にどれくらいかかりそうかね？」

「今日中に終えて見せます。人員の数だけ確保できれば……」

「なるほど、ではテティル、君が指揮を執とりながら、これを進めて欲しい。僕の率ひきいている船団の人員も投入してくれていい」

「では父様は？」

　そう問われてクラヴィスは軽く鼻を啜すする。

「幾いく隻せきかはリジア船団に対して牽けん制せいをした方がいいだろう。こちらが準備に取り掛かっている間に、進軍速度を上げられたら、この策は無に帰きするからね」

「そうですね。でももし牽制するのなら、そのための人員が足りないと思いますが」

「大丈夫。牽けん制せいには僕が出る」

「将軍自みずからですか？」

「そうだ」

　胸を張ってそう言ったクラヴィスに、ロブとヨシュアは驚おどろきに目を見開いていた。
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　二度のグラウスタンディアからの奇襲を受けたリジア船団であったが、二度目の奇襲には予あらかじめ準備していた弓きゆう兵へいを即座に配し、迅じん速そくな対応で被害を最小限に抑おさえるに至った。それでもロスタム将軍は気を緩ゆるめる事無く、臨りん戦せん態たい勢せいを継続しながら進軍を続ける。

　前方を行くセドゥール将軍の船から連絡員が来ると、今後の進軍予定が伝えられた。

　イライア諸島周辺の海域に於おいては、終始臨戦態勢を継続し、このまま強行突破を試こころみるという事だった。だがそれでいい、そうロスタムは思った。この海域では自分たちは身動きがとり辛づらい。だが中型船であるグラウスタンディア軍は自在に狭せまい島々の間を渡る事が出来る。一見こちらにとっては不利な条件の様にも聞こえるが、それは全く逆である。

　相手は中型船故ゆえに、衝角ラムによる突貫攻撃を以もつてしかこちらに損害を与あたえられないのだ。

　あちらが弓兵を用もちいようと、物量差でこちらに利がある。当然中型船では、こちらの船に飛び移って戦闘するのは不利。相手のする攻撃の仕方は、あの衝角ラムによる攻撃以外はないのである。

　そうなればこちらは対処の方法が明確になる。

　兵たちには常に緊張感を強しいる事になるが、臨戦態勢で臨いどみ続ける限り、相手は手出しが出来ないのである。

　そう考え進軍の速度を一定に保たもちながら進んでいくと、またもやグラウスタンディアの中型船が現れる。それはなんとロスタムの乗った船を狙って島陰から現れたのだ。

「弓隊、撃て――っ！」

　すぐさま船上から弓兵たちが矢の雨を降らすと、敵船は何もできずに後退した。

　暫しばらく進軍するとまたもや敵の中型船が現れる。ちょうど島々の隙すき間まが狭く大型帆船にとっては微び細さいな操作を要求されるエリアだった。だからこそ、島陰に隠れられると発見がし辛づらい。よく見れば先ほど自分たちが射た矢が方々に刺さっている。撃退した船がしつこく狙ってきたようである。

　しかもロスタムの船と島の距離は限りなく近い。

（懐ふところに入り込まれた）

　そう思った。敵船がロスタムの帆はん船せんに迫る。そしてその衝角ラムが大型帆船のどてっ腹目がけ激しくぶち当たり、船は大いに揺ゆれた。

「取り乱すな！　被ひ害がい状じよう況きようを報告しろ！」

　すぐに確認が為なされると、船体に穴は開いていないようであった。島とこちらの船の距離が近かったのが幸いした。敵がこちらの懐ふところに飛び込める程ほどの距離ではあったが、その分速度を稼かせげなかった。それ故ゆえに突破力が半減してしまったのである。

　敵船はすぐに後退を始めるが、それをわざわざ見逃してやる手はない。

「火矢を使え！　しつこい追手は火ひ達磨だるまにしてやれ！」

　即座に火矢が次々に打ち込まれ、船の方々に燃え移った。それまで船内に隠れていた兵たちが出てくると消火活動をし始める。

「射殺せっ！」

　ロスタムの命令に弓兵は火矢から通常の鏃やじりの矢に変えて番つがえると、消化活動をする兵たちに向かって放った。補ほ佐さする兵が盾たてを構え消火活動をする兵を守ろうとするが、物量差は圧倒的だ。そんな炎と降り注ぐ矢の雨の中、堂々とこちらに向かって立つ男に、ロスタムの目が行く。その男は目を潤うるませながら大弓を引き絞しぼると、こちらに狙ねらいを定めた。

　その姿を見た瞬しゆん間かんにロスタムは腹の底から笑いが込み上げてくる。

「クラヴィス!?」

　それに答えるように目を潤うるませた男――クラヴィスが答えた。

「久しぶりだね、ロスタム！　元気そうで何よりだ！」

　そう言った瞬間、クラヴィスの放った矢がこちらに向かってごうごうと風を切りながら飛んできた。咄とつ嗟さにロスタムはそれを避よけたが、頬ほおを掠かすって帆柱に突き刺さった。

「元気そうだと言った後に殺しに掛かるか？　普通！」

「こんなもので死ぬとは思っていない！　挨あい拶さつだよ！」

　そう言うと、消火活動の続けられる船はすぐさま後退し、島の陰へと消えていった。

「ロスタム将軍、お怪け我がはっ!?」

「かすり傷だ」

　そう言ったロスタムの顔は、敵を逃がしたことに不機嫌であるどころか、僅わずかに笑っていた。

　その夜の事である。

　不可思議な事が起こった。前方の島々を警けい戒かいする目め役やくからおかしな報告が入った。各島で焚たき火びの火が見えるというのだ。夜の進軍は危険なため錨いかりを降ろして休んでいたロスタムを始めとした各将校たちはそれを訝いぶかしがった。単純に考えれば、グラウスタンディア軍が駐留する為ために焚たいている火であると思われる。だがその数が尋じん常じようではなかったのだ。

　夜や陰いんに紛まぎれて出した斥せつ候こう隊からの報告では、その数は千や二千では利きかないというのである。敵の船団の数が少数である事はわかっている。それを考えてもやはり多すぎる。

「何を考えている？」

　まさかこちらに対して、兵数を水増しして威い嚇かくしているのだろうか？　だとすれば、逆に少なすぎる。こちらは30万の大軍勢。それを前に幾いくら水増ししても高が知れている。牽けん制せいのつもりなら効果は望めない数なのだ。

（ではいったい……）

　しかしその答えは次の日、覿てき面めんに海上に現れた。

　日が昇のぼる前の紺こん色いろがゆっくりと白みかける頃ころ――海上はなんと霧がかかり見通しが悪くなっていたのである。




　気象学者ヨシュアの予想通り、海上は霧に包まれ、敵船団は日が昇り始めても錨を上げられずにいた。それを遠目に見ながらヨシュアはニヤニヤ顔で満足げな様子である。

　クラヴィスも流石さすがに驚おどろきを隠せずに彼に問いかけた。

「本当に霧を発生させるとは思わなかった……どういう仕掛けなのかね？」

　するとヨシュアは得意そうに人差し指を立てて説明を始めた。

「いえ、この時期は東リジアから湿った冷たい空気が流れ込むのでそれを利用させてもらったんです」

「しかしあればかりの火でそんな事は可能なのか？」

「はい。範はん囲いは狭せまくなりますが、元々イライア諸島の北周航路ではこの時期、霧が発生しているでしょう」

「うむ、だがその湿った空気がこちらの南側に来るまでには、乾かわいてしまう」

「だから空気を暖めておいたんです。まあ、そうは言っても人間に出来るのは、ほんの僅わずかな時間とごく狭い範囲だけなんですけどね。なので、日が昇のぼり切る頃には消えてしまう」

「そうだね。では急いで取り掛かるとしよう」

　クラヴィスはそう言うと、すぐさま、船団に対して出撃命令を下した。即座に中型船は櫂かいを漕こぎ、リジア船団に迫る。その先頭に待機する大型船目がけ次々に衝角ラムを当て穴をあけて行ったのである。

　霧の中の行動は、たとえ目め役やくなどの視力の良い者でも見通すことは出来ない。だがここでは地質学者のロブが予あらかじめ船員に叩たたき込こんだ海図のルート通りに動かせた。

「10間けん後退！　回かい頭とう東36度！　前進！」

　彼らは目の前がほとんど見えていない。ただロブに言われた通りに動いているだけなのである。だがロブは予あらかじめリジア船団が停てい泊はくしている位置を確認し、どの順にどれくらいの距離を進ませればいいかを算出していた。夜間は錨いかりを降ろして航行しないリジア海軍の位置は、夜の裡うちに掴つかんでおけば問題ない。錨いかりを上げるのは日が昇ってからだからだ。

　グラウスタンディアの中型船は、命令通りの位置へと進み、敵の船に穴をあけるとすぐに次の指定の場所へと行く。日が昇り、霧が晴れると同時に、グラウスタンディア船団は撤てつ退たいした。そしてそこには無残にも船体に穴を開けられ座ざ礁しようした、40隻以上の大型帆船が海路を封鎖するように累るい々るいと浮うかんでいたのである。




「耳みみ役やくの指示に従したがい、矢を放て！　霧はすぐ晴れる！　それまで持ちこたえろ！」

　ロスタム将軍の怒ど号ごうが飛ぶ。前方を指揮するセドゥール将軍の船団の方が被ひ害がいが甚じん大だいのようだ。指揮系統が麻ま痺ひしていなければ、こちらにも勝機がある。

　事実、前方のセドゥール船団はすぐに対処に掛かっている様子が見て取れる。将軍は健在だ。こちらは霧が晴れたと同時にクラヴィス船団に対して打って出る準備を整える。

　ありったけの火矢を用意すると同時に、錨いかりを巻き上げさせた。また小型の投石器の準備も急がせる。小型とはいえ、子供程ほどもある大きさの石を勢いよく叩きつける投石器だ。クラヴィスたちが操あやつるのは中型船。石が甲板に命中すれば、船底まで貫かん通つうさせる事も可能だ。

　ロスタムは全すべての準備を終えると息を殺して霧が消えるのを待った。おそらく昨日大気を温める程てい度どに焚たいていたあの炎によって霧を作り出したのだろう。だが人の手で出来る事など、自然のそれには敵かなわない。その予想通り、日が昇り切る前に霧は晴れはじめる。その中に敵の船影を確認すると同時に攻撃命令を放った。

「敵船、攻撃よ――い！」

　飛距離のある火矢が次々に放たれると、グラウスタンディア軍の船に幾いくつも突き刺さる。あちらも引き時と察したのか、撤退命令のラッパが鳴った。

「逃にがすものかっ！　追撃だ！」

「しかしこの辺りは小島が……」

　焦あせったように声を漏もらす副官を、ロスタムは襟えり首くびを掴つかんで捻ひねり上げた。

「このまま取り逃せば、クラヴィスは更さらにこちらに攻撃を仕掛けてくる。ここで決着を付けねば、更さらに被害を出すことになるぞ！」

　震ふるえ上がる副官を投げ捨て追撃命令を出す。ロスタムが率ひきいる船団は即座にクラヴィスの船団を追い、狭い島々を縫ぬった。クラヴィスが襲撃してくるであろう事を予測していたロスタムは、昨夜のうちに帆船の帆を全て外しておいた。機動力に特化した大型船は一度速度が上がると猛もう烈れつな勢いが付く。

　危険であるとされる島々の間を、ロスタムに鍛きたえ上げられた船団は見事に縫ぬって見せた。そして逃とう亡ぼうを図はかろうとするグラウスタンディア船団の船尾を衝角ラムが襲う。大型帆船はその勢いのまま、グラウスタンディアの船を粉々に粉砕した。更さらに別の船の近くまで追いつくと投石器が石を放つ。甲かん板ぱんに穴を開けられた中型船は見る間に浸水し、船は大きく傾かたむきながら沈んでいく。

（さあ、次の獲え物ものは――！）

　そう思って前方の船に意識を向けたロスタムの目に、宿敵の姿が飛び込んできた。

　漸ようやく決着の時だ――そう思い雄お叫たけびにも似た咆ほう哮こうを上げる。

「クラヴィ――――ッス!!」

　笑いが込み上げると同時に弓を弾ひいていた。クラヴィスもまた覚かく悟ごを固めた瞳ひとみに涙なみだを潤うるませ、こちら目がけて大弓を引く。

　放ったのは同時―――だが、勝敗は船種が分かった。大型船である上位置から放ったロスタムの矢がクラヴィスの胸を捉とらえたのだ。

　その瞬間にロスタムの首元をクラヴィスの矢が駆かけ抜け、同時に血液が噴ふき出す。傷口を咄とつ嗟さに押さえ、頸けい動どう脈みやくがやられていない事を確認する。

「追撃だっ！　クラヴィスの船を沈めるのだっ！」

　そう言った瞬間、ズゥゥゥンとロスタムの船が横に激しく揺れた。

　まさかと思った。すぐに報告が入って来る。グラウスタンディア軍がこの船に衝角ラムをぶつけてきたのだ。この状じよう況きようで歯向かってくるとは見上げた度胸だと、その船を操る者を見やる。

　指揮を執とっていたのはまだ二十代そこそこの女性士官だった。

「父様の船を逃がしてっ！　急いでっ！」

　そう檄げきを飛ばしながら、すぐに自みずからの船も撤退させ始める。ロスタムはすぐに被害状況を確認した。船腹に小さな穴を開けられただけらしい。修復可能の範囲内だ。

　それがわかると、追撃が不可能である事を理解し、すぐに次の命令を放った。

「撃沈したグラウスタンディア軍の船に乗っていた者を救出せよ」

　その命令に新人のリジア兵たちは目を白黒させた。敵を助けろとはどういう事かと、顔を見合わせる。そんなまごつく新兵たちに他の熟じゆく練れん兵へいは怒声を放つ。

「さっさとしろ！　助かるもんも助からんぞ！」

　怒鳴られた新兵たちは狐きつねに抓つままれたような顔をしながら、グラウスタンディア兵の救出に奔ほん走そうした。そんな作業を眺ながめながらロスタムは誰だれに向かってか呟つぶやく。

「………これでお相子だ」

　撃沈したグラウスタンディア船の数は21隻に上った。そもそもそれ程ほど多くの数の船を用意できていないあちらにとって、これが大きな痛手となった事は言うまでもないだろう。

　しかもロスタムはあの時、クラヴィスを弓で討うち取った。彼かれが死んだかどうかまでは確認していない。だが胸に矢を打ち込まれて、それまでと同じように指揮を執とる事ができるかと言えば、勿もち論ろん無理である。しかも戦力の殆ほとんどを彼らは失っている。

　しかしこちらにとっても、被害は決して少ないとは言い切れなかった。

　リジア海軍はこの沈没船に乗っていた船員の救助だけで数日間かかり、更さらに船の撤去の目め途どが立たず航路を北に移すことを余よ儀ぎなくされたのである。

　時間との勝負である今回のゾラ港奪還作戦に於おいて、この時間のロスは人的被害よりも大きいと言える。

　それらの報告を聞きながら、ロスタムは波音に耳を傾かたむけていた。

「これで終わりなのか………クラヴィス」

　最後の言葉は噛かみしめて放たれていた。だから彼の声を聞いた者は他にいない。







第三章　呪いの夜







　アラティア港へと続く陸路を隔へだてる四し関かん門もん。その三番目の関であるイルジュ関は左右の急きゆう峻しゆんな谷のような地形を活かし、そこを塞ふさぐように日ひ干ぼし煉れん瓦がで造られた巨きよ大だいな門が覆いグラウスタンディア軍の行く手を阻はばむ。ラングは弓の射程距離の圏外に陣を配し、相手方の出方を窺うかがった。どうやらそれはあちらも同じようで、こちらがどう出てくるか臨戦態勢を整えて窺うかがっている節ふしがある。

「さあて、軍師さんよ。どうすんだ？　いままでみたいに正面突破って訳にも行かんだろう」

　パイプで煙草たばこの煙を燻くゆらせながら、ラングはクロムに問いかける。

「はい、あちらも十分に戦闘準備を整えるだけの時間があったでしょうから、そう簡単に通してくれるとは思えませんね」

「イルジュ関の後にはゼタ関もある。そこを落としたら、やっと目的のアラティアだ」

　彼が言う通り、事実上まだ半分にも満たない状況なのだ。ラングはその事実に顔を顰しかめ、煙を吐はきだす。

「そこまで戦力を温存しながらって考えると、ここを落とすのは難しいぞ」

「でしょうね。内部工作員を入り込ませたとしても、あの砦とりでの弱点を探るのは難しいでしょう。今までの二関門とは明らかに違ちがう。ちゃんとした建築予算が下りているのは見ただけでもわかります」

「通常の攻城戦はしたくはねえな。この後の事を考えればなおさら」

「同感です。とりあえず、この前のアレを使ってみますか……」

「なんだアレって？」

　厳いかめしくも不思議そうな顔をするラングに、クロムは「とりあえず見ていて下さい」と言って敵陣の攻こう略りやくに取りかかった。

　まずクロムは隊列の後方輜し重ちよう隊たいの中に身を置いていたエリオ、リズたちが控ひかえている幕ばく舎しやに赴おもむいた。驚いたことに、幕舎の前には巨大な山犬のモモがお座りをしている。

「モモがここにいるって事は……」

「ハフン」

　中に入ると、エリオ、リズと共にリュリュがモロコシの粉を焼いた物を食べていた。

「姿が見えないと思ったら、まさかこんな所にいたとは……」

「むぅ、クロム。捜さがしに来たのか？」

　リュリュに問われてクロムは首を横に振ふる。

「いや、今、用があるのはリズの方だ」

「むぅ」

　リュリュは不機嫌そうにモロコシの粉を焼いた物を再び食べ始めた。

　そんな急に名前が上がったリズの方は、目をパチクリしながら驚きを浮かべる。

「あ、あの、ボクですか？」

「ああ。これから投石をする。君の力が必要だ」

「…………あ、はい！」

　リズは何の事か察しが付いたらしく、黒い石板を手にするとパッと立ち上がった。

　クロムはリズを連れて、前線に戻もどる。既すでに指示が出されていたため投石器の用意は整っていた。輓ばん馬ばによって引かせた攻城兵器である投石器は合計で七基きあった。

「さて、計算通りに行くといいんだけどね……」

　投石器の分銅に使う巨石や、また投げ出される石はその重量故に現地調達が基本だった。幸い岩石砂漠が広がるリジアに於おいては、それら大小の岩石を手に入れるのに苦労することはない。さてここからが問題だ。これら分銅に使う巨石にしても、投げ出される石にしても、いつもは投石隊の人間が目め見けん当とうで決めている。これだけあれば機能するという範はん囲いを、長い経験から既すでに培つちかっているのである。

　だが今回はそういう形で投石器を利用するつもりはない。

　リズ・マッカランが提出した計算表を元に分銅にする巨石の測量から始まった。石いし工くたちに基本となる重さを測量できる四角い石を切り出してもらい重量を算出する。それに合わせ、投げ出す石に関しても基準となる四角い石を切り出し、巨大な天てん秤びんを使って等分の重さの石を準備させた。その間、リズは黒い石板に石灰石を使って計算式を書いては消してを繰くり返かえしている。

　用意された分銅の重さと、投げられる石の重さから飛距離の計算をしているのだ。それは分銅や石の重さから算出される力量を数値化させる計算式であった。分銅によって生み出される力量は必ず一定になる。その力量をどの角度で、どの方向に放出すれば、どんな効果が望めるのかを全て計算し数字に置き換かえるというのである。

「……で、できました。クロムさん、ボクは後あとは……」

「逆算して投石位置を決める。リズは割り出した各投石器の位置を指定してほしい」

「わかりました……がんばります」

　横一列で広範囲に展開していた投石器に対し、クロムはリズの計算によって出された距離へと投石器の配置を変更していった。

「第一号４間けん２尺しやく前へ！　第二号５間けん前へ！　第三号……」

　各々離はなれた位置にいる為ため、クロムの指示は楽隊によって伝でん播ぱされる。所定位置まで前進した投石器は到着すると順次投石の準備に入った。

　それを見たリジア側もすぐさま行動に出た。あちらも投石器を用いて、こちらの投石器を破壊しようとしているのである。だが広範囲に展開したこちらの投石器に簡単に直撃する事はない。大きい的まとならまだしも、遠方で飛距離圏内ぎりぎりの場所にある的まとに当てるのは至し難なんの業わざ。するとリジア側は質より量とばかりに次々に投石を開始した。

　さすがのラングもこの様子に悪あく辣らつな顔を歪ゆがませた。

「おいおい、大だい丈じよう夫ぶなのか。こちらもガンガンぶっ放した方が……」

　だがクロムは焦あせるそぶりも見せず意に介かいさない。

「問題ありません。計算式で出た測量を基準に、第一号から四号までは関門の上方、防ぼう矢し壁へきを狙います」

　そう言った瞬間、投石器第一号から四号までが投石を開始した。

「てっ―――！」

　各班長達の掛け声に合わせ、巨石が空高く放たれる。

　それは真まっ直すぐに飛び、防矢壁に直撃、そして粉砕した。

　寸すん分ぶん違たがわぬ計算通りの位置に落下したのである。

「「「「おおおおおおおお！」」」」

　見ていた兵たちから同時に喝かつ采さいが降り注いだ。

　クロムもまた頭を掻かいて笑えみを浮かべた。

「こりゃすごい、想像よりも正確だ」

　隣となりにいたリズは顔を真まっ赤かにして小声で「ありがとうございます」と呟つぶやくように言った。

「よし、すぐに次を用意しましょう！」

　クロムが標的を指示するとリズが石板に計算式を書き出し、投石位置を事細かに算出していった。次々に放たれる投石は、寸分の狂いもないかのように、面白いようにイルジュ関の防矢壁や物もの見みや櫓ぐらを破壊した。

　途と中ちゆうからリズは馴なれてきたのか暗算で距離を出すようになり、それによって攻撃の速度はさらに増していった。

　すごい子供がいたもんだ……そう思いながらクロムは感心せざるを得なかった。エリオの鍛冶かじの技術もさることながら、リズの数字に関する柔軟な想像力は大人以上の能力であると断言できる。

　イルジュ関の上方部は既すでにボロボロになり、防ぼう矢し壁へきを失ったそこに待機出来る兵は一人もいない。攻城戦に於おける上部からの攻撃はもう出来ないのだ。

　この好機を逃すまいとラングの大だい音おん声じようが響ひびき渡わたる。

「よし！　歩兵隊、騎兵隊！　前へ！」

　ラングの命令の下、兵たちが前進を始める。攻城戦が始まったのだ。

　中心には破は城じよう槌ついを配した兵を取り囲み、守るように一丸となって前進する。全員が盾を構え弓きゆう撃げきに備えた。そして巨大な門の前まで進軍すると、すぐさま破は城じよう槌ついを振りかざし、突破を試みる。

　しかしこの時リジア側は思わぬ策に打って出た。

「聞け、グラウスタンディアの異教徒ども！」

　破壊しつくされた防矢壁の上に立ったリジア人は深く重い声色で攻め込むグラウスタンディア兵に向かって言い放つ。その声は関門の上から戦場に響き渡った。思わず兵たちは、そこに現れた者に目を向けてしまう。そこに立っていたのは30人の黒い衣ころもに身を包つつんだ者たちであった。

「貴き様さまらが聖地を汚けがすことに神リジェルはお怒いかりである！」

　中心人物は怒りを滲にじませた声を発すると、控ひかえていた他の者たちは皆みな口々に呪いの言葉を唱となえ始めた。均きん等とうな距離を保ちながら、呪いの言葉を合唱する黒ずくめの男たちの声は戦場を覆おおって行くかのような錯さつ覚かくを覚える。

　それは一種、不気味な響きを放ち、兵たちの身体からだにこびり付くように降り注いだ。兵の中にいた誰かが言った。

「あれはリジェル教の司教だ」

　それは呪いの言葉を吐はく彼らがリジェル教に於おける聖職者であるという事を示し唆さしていた。彼らは呪いの言葉を吐はき続ける。

「リジェルの地を汚けがす者には呪いを！　足は石になり、痛みに苦しむがいい。五ご臓ぞう六ろつ腑ぷは腐り果て、生きる気力は地の底に吸われるだろう！　苦しめ、苦しめ、死んでも尚なお、救済のない地獄で苦しめ。肉体も魂たましいも、永遠に救われる事はないのだ。生きている事を呪うようになるのだ。生まれてきた事を後こう悔かいし、懺ざん悔げの毎日を過ごすがいい」

　その言葉は攻城の為ために進軍する兵たちの頭上に半刻（約一時間）に亘わたって降り注そそいだ。

　最初の内はどの兵も、そんな言葉に耳を傾けようとはしなかった。だが、幾いく度ども幾度も繰り返されるうちに兵たちの耳にはその言葉がこびり付くように残っていく。苛いら立だちを破は城じよう槌ついに込め、兵たちは扉とびらを打ち破らんと力りきんだ。

　だがそんな兵たちを嘲あざ笑わらうかのように司教たちは最後の言葉を発した。

「これを以もつて、呪いは完成する。唯一神リジェルよ！　この冒ぼう涜とく者しやたちに鉄てつ槌ついを下し給たまえ！」

　そう叫ぶと同時に、城じよう壁へきに並んだ聖職者たちは自みずからの首に縄なわを掛けると、その場から飛んだ。縄が彼らの首を絞め、30人の聖職者たちは苦痛にもがいた。門に殺到したグラウスタンディア兵たちの頭上に、苦痛の呻うめきが轟とどろく。そして死した聖職者たちの身体は弛し緩かんし糞ふん尿にようが降り注ぎ、真上を見ると眼球の飛び出した壮絶な顔が兵たちを見下ろしていた。

　それを目にした兵たちは一いつ瞬しゆん、気を抜かれたように息を呑のみ、立ち止まってしまう。

　たったの一秒にも満たない間だった。

　だがそれはこの状況をひっくり返してしまう程ほど、強大な効果を上げた瞬間でもあった。

　兵たちの間に明確な変化が現れたからだ。リジェル司教たちの自殺に気を呑のまれた兵たちの動きが鈍にぶい。慄おののいている。恐きよう怖ふを感じている。そしてその挙きよ動どうは瞬またたく間に周りへと伝でん播ぱしていった。

　後方で指揮を執とっていたクロムは内心「やられた」と思い拳こぶしを握りしめた。

　すぐにこれが軍内に最悪の状況を齎もたらすと判断できたのだ。

　前線で戦う兵たちの士気が削がれた事は一いち目もく瞭りよう然ぜんである。今ここで門を打ち破り、中へ雪崩なだれ込んだとしても、多くの死者を出しかねない。

　そう判断し、クロムはすぐに退却の命令を発した。前線で指揮を執とるラングも、撤退命令を聞きつけると、陣を組んだ兵たちを回頭させ即座に戦線を離れた。

　そして異変はその夜に起きた。

　身体の不調を訴うつたえる兵たちが出始めたのである。

　曰いわく、足が石のように重い。

　曰く、腹の奥おくに異物が入っているような痛みがある。

　曰く、頭が重く、眩暈めまいがする。

　医務班へと運ばれる兵は時間と共に数を増していき、パンク状態となった。各隊で応急処置をさせるよう伝令を回すが、呪いという理解を越えたものに対処できる人間はいなかった。誰もがただ神に祈るしかなく、絶望の呻うめきが軍内に響き渡ったのだった。

　最初はごく一部の兵がそんな事を口にするだけであったが、その数は時間を追うごとに増えて行った。みな口々にあのリジェル教の司教たちの呪いだと囁ささやき合あい、そして怯おびえた。

　司令部である天幕の中でラングは、溜ため息いきを吐つく。

「参まいったな。おまえの言う通りになっちまったよ」

　そんなラングにクロムは泰然とした様子で向き合っていた。

「まあ、見事な呪いですね」

「呪いだと？　あんなもん、思い込みに決まってんだろうが！　ったく、軟なん弱じやくな奴らばかりだっ！」

　現実主義なラングはこういった事を一いつ切さい気にする素そ振ぶりがない。実際、ラング隊の兵たちからは誰一人不調を訴える者は出ていない。厳しいラングの調練を熟こなしてきた兵たちは、心身共に頑がん健けんな者が多い。戦に強い兵は自らの身体の事をよく知っている。それは僅わずかな体調の違いや、精神的状態の違いが戦せん況きようを変える事をよく知っているという事だ。その管理が出来ている人間は呪いという事象に罹かかり辛づらい。

「今回の編成に携たずさわっている兵にリジェル教の者が多いのがまた災わざわいしています。なにぶん、リジェル教徒が司教から呪いの言葉を掛けられるのはよほど堪こたえるでしょうから」

「まあ、そりゃそうだな。俺おれもその立場だったらいい気持ちはしねえよ」

「いい気持ちがしない、というだけで呪いとしては十分な効果です。だから軍内のリジェル教徒にとっては切実な状態である事には変わりません」

「……たまったもんじゃねえな。まさか聖職者まで使って、その命を代償にするとは」

「まあ、現にこうして症状を訴うつたえる人間がいる以上、呪いは効果を発はつ揮きしています。それも事実でしょう？」

　クロムの言葉にラングは苦々しく溜ため息いきを吐ついた。

「まあな。こんな状態では最悪、脱走兵が出てもおかしくねえぞ。一人でも脱走が始まったら、そこからは芋いも蔓づる式しきだ。軍は崩壊しちまう」

「でしょうね」

「でしょうねじゃねえ！　何気楽な面つらしてんだ」

「まあ、とりあえず、この件は任せてください」

「………なにするつもりだ？」

「こちらも呪いをかけようかと思います」

　そう言ってクロムはポカンとしたラングを置いて天幕を出た。




　途中リュリュが、この事態に首を傾かしげながら疑問を呈ていした。

「なあクロム。呪いとは幻術のような物なのか？」

「ん？」

「神々というのは、それ程ほどの力を持っているものなのだろうか？」

　そう問いかけてくるリュリュにクロムはおかしそうに答えた。

「そうだね。まあ、神の力と言えば間ま違ちがいではないけれど、幻術は違うかな」

「そうなのか……ではこのままでは、リュリュもクロムも危険ではないか？　神にそんな力があっては、いつか呪いをかけてくるぞ、きっと」

　心配そうにそう言うリュリュにクロムはクックッと笑った。

「なにがおかしい？」

　ムスッと膨ふくれるリュリュにクロムは笑いを堪こらえて注ちゆう釈しやくを入れる。

「いやいや、ごめんごめん。でもリュリュが心配している事は問題ないよ」

「なんでだ？」

「これは神の力というか、神を信じている人間の力で起こっている事だから」

「むぅ？」

「神に対して信心も恐おそれもなければ、基本的に功こうを奏そうする事のない種類のものなんだ。現にリュリュには何も起こってないだろう？」

「うん」

「まあ、リュリュがもしかしたら危険なのでは、と不安になった時点で呪いの効果は出ていると言えなくはないんだけどね」

「どういう事なのだ？」

「つまり、人間の力で解とくことも可能って事だよ」

　リュリュはまだどういう事なのかわからないらしく、首を捻ひねっていた。

　そんなクロムとリュリュは、フィフニスの下を訪おとずれる。フィフニス隊からも、少なからず不調を訴うつたえる者が出ているようで、副隊長ダグラス、そして副隊長補佐ルービルの三人で話し合いがされていた。

「どうやらこちらでも影えい響きようが出ていたようだね」

　クロムがそう言うと、何な故ぜかルービルが胸を張って毅き然ぜんと答えた。

「問題ねえ。この隊には天使がいるから、もう対処済みだ！」

「天使？」

　どういう事かわからずフィフニスに目を向けると、

「えっと、とりあえず体調を崩した皆みなさんの所は見て回ってきました。うちの隊はそこまでは深刻ではないようです」

「当然だ、天使の祝福で、既すでに呪いは霧む散さんしたも同然だからな」

　それを聞きながら、クロムはなる程ほどと思い、天使の効力の絶大さに笑みを覗のぞかせた。自覚のないフィフニスだけがキョトンとしながら目を瞬またたかせたのである。

「なら、ちょうどいい。ダグラスさん、ルービルさん。あなた方の自じ慢まんの天使の事を、周りの隊にも教えてあげてください」

　するとダグラスは厳めしい顔で、クロムをギロリと睨にらむ。

「何が目的だ？」

　クロムが何やらよからぬ事を考えているのではないかと訝いぶかしがっているようだ。

「いえ、この窮きゆう地ちを救えるのはあなた方の天使だけなので」

　するとルービルはなんだかわからんと言った様子で、

「なになに、みんなに自慢すりゃいいの？」

　と問いかけてくる。クロムはそれに頷うなずき返かえした。

「はい、そうです。兵を使って大いに自慢してきてください」

「あ、あの、クロム、私にもわかるように話してください」

　せっつくフィフニスにクロムは誤ご魔ま化かすように口笛を吹きながら幕ばく舎しやを後にした。




　効果は次の日に覿てき面めんに現れた。

　ダグラスとルービルがクロムの下に駆け込んで来たのである。

「おい、どういう事だ！」

「や、やべえよ、うちのフィフニスちゃんが、みんなにとられちゃうよ！」

　想像通りの展開になった。現在、フィフニスの噂うわさを聞きつけた各隊の隊員が１０２連隊に押しかけているらしいのである。

「それじゃ、準備に掛かりますか」

　そう言ってクロムは幕ばく舎しやを出るとフィフニス隊へと向かった。そして押しかける兵たちに向かって大声を放つ。

「は～い皆さん、いきなり押しかけても無理ですよ。呪いを解といて欲しかったら、ちゃんと順番通りにお願いしますね」

　その言葉に兵たちはクロムを見る。

「おい順番通りってなんだよ？」

「いつ呪いを解いてくれるんだ？」

「たのむ、生きて帰りたいんだ」

　彼らは切実な様子で訴えかけてくる。

　口々に助けを乞こう彼らにクロムは落ち着いた様子で、

「では今夜、解かい呪じゆの儀ぎをしましょう。皆さん、呪いに罹かかった人は勿もち論ろん、そうでない人も全員集めておいて下さいね」

　そう言って、彼らを解散させた。そして幕舎の中に入ると涙目のフィフニスが震ふるえて小さくなっていた。

「………クロムぅ」

「やあ、フィフニス。ちょっとだけ協力してくれるかい？」

「へぇ？」

　涙目になりながら首を傾げるフィフニスにこれからの事を話し、更さらに次の段取りの為ためにラングの下へと赴おもむいた。

　クロムは先まず彼に願い出て、今日のイルジュ関への攻こう撃げきを一切やめさせた。そして食しよく糧りよう班に行って、引き連れている牛と豚を捌さばかせ、野菜類も多めに調理させた。今日に限っては大盤振る舞いするように伝えたのである。更さらに酒も用意させて夜に備えた。

「さて、後はあの人か……」

　今回の本隊とは別に行動している、ファウラとイリヤである。

「何だクロム！　私の劇団に入りたいのか？」

　幕舎に赴おもむいた途と端たんに俊しゆん敏びんな動きで立ち上がった俳優イリヤの勧誘が始まった。

「だからそのつもりはありませんって」

「では何用か？」

　芝しば居いがかった大おお仰ぎようなせりふ回しでクロムを威圧する俳優イリヤ・オースター。

「いえ、兵の前で一幕演じて欲しいんです」

「ほう、出演依頼ね」

「そうですね。あとファウラにも協力をお願いしたい」

「いいよ～、こっちはする事無くってヒマだったからね」

　皇国七聖の中でもファウラやイリヤと言った特とく殊しゆな能力の人間は、いざ戦せん闘とうとなると別段やる事はない。後部の輜し重ちよう隊たいなどに交じって戦場を遠目に見ているのであった。

　そんなイリヤは、

「で、私に何をさせるつもりなの？」

　と訝いぶかしげに問いかけてくる。

「解呪の為ために、神聖な雰囲気の歌と舞をお願いしたいです」

「見くびるなクロム！」

　またも幕舎の外まで響き渡りそうな大音声を放つとイリヤはポージングを決めながら迫せまる。

「私の踊りは須すべからく神聖な踊りよ！」

「ではその中でも兎と角かく神聖で、それでいて憑ついた悪魔も裸足はだしで逃げ出すような奴やつをお願いします」

「ふふふ……それはまた難しい要求ね」

「え、難しいんですか？　おかしいな……唯一無二の俳優イリヤ・オースターに不可能な演目はないと思っていたのですが、僕ぼくの目が節ふし穴あなだったかな……」

　わかり易やすすぎる程ほどのクロムの煽あおり文句に、イリヤの目がカッと見開く。

「それは挑戦と言うことね！　いいでしょう！　その勝負、買った！」

「うはは、イリヤはチョロいねぇ」

「クククッ、今夜は最高のショータイムをお届けするわ！」

　断言すると同時に踵きびすを返し、幕舎を出ていくイリヤ。そんな彼女を見送ったファウラがグイッとクロムに顔を寄せてきた。

「んでんで、あたしは何すればいいのさ、クロム」

　ふと、彼女の様子にクロムは違和感を感じた。にこにことした笑え顔がおはいつもと変わらない。でもその中に僅わずかな焦あせりにも似た色を見たような気がするのだ。敢あえて隠かくそうとする彼女に直接それを問とい質ただすのも憚はばかられた。

「珍めずらしくやる気のようだね？」

　遠まわしにそう尋たずねるとファウラは一いつ瞬しゆん驚おどろいたように真顔になる。だがすぐに先ほどと同じ笑顔に戻った。

「そっかなぁ？　まあ、ほら、クロムが忙しがってたから、移ったんじゃないっかなぁ」

　そう言って惚とぼけて見せる彼女にこれ以上無理に聞きだす事は諦あきらめた。

「そっか……えっとファウラにやってもらう事は……」

　クロムはそうして今夜の段取りを綿密に話していった。イリヤを中心に解呪の儀を執とり行おこなう事になったのである。




　日が落ちると呪いに罹かかったと訴うつたえる兵を中心に、その他全ての兵が召集された。

　その兵らの中心には、巨大な木を組んだ櫓ろが聳そびえている。

　満天の星の下、焚たき火びをせずとも足元の心配はなかったが、呪いに怯おびえる兵はこの暗さすらも怖こわがった。そんな中、突とつ然ぜん、楽隊が奏かなでる荘そう厳ごんな音楽があたりを包つつんだ。

　兵たちは一いつ斉せいに口を噤つぐみ、音楽に耳を向ける。そんな中を静しず々しずと煌きらびやかな衣装に身を包んだイリヤが、そしてそれに追つい従じゆうするように大きな甕かめを持ったフィフニスが歩く。

　イリヤが手にした松明たいまつを、櫓ろに向けて掲かかげると一気に炎が燃え広がる。

　赤々と照らし出す巨大な炎に、怯おびえていた兵たちは僅わずかに安あん堵どの表情を浮かべた。

　すると、赤々と燃えていたその炎の色が突然、緑に変わり、今度は紫になる。

　その光景に、兵たちは目を丸くして注視していた。

「今、この櫓ろは天上に御お座わす神が見定める神聖なる場となった！　助けを乞こう者よ、祈りを捧ささげよ！」

　その言葉にある者は手を合わせ、ある者は深くひれ伏ふし、ある者は瞳を閉じた。

　前者は精霊神シオンを崇拝する者。中者は唯一神リジェルを崇拝する者。そして後者はゾディアス信仰を崇拝する者である。イリヤはどの神が降臨したのかは口にせず、ここが神聖な場所である事だけを口にした。それはこの軍に従軍する兵それぞれの信仰に対する配はい慮りよであった。

　櫓ろの仕込みは全すべてファウラによる物。エリオに頼たのみ工具を使って幾いくつかの金属粉を削り出してもらう。それを投げ入れると、燃える炎の色が変わるという簡単な物であったが、それを知らぬ兵たちはたちどころにその不思議な色合いで燃える櫓ろに魅了されたのだ。

　そして祈りが終わると、イリヤが櫓ろの周りで神に捧ささげる舞を舞まった。緩やかな衣装は、彼女が舞まう度たびに天てん女によの様に翻ひるがえり、見ていた者たちは深く溜ため息いきが漏もれる程ほどであった。

　荘そう厳ごんな音楽は高らかに鳴り響き、この空間だけはどんな攻撃を受けても落ちる事はない、と思わせるほどの神聖な空間へと姿を変えているように思えた。

　更さらにイリヤの透き通るような歌声があたりを包むと、もう兵たちは酒でも口にしたかのような気持ちになっていた。

「さあ、ここにて、最後の解呪を行う。神に見初められし聖女が神霊の妙みよう薬やくを配はいする。聖女の名はフィフニス・マカオン」

　その名が出た途と端たんに、兵たちからどよめきが漏もれた。当然ながらダグラスを始めとしたフィフニス隊の兵たちが、他の隊に『隊長のおかげで呪いが解けた』と吹ふい聴ちようしたからである。彼らはそのフィフニスから、解呪の妙薬を配られるとあって、一いつ斉せいに騒めいたのである。

　フィフニスは緊きん張ちようの面おも持もちで前へと出る。ガチガチになった彼女の下にイリヤがやって来るとそっと耳打ちをした。

「あら、緊張しているのかしら？」

「………は、はい」

　今にも目を回してしまいそうなフィフニスに、イリヤは微笑を浮うかべる。

「いい、緊張という物は人間がする事なの。俳優は緊張しないのよ。今の貴方あなたは俳優よ」

「は、俳優も人ですよぉ」

「否！」

「ひいい！」

「人に非あらずして人を憂ゆうする、それが俳優なの！　行きなさい！」

「……はい」

　ふらふらの足取りでフィフニスはどうにか皆の前までやって来ると、打ち合わせ通り恭うやうやしく柄ひ杓しやくを取り出し、運んできた甕かめの中の酒をゆっくりと掻かきまわした。

　当然のことながら、フィフニス一人で、２万を越こえる兵に酒を配っていては、すべてに行き渡るのに時間がかかってしまう。なのでフィフニスが各酒さか壺つぼに柄ひ杓しやくで一杯ずつ掬すくった酒を注ついで行った。その酒壺は各連隊の隊長が受け取り兵たちに配って行ったのである。

　一通りの作業を終えたフィフニスが、無事自分の役割を終えた事に安あん堵どの息を吐ついていると、イリヤがやって来て小声で囁ささやく。

「あなた………初舞台で主演女優みたいだけど、調子に乗らないでね」

「は、はい。肝きもに銘めいじます」

　各隊長たちに酒の入った酒壺が行き渡り、更さらに輜し重ちよう班はんが今日捌さばいたばかりの肉と野菜を運び入れた。さながらそこは戦場でありながら酒しゆ宴えんのような空気に包まれた。その日は、皆、酒に舌した鼓つづみを打ち、肉を頬ほお張ばった。

　戦場の兵たちの間で、笑い声は夜よる遅おそくまで響いていた。

　そうして翌日、起き出してきた兵たちはすこぶる身体の調子がいい事を実感する。

　軍内にもう呪いを訴える者はいなくなっていた。どの隊を見ても士気が著いちじるしく上がっている。これにはさしものラングも眉まゆを捻ひねった。

「おいクロム。流石さすがにこれは効き目が良すぎじゃねえか？　まさか本当に呪いだったのか」

　と悪あく辣らつな顔で聞いてくるラングに、クロムは笑って返した。
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「おや、ラングさん程ほどの人が、本当に呪いなんか信じてるんですか？」

「おいこら、バカにしてんのか？　んなもん信じるか。だが、これは明らかに効果がありすぎだって言ってんだよ」

　彼の言う事も一理ある。だがクロムに言わせれば、それ程ほど不思議な事ではない。

「まあ、当然と言えば当然です。何しろここに従軍してきた兵は皆、既すでに二つもの関せきを突とつ破ぱして、その間ろくに休んでもいない。戦闘の緊張がずっと続いてきたんです。その緊張が、あのリジェル教の司教の呪いを籠こめた自殺でプッツリ切れた。おかげで、みんな進軍の疲労を呪いと錯さつ覚かくし、その噂うわさが広まってしまった」

　するとラングは大きく頷うなずき返す。

「そこまではわかる。呪いなんてそんな程てい度どのもんだ。人の心の弱い瞬しゆん間かんを狙って切っ掛けを作れば簡単に軍の士気を下げたり、今回みたいに病気にしたりできる。だが、その後だ。おまえがやったことは、どうしてここまで効果を出した？」

「一つは、フィフニス隊の人たちが、フィフニスに対して本当に信しん頼らいをしていたから、彼女の噂をうまく広げてくれたというのがあります。呪いを解ける人間が軍内にいると聞けば、兵の逃とう亡ぼうを防ぐ事が出来ますからね。そして呪いには呪いの上書きが必要なので、イリヤさんとフィフニスの二人を使ってあの儀ぎ式しきをしたんですよ」

「上書きってのは、あの解呪の儀ぎってやつか？」

「そうです。疲つかれ切きった兵たちに歌と舞を観覧させて緊張を解といてもらったんです」

「なんだよ、原因は娯ご楽らく不足か？」

「それが全てとは言い切れませんが、原因の一つではあります。緊張には弛し緩かんが必要ですからね。戦闘の緊張が続いてきた兵が、その緊張を無理やり呪いで断ち切られ、理解不能の別の緊張感が軍内を包んだ。それを弛緩させるには娯楽が一番なんです。しかも解呪というおまけ付きの」

「解呪がおまけとはね」

　ラングはそのいいようにククッと腹で笑った。

「ついでに開放的な気持ちになった所で酒宴をさせ、その上で栄養価の高いものを食べて更さらにぐっすり寝たんです。体調がいいのは当たり前でしょう」

「んで、呪いは完全に解けたと、兵たちが思い込んでんのか？」

「その通り。ですがこれが一番重要だったんです」

「兵たちの体調がいい事か？」

「そうです。元々この呪いの発ほつ端たんは、兵たちの疲労が原因です。疲れているという『実感』を呪いだと思いこんだ」

「なるほど……あの司教たちに無理やり疲労に目を向けさせられたってことか」

「はい。だからこちらも『実感』を伴ともなう呪いの上書きが必要だったんです。解呪の儀をして、神聖な酒を飲んで、身体が元気になったという『実感』があれば、兵たちは呪いが消えたと漸ようやく信じてくれます。これで呪いの上書きは成功という事になります」

　あっけらかんとクロムが説明を終えると、ラングは呆あきれたように笑った。

「まいったねえ。うちの軍師は呪いまで使うとはな」

「お褒ほめの言葉と受け取っておきましょう。さあ、士気が高いうちに、イルジュ関を落としましょう。然しかるべき準備は整った筈はずです」

「いいだろう」

　そう言うと幕舎から出たラングは全軍に向けて命令を発した。

「者ども！　呪いを撥はね除のけた我らにもう敵はない！　イルジュ関を落としにかかるぞ！」

　全員が轟とどろくような鬨ときを上げた。

　進軍を始めたラング隊は城壁の上から降り注ぐ弓を盾たてで防ぎながら、破は城じよう槌ついを率いる隊の駒を進めさせる。

　敵の弓の数が増えてくると、新たに作られた防ぼう矢し壁へき目がけて投石を行い、リジアの弓兵は悉ことごとく蹴け散ちらされた。その間に進んだ破は城じよう槌ついを持った隊は、門を破壊していく。漸ようやく門を突破すると同時に、騎き馬ば隊たいが駆け込みイルジュ関に雪崩なだれ込んだ。そこからは乱戦の体ていになったが、それでもラングが指揮する軍はすぐに隊列を組み直し、リジア兵を突破していった。

　開門から約一刻半（約三時間）で、遠方から敵将を討うち取ったという報告が為なされ、イルジュ関は陥かん落らくを迎むかえたのだった。




　イルジュ関に入城したラング隊はそこで食糧の補給や武器の調整などを行い、次のゼタ関への進軍の準備を整えていた。急を要する強行軍ではあったが、兵の疲労を逆手に取られた今回の戦いにラングも調整を行わざるを得えなかったのだろう。

　そんな中で、ファウラはクロムの下に赴おもむいていた。

「ねえねえ、クロム。ちょっといっかなあ？」

「なんだい？」

「あたしね、ちょっと行かなきゃいけないところがあって……」

　いつもの快活な調子とは打って変わり、やや深刻なファウラの様子にさしものクロムも首を傾かたむけた。

「行かなきゃいけないって……どこなんだ？」

「うん……まあ」

　言葉を濁にごしながらなんとなく目を逸そらしてしまう。するとクロムは書類に目を戻もどしながら、

「出発は三日後だ。街かい道どうを通ってそのままゼタ関に行く。必要なら馬を残していくけど」

　と言った。その言葉にファウラは顔を明るくする。

「いいのかい？」

「その代わりエリオとリズの面めん倒どうはファウラの役目だからね」

「うん、わかった」

　そう答えたファウラにクロムは少し笑って、それ以上は何も問おうとはしなかった。それはファウラにとってもありがたい事だった。語ろうにもどう語ればいいのかわからなかったし、何よりその事情がうまく伝わるとは思えなかったのだ。




　ファウラはエリオとリズを連れ、イルジュ関の街の外れにある病院を訪おとずれた。だがそこは病院と言うにはあまりに粗そ末まつな造りの建物であった。外壁は剥はがれ落ち、一部は崩れてしまっている。いつ崩ほう壊かいしてもおかしくないような佇たたずまいだ。それを見てファウラにもこの場所がいったいどんな所なのか察しはついた。

　回復不可能な病や傷を負った、死を待つ患者が隔かく離りされる場所。終しゆう末まつ医い療りようの現場なのだろう。院内に入って、それが想像から確信へと変わった。

　働いている者は皆、痩やせこけ、少ない賃金で過か酷こくな現場で働かされている事が窺うかがえる。病院の者にマリーという女性の名を告げると、怪け訝げんな顔をされ隔かく離り棟とうにいる事を教えてくれた。

　隔離棟は病院の母おも屋やから離れた場所に作られている。そこへやって来ると、明らかに空気が重くなったのがファウラにも感じられた。

「ねえ、エリオ、リズ。外で待っててもらってもいいっかな？」

　ファウラの気持ちを察さつしてか、エリオもリズも、

「……ああ、わかったよ」

「ボクたちここで待ってますね」

　と素す直なおに従したがってくれた。

「ごめんね。ちょっとだから……」

　そう言ってファウラは隔離棟の中に入った。そこには不ふ治じの病に苛さいなまれた患者たちが、痛みなのか苦しみなのかもわからない呻うめき声を上げていた。その中の廊下を歩いていくと、指定された病室の中に目的の女性はいた。

　敷しかれた茣ご蓙ざのような物の上に、彼女はただ横たわり浅く呼吸をしているだけだった。

「………マリーさん」

　呼びかけても彼女からの返答はなかった。眠っている――とは思えなかった。

　その顔に嘗かつての美しかった彼女の面おも影かげはどこにもない。鼻と耳が腐り落ち、肌はだは爛ただれ、骨は崩れ落ちてしまっていた。

　梅ばい毒どくなのだろう。娼しよう婦ふという職であれば多くの者が苛さいなまれる病。業ごう病びようとも呼ばれ、この仕事をやる上では避さけては通れない道。

　ファウラはそんな彼女の頬ほおをやさしく撫なでた。

「ねえ、マリーさん。あたしだよ、ファウラだよ」

　そう言うとファウラは笑顔で彼女に向き合う。

「えへへ、久しぶりだねマリーさん。覚えてるっかなぁ？　昔と比べたら結構大きくなったでしょ？　そんなことないかな？　今ね、エリオとリズがお湯持ってきてくれたから」

　お湯を用意し彼女の髪かみを浸す。

「んじゃ、先に髪を梳とかそっか。この櫛くしはねシオニアの職人が作ったやつなんだよ。お湯につけてゆっくり梳とかすんだ。ほれほれ、気持ちいいでしょ」

　髪を梳すき終わると身体を拭ふいていった。

「マリーさんは綺麗好きだったからね。やっぱりさ、さっぱりしとかなきゃ落ち着かないでしょ？　――うん、ほらこれで昔みたいに綺麗になった、イシシ」

　彼女は何も言わない。何も言えない。

　ファウラは手紙を取り出す。それは古い日に焼けたような手紙だった。

「あのね……あたし、ずっとマリーさんを捜さがしてたんだ。約束だったからね。だってマリーさん手紙書いてくれたでしょ？　『どっかでもう一度会えたら、その時にいろんな事を聞かせておくれよ』って」

　彼女の隣となりに腰こしを掛かけるとファウラは目を細めた。

「だからさ、あたし、マリーさんにもう一回会って、それで今までの事話さなきゃってずっと思ってたんだ。えっとね、えっとね、どっから話そうかな？　いろんな事があったんだよ！」

　そうして一つ一つ、ファウラは思い出を語っていく。

　マリーの手紙を馬車の中で読んだ事。

　そこから飛び出して逃にげた事。

　皇都シオニアにやって来てスリをしていた事……。

「その後うっかり捕まっちゃって……でもね！　そっからいろんな事が変わったんだ！　聞いてよ、びっくりなんだよ！」

　そこから皇女に仕える事になった事。

　リジア戦せん役えきへ従軍し諜ちよう報ほう活かつ動どうをした事。

　マリーから教わった技術が多くの功こう績せきを作った事。

「クロムって言うのがいてね、すごく頭いいの。あたしなんか全然思いつかないような事考えてて、で、マリーさんから教わったことを活いかしてくれた。盗みにしか使えなかったバカなあたしの代わりに活かしてくれたんだ」

　戦場で知り合った仲間たち。

　皇女ユースティナ、カウフマン将軍、鍛冶屋かじやのウル、傭よう兵へいのガジェル、学者のロブ。

「それから、それから、イリヤ！　戦争が終わってからは、俳優のイリヤ・オースターについてって、あっちこっち回ったんだ。知ってる？　イリヤ、有名なんだよ。あっちこっちの村や町へ行くと、みんな大歓迎なんだ。人が足りない時は、あたしも舞台に出たりしたんだよ。セリフなんかすぐ忘れちゃって、でもみんな笑ってくれて……それから、それから……また戦争が始まって、それからはまた皇女様についていろんな事してる」

　……………

　ここは静かだった。街から遠いから、という訳わけだけではないだろう。

　ファウラが口を止めると、途と端たんに静せい寂じやくに包まれる。

　遠くから雨の匂においがした。グラウスタンディアとは違ちがう煙るような雨の香かおり。

　マリーの浅い息いき遣づかいが部屋の中を満みたしているようだった。

「ちゃんと約束通り生きててくれた音が聞こえる――」

　ポツリと、呟つぶやくように、

「全部……全部、マリーさんが教えてくれた事のおかげなんだよ……」

　だがそれは堰せきを切って溢あふれ出す。

「本当は……マリーさんがしたかった事なんだよね……あたし、知ってたのに……それを知ってたのに……あたしだけが幸せになっちゃって……。きっと皇国七聖って呼ばれているのも、あたしの筈はずじゃなかったんだ。本当はマリーさんがそう呼ばれて、そんで、ユースティナ様やクロムの近くにいたのも、きっとマリーさんだったのに……」

　罪悪感と、感謝。

　この上ない彼女への気持ちが、ファウラの口を突き、涙なみだをあふれさせる。

「ごめんね……ごめんね……全部あたしが取っちゃったんだ！　あたしばっかりが幸せになっちゃったんだ！」

　止まらなかった。決して誰だれにも口にする事が出来なかった事。

　マリー以外に誰にも言えない事。

「ねえ……マリーさん……あたし……恨うらまれても仕方ないんだ。心が痛くって、申し訳なくって……どうしたら恩返しが出来るかわからなくって………もし出来るなら、今からでもマリーさんと代わりたい。そこにあたしが寝てるから、だからマリーさんに、外の世界を見てもらいたい。その力を存分に使って、いろんな可能性をみんなに見せつけて、そんで……そんで………………」

　―――――……。

　…………わかっている……無理だという事くらい。

　目を潰つぶされた彼女が外に出ていく事が出来ない事をファウラは知っている。それでもマリーなら、彼女なら出来る。そう思っている自分がいる。

　ざんざんざん、と外は小雨季の雨が降り始めていた。東リジアに位置するイルジュ関に雨のにおいが立ち込める。

　何も出来ない事への罪悪感は決して薄れない。

　彼女に許しを請こうても、もう彼女は目を覚まさない。

　怒ど鳴なりつけて欲しい。

　感情を露あらわにして欲しい。

　怒おこって、貶けなして欲しい。

　だが返って来るのは、彼女の浅い呼吸だけだった。

　彼女との日々を思い出すだけで涙が溢あふれ、彼女のいない日々を考えるだけでまた涙が零こぼれた。この世界の残ざん酷こくさにファウラはただ憤いきどおった。どうしてマリーにばかりこんなにも過か酷こくな運命を与あたえるのか。どうして彼女の負担を少しでも自分が背負う事が出来ないのか。懸けん命めいに生き、そしてファウラを活かしてくれた善良な彼女に、どうして何一つ救いを与えてくれないのか。

　誰に向けるでもないやるせない気持ちに胸を痛め、ただただ泣きじゃくる事しか出来なかった。

　謝罪の言葉が尽つきても涙は止まらない。

　彼女に与えてもらった力を以もつてしても、あらゆる術すべを駆く使ししても、末期の病やまいに侵おかされた彼女を救う手立ては残ってはいない。もう呼吸以外何も出来ない彼女に、何一つ出来る事がない。それが辛くて、悔くやしくてファウラは涙を零こぼした。

　外は雨が降り続いている。

　ざんざんざん、と音を立てて。彼女の生きている鼓こ動どうを消してしまうように。

　ファウラは願った。

　マリーという、この世界にたった一人しかいない大切な人の幸福を。

　片時も忘れる事のなかった、ただ一人の人間の幸福を。

　その為ためになら、自分はどんな不幸も厭いとわない。

　どんな苦難も厭いとわない――彼女が幸せになれるのなら――。

　そんな泣きはらして真っ赤になったファウラの頬ほおを細くか弱い掌てのひらが撫なでた。

　やさしく、確かめるように。

「………ふぁうら……」

　聞き取れない程ほどにか細い声に、ファウラは顔を上げた。

　それはマリーの掌てのひらだった。幼い日に、隠れて泣いていたファウラに差しのべられたのと同じ、あのやさしい掌てのひらの温ぬくもり。それはファウラがちゃんと笑っているのか確かめるように、やさしく、か弱く、なぞるように撫なでる。

　彼女は薄うすく瞼まぶたを開け決して見える事のない瞳ひとみを向け、ファウラに微笑ほほえみかけた。

「……ほれ……ふぁうら……笑ってみ」

　マリーがその人生の最後の時にファウラに求めたものは、彼女の笑顔だった。

　だから――ファウラは力強く、しかしはっきりと、イシシ、と笑い、そしてぽろぽろと涙を零こぼした。







終章　水の底







　海軍司令部アラティア港に、グラウスタンディア軍との戦況報告が次々に入って来る。その状じよう況きようにリジア将校たちは蜂の巣をつついたような騒さわぎとなっていた。

　イライア諸島南周航路を取った船団は、クラヴィス軍からの足止めを受け、立ち往生をしている。また陸路から進軍するラング軍は四し関かん門もんのうち、イルジュ関までの三関門を突破し、最終関門ゼタ関に向かい進軍を始めているらしい。

　勿もち論ろんイライア諸島に於おける戦いは、足止めを食らったとしても、最終的にはそれを突破し、ゾラを落とせばこちらの勝利なのだ。

　だがその前に、陸路から来るラング軍がアラティアに到とう達たつすれば確実にリジア側の敗北となる。その事態に、将校たちはゼタ関への陸軍兵増強を打だ診しんし、アラティアに駐ちゆう屯とんする陸軍兵全７万の投入を決定した。

　また周辺都市へ救援を頼み、応答のあった東リジアの各都市からは５万人の増援と大量の兵へい站たんが投入される事になった。

　ただしそうなると大きな問題が生じる。

　それはこの一大勢力を制せい御ぎよできる人間が必要になるという事だ。

　各方面から将軍職の人材が投入されるが、それを制御できる人間となると、そういるわけではない。海軍司令部であるこのアラティアには陸軍士官の数は当然少ないからだ。

　頭を抱かかえる将校たちは助けを求めるように、連日議論を重ね最終的にそれは責任の擦なすり付つけあいに変わっていた。

　だがこの一連のやりとりを会議の末席にいながら、ただ黙だまって見守っていた者がいた。

　ベルゲン・アディクである。

　彼かれはこの泥どろ沼ぬまになる状態を待っていたのだ。ベルゲンは責任転てん嫁かに躍やつ起きになる将校たちに向かい、高らかに声を上げた。

「どうしようもないですねぇ、こんな事態になってしまっては。さぁて、どうしますかぁ？　みなさん、このままじゃ、責任を取らされて全員縛り首ですよぉ」

　粘ねばりつくように発せられた言葉に、将校たちは一斉に彼を睨にらみ付つける。

　その視線を一身に受け、ベルゲンは満面の笑みを浮かべた。

「緊急事態です。さっさとゼタ関を守る人間を選抜して下さい。こんな事している間に、グラウスタンディアにとられちゃいますよぉ」

　将校たちは官僚特有の怒いかりに満ちた顔で責め立てた。最悪のタイミングで、最悪の相手から、最悪の言葉を投げかけられる。それはプライドの高い将校たちの怒りと焦あせりに油を注そそいだのだ。

　――役立たずがする顔だぁ。

　口元まで出かかった言葉をベルゲンは笑いながら誤ご魔ま化かす。将校たちは口々に、

「ならばおまえが責任を取れ」と罵ば声せいにも近い荒らげた声で叫さけんだ。

　その言葉を待っていたかのように、ベルゲンはニィッと笑う。

「最初からそう言えよ、屑くずども」

　場は一斉に静まり返った。

「叩たたき潰つぶしてやるよ。鉄てつ壁ぺきの要よう塞さいゼタ関に、12万の兵。負ける方がどうかしてる」

　そう言い放つとベルゲンはとっとと会議室を後にしたのだった。




　ラング率ひきいる２万５０００の軍勢は、アラティア港に向かう最後の砦とりでゼタ関までその歩を進めた。東リジア地方へ入っていくとそれまでの岩石砂漠に代わり、幾いく何ばくかの木々の姿が目についた。年に二回の雨季のある東リジアは緑豊かとは言えないまでも、少なからず木々や草原を見る事が出来た。とは言えグラウスタンディアのような緑とは圧あつ倒とう的てきに違う。どこかもの寂さびしさを漂ただよわせる光景だった。途と中ちゆう、リジア側の斥せつ候こうがこちらを警けい戒かいするのに幾いく度どか遭そう遇ぐうした以外は、これといった邪じや魔ま立だてのない進軍だった。だが最大の難所とも言うべき、ゼタ関の目の前には、広大な擂すり鉢ばち状じようの地形が広がっている。

　これは砦の防衛能力を格段に上げている。弓、投石器を用いるには、見上げて投射せねばならない。これはグラウスタンディアにとってあまりに不利だった。またリジア側にとっては弓、投石共に上から悠ゆう々ゆうと狙ねらいを定められる事を含ふくめて当然有利。

　時間との闘いでもある今作戦に於おいては、最短経路はこの擂すり鉢ばち状じようの地形を突っ切っていく事だが、それは兵たちに多くの犠ぎ牲せいを出すことになる。であるなら二軍に分けて、擂すり鉢ばち状じようの外縁を進軍させるべきだろう。

（だが……）

　とクロムは考える。あちらがその可能性に気付いていない筈はずがない。既すでに斥せつ候こうによってこちらの状況は敵も察しているのだ。

「でもよ、それしか方法はねえんだろ？」

　ラングは煙草の煙を吐はきながら空を見上げる。

「しかもこのままじゃいつ降って来るかもわからねえしな」

　どんよりと立ち込めた雲が今にも降り出しそうな様子で遠えん雷らいが聞こえた。ここは既すでに東リジア側。小雨季の空模も様ようにクロムは顔を顰しかめた。

「あまり悩んでいる暇ひまはなさそうですね。ラングさんは北側を回ってください。僕は南側を迂う回かいします」

　二手に分団する事で進軍の速度を上げる事にした。この地形で一群となって長ちよう蛇だの列を形成するのは危険と判断したからだ。

　それをラングは即そく座ざに理解したように、

「わかった」

　と首しゆ肯こうし二手に分かれた進軍が開始された。

　クロムを中心とした１万５０００が南側を迂回。そしてラングが率いる１万が北側を迂回する事になった。進軍する事一日、ちょうど中間地点まで来たころに、異変が現れた。

「敵襲っ！　第16部隊交戦中！」

　第16部隊は最後列だ。そこが敵からの攻こう撃げきを受けているという報告が入ったのだ。

（埋まい伏ふくか……）

　警戒はしていたがやはり相手もタダでこの砦とりでを譲ゆずるつもりはないようだ。

　敵は砦に立て籠こもるのではなく、好戦的に前線に出てきたのだ。砦を持ちながら優位な場所に留とどまるのではなく、打って出てくるとは大胆な戦法だ。だが、これがクロムたちにとって一番痛い。時間との勝負なのだ。敵はそれに気付いている。おそらく北を回るラングたちの軍も敵襲にあっているに違いない。

「全軍戦闘準備！　防戦陣形を固め敵をやり過ごす！」

　すぐに兵たちは装備を付けると、迎げい撃げき態勢を整え守りを固めた。

（もし僕の予測が間違っていなければ、奴やつらはまた来る）

　そう考え、クロムは周りの動向に注意を払った。

「第13部隊、12部隊も交戦に入りましたっ！」

　やはり、とクロムは唸うなりを上げた。

「敵は山側から来る！　そちらに注意を払うんだ！」

　おそらくリジア軍はクロムたちが進むルートより大外の山々に息を潜ひそめ埋まい伏ふくしていたのだろう。そしてその側面を突つくべく時を待ち、攻撃に転じた。ここにもすぐにリジア兵団が押し寄せてくる。そう思った時には既すでに敵の攻撃は始まっていた。なんと山肌を巨きよ大だいな岩が転がり落ちてきたのだ。退避命令を出す間もなく兵が落石に飲み込まれた。

　更さらにその後から駆かけ下りてくるリジア兵が次々に曲刀を振ふりかざす。

　クロムの後方を守るフィフニス隊が即座に動き出しながら違和感を感じた。（……まさか、全方位に兵を埋まい伏ふくさせていたのか？）

　それは通常ではありえない。もしこの広大な土地でそれをやってのけるとしたら、10万以上の兵を必要とする。

　だが今は考えている場合ではない。状況を鑑かんがみて、兵の損失を防がねばならない。

　この時北東より強い湿った風が吹き出し、事はより過酷さを増すことになる。

　雨が降り出したのだ。小雨季などという生なま易やさしい言葉とは裏腹に、雨は降りだすとバケツをひっくり返したようになった。

　そこへフィフニスが馬を駆って飛び出した。

「私たちが出ます！　クロムはその間に守りを！」

　言い終わらぬうちにフィフニスは兵を率ひきいて飛び出した。

「迎撃しながら敵を惹ひきつけます！　深入りしないよう戦闘態勢をっ！」

「「「「おおおおおおっ!!」」」」

　一糸乱れぬフィフニス隊の動きは迅じん速そくで、それだけでリジア兵たちの目を撹かく乱らんするのに十分だった。彼かの女じよが作り出したこの状況を無駄にしてはならない。

　すぐさまクロムは全軍に向かい指示を飛ばす。

「守りを固め応戦！　ゆっくり後退しろ！」

　その指示に、一番驚おどろいたのは隣にいたリュリュだった。

「クロム……それでは不利になる」

「――ああ、だがそうするしかない」

　彼女が言う通り、このまま応戦しながら後退するという事は、擂すり鉢ばち状じようの地形の底の方へと後退するという事だ。しかし周りを囲まれたらもうそこしか退路はないのである。

　リジア軍からの追撃を防戦一方でかわしながらクロムたちの軍は次し第だいに窪くぼ地ちの底へと引きずり込まれて行った。だが叩きつけるような豪雨を前に、さしものリジア軍もこれ以上の追撃は危険と判断し引き上げ始める。これはこちらにとっては助けとなったが、視界の悪さと足元の泥濘ぬかるみが行動を鈍にぶらせる。しかも敵はこれで包ほう囲い網もうを解くことは決してないだろう。動かずとも既すでに完全包囲し、こちらの退路を断っている筈はずである。

　そして再び先ほどの疑問が頭を擡もたげた。

　それは何な故ぜ立地と地形に恵まれたゼタ関を中心にした攻こう防ぼうではなく、その手前のこの地での決戦に打って出たのか、である。条件としては、ゼタ関を中心に守りを固めるより、そこから出しゆつ陣じんしこうして攻め立てる方がリスクが高い。グラウスタンディアがこの外に出ている兵を突破すれば、一気にゼタ関が弱体化するからだ。何より負傷したリジア兵を回収したりすることも出来ないし、仮に関の中に撤退するとなれば、その際にグラウスタンディアに侵入の隙すきを見せる事になる。
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　――おかしい。目的は何だ？

　クロムは土砂降りの雨の中で兵を率ひきいながら考える。相手の目的。何の為ための戦略なのか。しかしこの場でその答えが出る事はなかった。わかっているのは、この豪雨も含ふくめた状況がグラウスタンディアにとってかなり不利に働いているという事だけだった。

　折おりしもこの撤退の矢先、反対側を進軍していたラング軍も同じように勾こう配ばいを駆かけ下おりてくるのが見えた。

「おまえらもやられたか!?」

　率ひきいるラングは馬を降りてクロムたちと合流。兵たちはみな濡ぬれ鼠ねずみのように心細さと寒さに身を震ふるわせた。

「状況は悪い。まだ確かく認にんはしてないが、こっちは１０００人はやられている可能性がある」

「それはこちらも同じです。フィフニス隊が敵を惹ひきつけてくれなかったら、被ひ害がいが広がる所でした」

「どうする、ここに一度待機させるか？」

「いえ、それは危険です」

「なんでだ？」

「ここの地形を見ればお分かりでしょう」

　そこまで言われてラングはあっと苦い顔をした。敵の奇襲に気が付かないのも無理はない。この地形の本当に危険な場所は間ま違ちがいなくこの低地に他ほかならない。擂すり鉢ばち状じようのこの低地には雨水が集まって来る。

「見てください、あの辺りを」

　クロムが指さした先には明らかに木々の種類が違う境界線があった。その境界線はグルッとこの周りを覆おおうように真まっ直すぐな線を作っていた。

「あのラインより下にある木は根腐れしない種類の木なのでしょう。という事はあの木々の所まで浸水する事になる」

「つまりはここも危険って事じゃねえか!?」

「そうなります」

「だが、今から駆かけ上あがってもリジア兵たちの餌え食じきだ。強行突破しかねえのか……」

　渋じゆう面めんを作りラングは唾つばを吐はいた。

　やけくそな気持ちになるのも否いなめない。それ程ほどまでにグラウスタンディア軍は追い詰められていた。あちらの策だけならまだしも、天候までがリジアに味方しているかのようであった。降りしきる雨が流れ込み、クロムの膝ひざまで冠かん水すいしていた。このまま動かずにいれば兵たちの体力まで削そがれてしまう。

　一刻を争あらそう事態にクロムはただ黙もつ考こうした。

（敵の狙いはこちらの殲せん滅めつ――だが……）

　未いまだに引っかかりが解けない。相手の出方に対する違和感。殲せん滅めつ作戦である事は間違いない。相手はこちらを完全に打ち倒そうとしている。なのにいったい何がおかしいのだ？　どうしてもその違和感を拭ぬぐう事が出来ない。

　だが今は、それよりもすべきことがある。この状況を打破し兵たちの安全を図はかる事。

　すぐさまクロムはラング、フィフニスと連携し、行動を始めた。

「周辺に打ち捨てられた民家の跡あとがある筈はずです。そこに兵を待機させます」

「民家だと？」

　ラングは顔を歪ゆがめる。

「はい、地形的に考えて、嘗かつては小雨季に溜まる水を求めてこの周辺に集落があったはずです」

　するとフィフニスが首を傾かしげる。

「生活の利便性から防衛の必要性へ移り変わったという事ですか？」

　それにクロムは頷うなずき返かえした。

「ああ。そういう場所は地じ盤ばんが安定しているし、浸水の危険も少ない」

　その提案にすぐにラングの指示の下、うち捨てられた集落の捜そう索さくが開始され、ほどなく苔こけむした住居跡あとを発見するに至いたった。そこに幕ばく舎しやを張り、今後が話し合われる。

　ラングは苛いら立だち紛まぎれに、貧乏ゆすりをしながら外に目を移す。

「クソっ！　完全に囲まれた上に、この雨じゃ身動きがとれねえじゃねえか！」

　彼の苛いら立だちも無理はない。一刻を争うアラティア港陥落作戦に於おいて、ここで足止めを食らう事は致ち命めい的てきである。更さらに言えば、この規模での囲い込み作戦を敢かん行こうするリジアの兵数が明らかに大軍勢である事は容易に想像できる。先ほどの勘が間違いなければ10万以上。でなければこのような囲い込みは出来ない。

　するとフィフニスがそんなラングに意見を述のべた。

「突破口を開き、一気にゼタ関まで到達することは不可能でしょうか？」

　ラングは顔を歪ゆがめる。それが答えとでも言うように。

　可能ではある――が、多数の犠牲を払ったのならば、という条件付きである。

「敵はこちらが追い詰められて飛び出してくるのを待ってんだろう」

　吐はき捨てるようにラングは言った。

　万ばん事じ休きゆうす、死を待つのみ。そうなったグラウスタンディア軍が、どうせ死ぬなら、と決死の策に打って出る事くらい想定済みに違いない。

「むしろそれこそ相手の思おもう壺つぼだ」

　それを聞いてフィフニスはしょぼんと肩かたを落とした。人を率ひきいる能力に長たけた彼女だが戦場での実戦経験はラングの方が上。これは致いたし方かたない事だ。

　そんなラングは悪あく辣らつな顔を歪めてクロムに向き直る。

「状況は最悪だ。よりによってリジアは本気でこちらを潰つぶしにかかってる。まるで本隊のシド将軍やシェルシュ将軍と戦うかのような構えだ」

「それだけ、僕ぼくらが怖れられているって事でしょう」

　あくまで気楽な調子でそう言うクロムにラングは顔を更さらに歪ゆがめる。

「……本気で言ってねえな」

「さて……どうでしょう？」

　ラングはクロムの思おも惑わくを読み取るように注意深い視線を向けてくる。しかしクロムは一いつ切さいその胸中を明かしはしない。するとラングが根負けしたようにやれやれと息を吐ついた。

「……わーった。俺おれの負けだ。教えろ、打開の策は何だ？」

　クロムはあくまで落ち着いた様子で、はっきりとこう口にした。

「ありません」

「「……なっ！」」

　ラングとフィフニスが同時に息を詰つまらせた。

「おいこらっクロム！　どういう事だ！」

「そうですよ！　打開の策がないって？」

　せっつく二人を引きはがしながら、クロムはやれやれと息を吐つく。

「一見単純な囲い込みのように見えますが、敵はこちらの目的を把は握あくし、作戦目標を潰しにかかっている。その点に於おいて、あちらは一いち分ぶの隙すきもありません」

　わかっていた事である。フィフニスもラングも、その点は理解しているが故ゆえに、クロムの言葉の重みを実感していた。実際にこちらが動けない状況が出来上がってしまっているのだから。

　フィフニスが悔くやしそうに拳こぶしを握りしめ奥歯を噛かんだ。

「本当に、私たちには何一つ出来ないのでしょうか」

　足先を見つめる彼女は憤りを隠かくしきれず肩を震わせる。

「打開の策は……ないのでしょうか……」

　沈ちん黙もくが垂たれ込こめた。雨音が耳障りに響ひびく。グラウスタンディア軍の窮きゆう地ちを嘲あざ笑わらうかのようにざんざんと音を立てる。

　そんな沈黙を切り裂くように、クロムが口を開いた。

「現在の状況に於おいては、ですが」

　フィフニスとラングが同時にクロムの顔を見る。

「……つまり？」

　力強くはっきりとクロムは告げる。

「別の要素が加われば、あるいは」

「なんだ、別の要素って」

　その質問にクロムは視線を幕舎の外に向ける。

「とりあえず、一つはもう間もなく来るでしょう」

　そうクロムが言った所へ兵が駆かけ込こんでくる。

「ラング隊長！　伝でん聞ぶんです！」

「なにぃっ!?」

　そう言った兵の肩には大おお鷲わしが止まっている。その足には筒つつが取り付けてある。思わずフィフニスが瞠どう目もくして声を上げた。

「ティコ！」

　ファウラの飼っている大鷲のティコだ。それを確認してクロムは頷うなずいた。

「一つは揃そろいました。ファウラが合流地点まで来たようです。さて他の要因を揃そろえて行きましょう」

　するとラングが向き直った。

「他の要因ってなんだ？」

「気になっている事があるんです。いや、どう考えてもおかしな点が。それが突破口となり得うる可能性がある」

　そこまで言ったクロムは立ち上がり、ティコが運んできた手紙に目を落とした。そしてそれを確認すると、僅わずかに笑みを浮うかべ、ラングとフィフニスに向かいこう言った。

「では、行動に出ましょう。全ぜん滅めつか、無傷の勝利か、今回は二つに一つです」

　その言葉の意味に、二人の指揮官は息を呑のみ、そして真しん剣けんな顔を向けた。







序章　それぞれの火種







　グラウスタンディア皇都シオニアからの輸送船団が次々にフルクロ港へと入港すると、そこから多くの将兵たちを陸りく揚あげしていった。

　率ひきいるのは第一皇子ダカット・クセルクセス。

　軍を牽けん引いんするのはシド・レオナントス将軍とシェルシュ・ニカノール将軍。ゾラ陥かん落らくの一報を聞き、編成されたダカット軍がリジア宗旨国家に打って出るのである。

　だが詰めかけた民衆を最も驚かせたのは、名だたる将軍や皇子の存在ではなかった。

　このフルクロ港に降り立った高貴なる者の姿に聴衆は息を呑のみ、静せい寂じやくに満たされた。

　――ジルバ・クセルクセス皇。

　グラウスタンディア皇国に君臨する皇自みずからの出陣。

　その御おん姿すがたに、次の瞬しゆん間かん、港は割れんばかりの歓かん声せいに包まれた。

　隊列はフルクロ港から街かい道どうを東へ進む。その先にある小都市を次々に陥落させ、目指す先はリジア最大の湖を有するバハマ。

　対するリジアもこれを手を拱こまねいて見ている事はなかった。バハマ湖南のクコノスの谷に陣営を張り、ダカット軍の行く手を阻はばむ。ダカット軍が進軍をしている間に次々に到とう着ちやくする増援がクコノスの谷の南に強固な陣営を敷しいていた。背後にバハマ湖を望むリジア軍は豊富な兵へい站たんを有し、ダカットたちグラウスタンディア軍との衝突に備えたのだった。




　土砂降りの雨に視界は完全に遮さえぎられていた。ゼタ関の前に坐ざする擂すり鉢ばち状じようの窪くぼ地ち。その周りを取り囲むように陣を張ったベルゲン率いる軍総勢11万。またゼタ関には、元より常駐している兵１万を残し守りを固めている。

　対するグラウスタンディア皇国ラング軍は斥せつ候こうの報告通りなら２万５０００。先ほどの奇き襲しゆうで数を減らしていると考えればそれ以下となる。

　既すでに勝敗は決していると言ってもよかった。

　そんなベルゲンの下へ、将校たちがやって来る。

「ベルゲン様、お久ひさしゅうございます」

「――ヨルク。それにフーバル、シチゲンか。久しいな」

「ベルゲン様もご健勝のようで何よりです」

「また閣下の下で戦える事を誇ほこりに思っています」

　彼らはそんな歯の浮きそうなセリフを、真剣な面つら構がまえで述のべる。そこには政治的な駆かけ引きなどなく、強く結ばれた主従の姿があった。

「俺もおまえたちと再び戦える事が嬉しい。何より、ここからの戦いは激戦だ。心得て置け」

　その言葉に、ヨルク、フーバル、シチゲンは一様に顔に緊きん張ちようを漲みなぎらせた。

「――時が来たのですね」

　しかしベルゲンは首を横に振る。

「間もなくだ。今ではない――今は目下のグラウスタンディアに主眼をおけ」

「「「はっ！」」」

　三人はそのまま元の配置へと戻って行った。雨は降り止まない。ザンザンと叩きつけるように視界も聴覚も奪うばっていく。優位であるこの高台にいても尚なお不安を抱くような小雨季の大雨。窪くぼ地ちの底で水没を待つ敵は如い何かなる思いであろうか。

　そんな事を考えながらベルゲンは眼下の森に目を落とした。

「どうする？　クロム・ジャレット。おまえはここで死ぬようなたまか？」

　その問いかけは呟つぶやくように彼の口から放たれた。その表情には侮ぶ蔑べつや嘲あざけり、ましてや見下しの色は介かい在ざいしていない。ただ冷静に視線を投げかける姿があった。


《六巻へ続く》









あとがき
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　このたびはグラウスタンディア皇国物語５巻をお買い上げまことにありがとうございます！

　お久しぶりでございます。

　内うち堀ぼり優ゆう一いちでございます。

　みなさま、右下をご覧らんいただいてもよろしいでしょうか？

　そうです、そうです。

「あとがき」の下にある黒くて四角い物体でございます。

　携帯電話などの現代機器に明るい方はもうお気づきでございましょうが、こちらバーコードでございます。携帯電話などの読み取る機能で、とあるサイトに飛ぶことが出来ます。

　怪しいサイトではございません。

　ここから飛びますと、グラウスタンディア皇国物語の０巻に行く事が出来るのでございます！

　わおっ！　０巻です。

　つまるところ、クロムが皇都にやってくる前のお話。

　第一次リジア戦役開戦当時から物語は始まる予定でございます。

　どういう事かと申しますれば、クロムの幼少時代、さらには子供時代のユースティナやフィフニスたちの事を描いております。

　クロム・ジャレットがどうして今の姿になって行ったのか、どんな人々と出会い、どんな成長を遂とげたのか、読んでいただければお分かりになるかと思われます。

　ちなみに、読むのは無料でございます。やったね！

　ご興味が湧いた方は是非ご覧になってくださいまし。

　ちなみにわたくし機械は滅めつ法ぽうダメな性質で、バーコード読み取りアプリのダウンロードが未だ出来ないくらいの機械音おん痴ちでございます。

　皆様はそんな事はございませんでしょうが、もし「バーコードで読み取るのは面倒臭いぜ！」という方はＨＪ文庫さんのホームページを検索していただけば、そこから読む事もできます。『ＨＪ文庫』で検索していただければ大丈夫なはず。

　さて、そんなこんなで、次回グラウスタンディア皇国物語６巻と０巻の予告でございます！
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　――と言った展開になる予定です。

　ラング軍とクラヴィス軍の最大のピンチ。

　そして出しゆつ征せいしたジルバ皇率いるダカット軍に法王ターバがどう出るのか？

　そしてラトルグ国がついにスクルタビア連合国の一つシュダールへの進撃を開始。

　皇国の軍師クロムと、宗旨国家の頭脳ベルゲンの直接対決。

　そんな感じでもりもり書いてまいります。

　どうぞお楽しみに！




　さてここからは謝しや辞じを。

　いつもわたくしの稚ち拙せつな文章と根気よくお付き合いくださる担当の中川様。

　そしていつも素敵な挿さし絵えを上げて下さる野の崎ざきつばた様。

　俳優イリヤ・オースターのモデルをお願いした折に快こころよく了承を下さった、観客を感動の渦に巻き込むことが出来る唯一無二の存在、劇団光ひかり座長後ご藤とう田だ文ぶん蔵ぞう様。

　また今回の物語のエピソードにご協力を下さいました谷たに村むら美み紀き様。

　そしていつもお手伝い下さる松まつ木き涼りよう君。

　並びに編集部の皆様、出版流通に関わるすべての皆様に心より御礼申し上げます。




　そして何よりこの本をお手に取ってくださった皆様に最大の感謝を！

　ありがとうございます！

　ウェブでの連載が始まるグラウスタンディア皇国物語０巻、並びに次巻グラウスタンディア皇国物語６巻もなにとぞよろしくお願い申し上げます。

　それでは、またみなさまにお会いできることを願って。





二〇一五年二月吉日　内堀優一
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